


建学の精神

理事 長 水 田 清子

21世紀を迎えて，廿t界の中の日本というテーマの屯要性は，さらにいちだんと深まって

いくことでしょう。この国際化の間紀を生きる，骰かな感性と知性と，確かな知識，技能

を持つ若々しい人材を育成するために，城西国際大学か太‘ド洋に臨む広大な）L十九里希近

の地に誕生いたしました。

房総(!)地に出生し，数次にわたる蔵相，白民党政調会長守の要職を歴任し，戦後日本の

政治経済に少なからず奇与してきた清廉な政治家，故水田二喜男の「学間による人間形成」

という理念を建学の精神として，学校法人城西大学は 1960年代の初めに発足いたしまし

た。

それから約30年，祈生の城西国際大学は，その建学の精神を共釘し，継続してまいりま

すが，さらに，〈国際社会の中て生きる人間の人格形成〉を，本学の学間と教育の日標とし

ていきます。

大きく変わっていく時代とともに，大学もまた日々新たな活性化を求めなけれは，その

役割を果たすことができませんが，人間と教育の原点は不変です。城西国際大学では若い

人々が〈学ぶことを通して自己の可能性を発見〉し，〈率直さと公平さ〉をふんだんの規範

として生きることを目指します。ごまかしのないスポーツの世界におけるようなフェアプ

レイの精神をもって，国の内外で，人生という広いフィールドで，力いっぱい活動するた

めに，若い人々か育っていく希望と抱負と魅力に満ちた場として，城西国際大学は，これ

から新しい年輪を刻んでいきます。
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はじめに

学生便覧は，つつがなく学生生活を送るための道しるべです。高等

学校時代とはちがい，主体性をもって自主的に行動しなければなら

ず，とまどうことも多いと思います。大学のしくみはどうなっている

のか，単位はどのように修得するのか，休むときはどうしたらいいの

か，課外活動は，下宿は，経済上の問題など，次々に疑問が浮かんで

きます。そのような時，この学生便覧は一つの方向を示してくれるこ

とでしょう。あらかじめー読し，大学生活をより充実して過ごすこと

ができるように役立ててください。

また，輝ける城西国際大学の新人生諸君を迎えるにあたり，この学生便覧に盛り込んである内

容を，直接ことばて説明するとともに，諸君一人ひとりの質問に応える，次のような機会や制度

を用意しております。

1. フレッシュマン・セミナー

4月7H （水）～ 4月8日（木） （経営情報学科）， 4月9日（金）～ 4月10日（土） （国際経営学

科）， 4月8日（木）～ 4月9日（金） （福祉環境情報学科）， 4月11日 (H)~4月12日（月） （国

際文化学科）， 4月101] （土）～ 4月11日（日） （福祉文化学科）， 4月12日（月）～ 4月13日（火）

（国際交流芹科），学科ごとに一泊二日て，自然の中で教員と学生との交流を図ることを目的とし

て実施いたします。

2． オリエンテーション

4月1ll （木）～ 4月10日（上）の間，学部こ、とに実施いたします。なお詳細につきましては，

オリエンテーション時に説明いたします。

また， 2年次以降のオリエンテーションては，それぞれの年次において必要な!H項を説明いた

しますので，必ず出席してください。

3. アドヴァイザー制度

アドヴァイサー制度とは，皆さんが「国際社会の中で生きる人間の人格形成」という建学の精

神を，具体化していくのを援助するものてす。皆さんー人ひとりか， l•分に能力を発揮し，個性

を伸はせるように専任教員が，勉学 Lの指尊をはじめ大学生活のさまざまな間題に対して，個別

のアドヴァイスをしてくれます。なお，具体的なことについては，オリエンテーションにおいて

況明いたします。
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学生生活のしおり

学 生 証

本学ての学生，1正番号は，学籍番号および身分証明書番号てもあります。在学中あらゆる場合に

使用され，学生の個人名にかかわるべきものてす。

所属学部学科はアルファベットて小し，つきの四ケタの数字は人学年次を小すものてす。学生

証を紛失したり破損しないよう大切に保持し，次の事項を守ってください。

1. 学生証は，本~学学生てあることを証明するものてすから， 交付を受けて必す携帯し，本学の

2. 

3. 

教職員より提ぷを求められた場合は，提ぷしなけれはなりません。

学生証は，毎学年初めに新規に交付します。前年度の学生証はこれとりI換えに返還しなけれ

ばなりません。その手続きについては，，沿しく掲ホいたしますのて見落とさないように注怠し

てください。

学生証によって各種』明国・学割等か発行されますのて‘'"じ載'1i項（氏名，住所，通学l刈間

等） を変更する場合は，速やかに学生課に届け出て必す訂正を受けなけれはなりません。

••• 4

5

6

 

7. 

各種証明甚および学割の交付を受けるときには，学生証を掲ホしなければなりません。

試験にあたっては学生証の提ポが義務つけられています。

学生nlEを紛失もしくは著しく破肌した場合は，「学生＂正再発行願」に写真をオ枚添えて学生

課に申し込んでください。

卒業，退学および除籍の場合は，学生証を返還しなけれはなりません。

学生証のアルファベット記号

学部

学科

経営情報学部・・・・・・B

経営情報学科…… I

国際経営学科…•••B 

福祉環境情報学科•…•• E 

人文学部・・・•..H 

国際文化学科•…•• L 

福祉文化学科…..s 
l吋際交流学科・・・•..K 

学生証番号（学生番号）の見方

（福祉環境情報学科）
BE  1999-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（国際経営学科）
BB  1999-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

゜
〇
ー
~
個
人
番
号

ー
）
 

科

，
 

学口李

↓

人

学

年

度

，
 

胄

，
 

ー
営蚤条（

I

|
↓
所
属
学
科

B
l所
属
学
部
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（国際交流学科）
HK1999-100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（福祉文化学科）
HS  1999~100 

↓ ↓ ↓ ↓ 
所所人 個
属属学 人
学学年 番
部科度 号

（国際文化学科）
H L 1999-100 

↓ ↓ l l 
喜旦 : 門子—-f→年番
部科度 号

連絡事項

大学から学生への通知事項等は， すべてマグメディア （電動波動掲示板） または掲示板によっ

てお知らせします。掲示を見落としたために，必要な手続きがとれなかったり，修学に支障をき

たすことか生じることがあります。毎日機会あるごとに各掲示板を注意して見るように心掛けて

くださし％

なお， マグメディア及び掲示板の設骰場所はド記の通りです。

マグメディア： A棟第一学生ホール前

B104教室前

F棟第二学生ホール内

G3棟前

掲 /j< 板： B棟西端BlOl横（学生課）

B棟両端エレベータ隣（教務課，全学科共通）

A棟第一学生ホール内（学生課）

Gl棟 1階通路（経営情報学科， 国際文化学科）

G2棟 1階通路（福祉文化学科，国際交流学科）

G3棟 1階通路（国際経営学科，福祉環境情報学科）

授業関係

ー

1. 

履修巾請

履修巾請とは，所属する学部・学科のカリキュラムの中から学習すべき授業科目を自ら決

定し，所定の様式に従い学部事務室に提出することによって， 自己の学習計画を確立すると

ともに，巾請した授業科目について履修する権利を持つことになります。

学年の始めに行われる履修11％青の手続きは，非常に重要なものでありこの手続きを怠った

り，誤ったりすることは， その年度の履修が無効になったり，授業を受ける権利を放棄する

ことになります。そのようなことでは進級，

に留意して巾請手続きを行ってください。

卒業にも支障をきたすことになりますので，特

また，学年の始めには履修についての相談期間を設け，諸君の疑間にお応えします。期間・

場所については， 紺年オリエンテーション時にお知らせします。
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II 授業時間表

1 時

廿寺 廿月 j 9 :30~11:00; 11:20~12:50 / 13:35~15:05 

限 I

ー：ー・ー一

II III N
 

15: 15~ 16: 45 

＞
 

16:55~18:25 I 

III 

※経営情報学部国際経営学科ならひに人文学部国際交流学科に配冴されている英語

科目（必修およひ一部の選択科目）の授業時間はJ五記とは異なる場合があります。

※定期試験等の時間は，変更することがありますのて掲ぷに注怠してくたさい。

授業時間割表

授業時間割は， A・B・C・Dのクラスもしくは学籍番号によって編成されていますので，

自分の所属するクラス等を確かめて，履修註画を立てるようにしてくたさい。

ただし，卜記の例のように学科共通科目等では，所属クラスに関係なく科目を選択すること

かできます。詳細については，本便覧に載る学部ことの［履修の手り1と手続き」を参照してく

ださし％

授業時間割表の見方

［例］

95年度生以上のコマ・コード

2166 (0101) 
法の精神と役割（法学A)
(B 105) 

2256 
カ・熱・電磁気
(B209) 

2066 (0301) 
人間研究 I（人間と自然）
(ClOl) 

森
田
（
正
）

星
野
谷

科目名

95年度生以上の科目名
教員

教室

教室番号の見方

教室番号の頭のアルファヘットは棟を表し，後の数字て教室番号を表しますので，校地・建物

配囮図等を参考にしてくたさい。

（例） c
 

1 0 1 

Cは棟番号 1 0 1は教室番号

N 休 溝

担当教員から連絡があり次第，掲示により連絡します。 また，始業時刻から30分以上経過し

ても教室に連絡のない場合は，学部事務室まで問い合わせてください。

＊交通機関の運行停止と授業について

交通機関の運行停止（ストライキまたは自然災害などの場合） の際における授業の取扱いは，

JRが始発時運行停止の場合に限り全日休講となりますので， ニュース速報等に十分注意してく

ださし％

席＞
 

欠 届

やむを得ぬ事情で授業や試験を欠席した場合は，欠席届に診断古または理由書を添えて学部
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巾務窄て検印を受けた後，授業担‘月教員に提出してください。なお，欠席届の用紙は学部事務

窄窓口に用怠してあります。

学籍関係

休学（学則第37条，第38条，第39条，第46条）

病気その他やむを得ない理由により， 3か月以上出席することのできない者は，医師の診断書

または理由内を添え保証人連署のうえ、休学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

なお，休学期間は 1年以内とし，引き続き休学を要する者は，改めて願い出ることによって更

に1年，通算 2年まて休学することができ，休学期間は在学年数に含みません。なお，休学を許

H［された者は，休学期間中の授業料および施設設備費の半額を免除する。

復学（学則第38条）

休学していた者か復学する時は，原則として学期又ば芹年の始め 1か月前までに，医師の診断

苫または理由，りを添え保』［人連署のうえ復学願を学部事務室に提出し，学長の許可を得なければ

なりません。

また，復学後の科日履修存については，学部ー務室の指導を受けてください。

退学（学且IJ第40条）

やむを得ない理由により学業を継続することがてきないときは，その理由，りを添え保証人連署

のうえ，退学願を学部'#務室に提出し，学長の謹[IIを得なけれはなりません。

除籍（学則第47条）

授業料及び施設設備費の納人を怠り，督促を受けてもなお納人しない者は除籍されます。

再入学（学則第41条）

正‘りな理由により退学した者か，その理由を解消し学業の継続か可能となった廿寺には，願い出

により再人学を謹IIIされることかあります。

なお，再人学願は学年の始め lか月前までに，学部＇的務室に提出しなければなりません。

転部（学則第33条）

転部を希望する者は，学年の始め 2か月前までに，転部受験謹IIJ願を学部市務室に提出し，｝所

属学部長の謹n]を得て受験することができます。

科目等履修生（学則第54条～第59条）

本学学部における授業の履修を希望する者は，学期又ぱ学年の始め lか月前までに，科目等閥

修生受験願を学部9詳務室に提出し，人学の謹IiJを得なけれはなりません。

研究生（学且IJ第60条～第66条）

特殊な研究に従1iしようとする者は，研究生受験願を学部事務室に提出し，入学の謹口Jを得な

ければなりません。
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授業料および施設設備費

I 授業料

1. 年間納人額を前期分および後期分の 2期に分割納人してくたさい。なお，大学から納入振

込用紙か， 4月 1：句（前期分）および10月上旬（後期分）に送付されますので，必ず所定の

「授業料等納入振込用紙」を使用してくたさい。

2. 授業料負担者は，原則として第一保証人とし，変更かある場合は「授業料負担者変更届」

を経理課に提出してくたさい。

II 施設設備費

毎年度授業料と同時に納人してくたさい。なお，納人振込用紙は「授業料等納人振込用紙」

を使用してください。

III 事情により，授業料およひ施設設備費の納人に支障をきたす場合には，「授業料延納願」を

経理課に提出し，相談してください。なお，用紙は経理課窓口に用意してあります。

学生相談

不安や悩みがあるときは，ひとりて考え込まずに相談にきてドさい。相談することは人に頼る

ことてはなく，よりよい生き方をするための積極的な行為です。

皆さんの相談に応じるために「学生相談室」があります。相談員は，星野晃ー教授，柏木繁男

教授，栗木レタンギェップ教授てす。相談日については，掲示いたします。

相談があるときは，ます学生課窓[1にお越し下さい。個人の秘密は固く守りますので，ご遠慮

なく「学生相談室」を利用して下さい。

アドヴァイザー制度

アドヴァイザー制度は，それそれ担9月教員を定め，各担当教員が諸君にいろいろなアドヴァイ

スを行う制度です。諸君の担当教員や詳しいことについては，フレッシュマン・セミナーまたは

オリエンテーションにおいて説明いたします。

健康管理

健康を保持し，増進させていくことを目的にセンター棟 1階に医務室があります。怪我をした

とき，体の調子が悪いときなど，遠慮なく利用してください。

I 定期健康診断

本学では毎年 4月に定期健康診断（内科検診， X線検診，身体測定，検尿，聴覚）を実施し
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ており，健康診断の結果，精密検査の必要な学生には，掲示により連絡いたします。

なお，健康診断を受けなかった場合には，健康診断書の交付ができないので，指定日に必ず

受診してください。止むを得ない理由により受診できなかった学生は，病院もしくは保健所等

の健康診断証明書を学生課に提出してください（この場合は自費負担となります）。

II 遠隔地被扶養者証

医療機関を利用するとき，保険証か必要となりますので，自宅通学以外は在学証明書を自宅

に送り，遠隔地被扶蓑者証の発行を受け，常に携帯してください。

III 健康相談

健康上のことで悩んだり困ったことが生じた場合は気軽に相談に来てください。専門医やカ

ウンセラーも一緒に相談に応じます。

奨学制度

奨学制度には，大学独自の水田奨学生制度，日本育英会および地方自治体等の育英資金があり，

それぞれの部署で取り扱っています。

I 水田奨学生制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられ，城西国際

大学の建学の精神に則り，優秀な学生の顕彰と，さらなる育成を日的として，成績・人物等優

秀な者を大学院研究科においては，各専攻より 1名，学部においては，各学年・各学科より 1

名を選号し，授業料の一部として年額 300,000円の焚学金が授与されます。

II 水田国際奨学金制度（学務課）

学校法人城西大学創立者水田三喜男先生の育英の理想を実現するために設けられた水田奨学

生制度とともに，城西国際大学学生の国際的な勉学を奨励することを目的とします。本学学生

の場合は， JEAP制度による留学、海外からの留学生の場合は，姉妹校またはこれに準ずる大

学からの留学生が対象となり，授業料の一部として 500,000円を上限とし，奨学金が授りされ

ます。

III 日本育英会（学生課）

日本育英会は， 日本育英法という法律によって設立された国の育英機関で，人物・学業とも

優秀かつ健康な学生で， tとして経済的理由により修学困難な学生に学資を貸りする制度です。

日本育英会奨学金には，第一種奨学生と第二種奨学生の二種類かあり， 1年生に関しては年

2 [11] 4月と10月・ 2年生以tは年 1［口］ 4月に募集が行われます。奨学生出願受付は，学生課で

取り扱っており，蒻集の案内についてはすべて掲ボしますので，必ず説明会に出席して出願手

続きに不備のないように心掛けてください。

l． 第一種奨学生（無利 f貸与）

第・` 種奨学生は， r介j守学校在学中に日本ff英会かおこなう，全国一斉試験によって採用され

るもの (r,約特別奨学牛）と大学人学後出I禎し採用されるものと＾．種類あります。
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大学出願での学力の基準は， 1年牛か闘校ての評定か 3.5以卜-の者， 2年生以上は大学にお

ける学業成績か上位 1/3以内の者です。

貸与月額は，自宅通学が50,000円，自宅外が60,000円です。

2. 第二種奨学生＿ （有利子貸与）

第二種奨学生は，大学人学後出願し採用されるものてあり，貸与する金額には利子かつきま

す。利率は，現在 1.7%（毎年見直す）です。

大学出願ての学力の基準は， 1年生か翡校での成績か平均水準以卜の者， 2年生以 t^は大学

における学業成績かおおむね平均水準以上の者てす。また，特定の分野においてに優れた資質

能力を有すると認められる者です。

貸与月額は， 30,000円 •50,000円 •80,000円・ 100,000円の中から選ぶことかてきます。

3. f約進学者

予約進学者は，指定日まてに「進学届Jおよひ「住宅届」（自宅外通学者のみ）を学生課に

提出しなけれはなりません。期限まてに日本育英会へ提出しないと，せっかくの資格を失うこ

とになりますので十分注意してください。

4. 在学届の提出

翡等学校在学中に日本育英会の奨学生てあった者は，人学後直ちに「在学届」を学生課へ提

出してください。この届け出がないと大学在学中奨学金の返遠か猶予されません。

5. 奨学金の支給と返還

奨学金の支給は，各個人名義銀行預金口座に日本育英会より直接振り込まれます。なお，登

録してある印鑑を紛失したときは，奨学金支給日以前に学生諜に「改印届」を提出しなけれは

なりません。たたし，年 2l口］ 5月・ 11月に受領資格確認（押印）があります。これを怠ると奨

学金の支給を倅止することがありますので，必す受領資格確認を行なってください。

また，奨学金は貸付ですので，卒業後に必ず返還しなけれはなりません。

6. 奨芹生の成績について

奨学生の成績は，毎年大学側から日本育英会に報告された成績不良・単位不足者は，要注怠

者とされ，留年した場合は， 1年間奨学金の支給を倅止されます。ただし，休学の場合はその

期間の奨学金の支給か倅止され，退学するとその時点て貸与が終［となりますので，休学また

は退学する場合は，必ず学生課へ申し出てくたさい。

N 地方自治体等の奨学金（学生課）

茨城県，新潟県，船橋Ih等の各都道府県または市長村の奨学金や交通遺児育英会等の奨学金

があります。ただし，これらの奨学金については，大学を通じて募集しないものがありますの

で，申し込む場合は早めに各窓口に間い合わせてくたさい。

v 留学生への奨学金（学生課）

外国人留芹生に対し，日本国際教育協会や平和中島財団等の奨｀芹金があります。経集につい

ては，掲ポしますので見逃さないようにしてください。
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住 居関 係

自宅から通学できない者は，通学可能なところに「住」を確保しなければなりません。「住J

は学生生活を充実させるために大切な条件てす。大学ては，通学に便利な環境で勉学条件にかな

ったところを紹介しています。詳しくは学生課に相談してください。

アルバイト

学生ば学間に専念し，これを通じて人格形成につとめるべきで，アルバイトに多くの時間をさ

くことは決して好ましいことではありません。しかし，やむを得ないときは勉学にさしさわりの

ない仕事を選びましょう。

なお，求人については，学生課の掲示板で紹介しております。

施設・用具使用

本学の体育施設・教室は，正課授業および課外活動で使用していますが，時間の許す限り一般

学生にも開放しています。施設や用具を使用するときは，学生諜て手続をしてくたさい。

拾得・紛失・盗難

学内て物品を拾得・紛失したときは，学生課に届け出て拾得届・紛失届に必要事項を品入して

くたさい。拾得物は学生課前I))拾得物ケースに保管してありますのて，学生課に叶1し出てくださ

い。なお，盗難にあった場合は，速やかに学生課に届け出てください。

また，普段から盗難防止のために，各自の持む物り保管＿•管理には十分注意してください。＿

忘れ物

学内ての忘れ物か多いのて，持ち物には必ず，学籍番号，氏名を晶人してください。なお，忘

れ物は，拾得物ケースに保管してありますので，学生課に申し出てくたさい。

捨得物ケースに溜まった品物については，年 3lHl (7月， 12月， 2月）処分します。

学用バス

学牛・教職員用に束凩・蘇我・大網・成東・東金駅から大学迄，学用バスを連行しています。

平成11年 4月より，大幅に増便されるとともに，成束便も祈設され，非常＇に便利になりました。
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大学周辺は，駐車禁止になっており，駐車場にも限りがありますので，できるだけバスを利用

するようにして下さい。

＊現金での乗車はできません。バス利用券を学生課の窓口て購入して下さい。

学用バス時刻表

［東 京 便 ］

束求駅発

7: 40 

15: 30 

［大 網 便 ］

大網駅発

9: 05 

10: 35 

12: 45 

14: 25 

大学発

13: 10 

18: 30 

大学発

8: 30 

9: 45 

12: 15 

13: 30 

［ 蘇我便］

蘇我駅発

8: 25 

8: 35 

10: 15 

10: 25 

14: 05 

14: 10 

16: 20 

16: 30 

大学発

9: 20 

9: 30 

12: 50 

13: 10 

15: 10 

15: 15 

18: 30 

18: 35 

0

0

 

1
5
3
 

•••• 
5

6

 

l

l

 

0

0

 

4

2

 

．．．． 

5

7

 

1

1

 

［成 東 便 ］

人学発 成東駅発 大学発 大網駅発 東金駅発

※ (1便）

(2便）

(3便）

(4便）

(5便）

(6便）

※ (7便）

r

3

0

0

0

0

0

 

4

4

4

1

4

1

 

•••••••••••• 
8

0

1

3

3

5

3

 

ー

1

1

1

1

5

0

0

5

5

5

3

 

0

0

0

2

5

2

 

•••••••••••• 
9

1

2

3

3

5

 

1

1

1

1

1

 

9: 20 9: 55 10: 15 

大学発 束金駅発 大網駅発 大学発 成束駅

15: 50 16: 05 16 : 25 16 : 55 17 : 10 

［学用バス運賃表］

束京便
I 

述賃（片道） 600円

学用バス利用共通回数券

蘇我便 大網便
1― 

l 
， 成束便

200円 100円

3,000円 (33枚綴り）

2,000円 (22枚綴り）

※ l便と 7使については，大網駅及び束金駅にも連行しますのでご利用ドさい。

100円
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自動車通学

現在，交通事故は毎日のように発生し尊い命が奪われています。事故によって学生生活が阻害

され，修学が困難となることもあります。事故回避等からも自動車通学は見合わせてほしいもの

です。

ただし，止むを得ない事情により自動車通学をする者は，必ず駐]i場（学外・有料）一？危利用し

て下さ＿い。大学周旦道路/り皇法駐車J_も地域住只か大変迷惑しますのて‘，絶対駐車禁止てす？—

なお，学内への車の乗り入れも禁止します。

諸届

I 住所変更届

本人・第一保証人・第二保証人の住所を変更したときは，所定の用紙がありますのて記入のう

え，速やかに学生課に届け出てくたさい。

II 保証人変更届

家庭の都合で保証人が変わるときは，所定の用紙がありますのて記入のうえ，速やかに学生課

に届け出てください。

III 身上異動届

本籍地・姓名を変更するときは， 1折定の用紙がありますので晶入のうえ，速やかに学生課に届

け出てください。

N 学生団体設立

学生が学内において団体を設立するときは，学生通則第 5条を参照のうえ学生課に届け出てく

ださし )0

その他

I 大学への屯話による間い合わせ（行―＇#予定・休講•その他授業及び試験に関することなど）

には一切応じられません。必要あるときは必ず登校のうえ，掲ぷにより確認するか事務室窓ll 

に間い合わせてください。

II 大学の機関ではありませんが，学生の1_’}生援護を目的とする文部省の外郭団体に，〈内外学

生センター〉があり，アルハイト，住まい紹介のほか，奨学援助，保健診療，/'}.生会館の運営，

竹理及び外国人留学生の援助・内外学生の交流等の1i業を行なっています。

（取扱時間） 平 日 ，．．30~ 11 :30 13:00~ 16:00 

休 日上曜， Il曜，祝ll，年末年始，削立，心念日 (7月1fl) 

［東京学生生活相談所］ 茜 161 束東都祈術IX:l:落合1-17-1（西武祈宿線 ド落合駅前）

（アルバイト，特別相談，短期貸付等の業務） 合 03-3951-9101
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：アルバイトの無料紹介合 03-3951-9105

：特別相 談 合（）3-3951-9105

：短期貸 付 合 03-3951-9105

：留学生相談コーナー 合 03-3951-9103

［東京学生住宅相談所］ 茜 160 束以都新宿区四谷1-21(JR四ツ谷駅 四ツ谷[l3分）

（宿舎の紹介，特別相談存住まいの業務）

：宿舎の紹介 合03-3359-0631

乞 03-3359-0633

：特別相 淡

: FAX番号

諸願・届一覧

欠

四03-3359-0631

合 03-3359-5997
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施設・用具使用穎！大学の施設・用具を使用したいとき

—•••• ●―--. .—••• •一•一・一●●●一・ー一●＾―＇→ーゴ —• • ^-••--- -• ・・・- •一9- ． - -•- -- ．． ． ---•一＾―＾ ----- -•一•一• -----

学生団体登録届 提示により指ポする (53月）
ー••-..- ----- j-- ------- ----------- - ------ -．へ•---—•--• •一• - -• 

団体設立謹日］願，顧問教員か必要

授業料延納願 Iやむを得ぬ事栢て，

るとき
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授業料負担者変更届授業料負担者か変わるとき 経 理 課
----.^•”.,-------—-------- 一へ•. -- ---... - -- - -- ----~ 

！ 

-----------, 

学 生 課
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ー
・
→
'
’
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! 

， 

学 生課
！ 

学生課
： 

-..  

学生課

学 生 課
--------- --------—叶

学／l:．課

学 生 課
---- --------- - --- ----o-------

授業料の納入がおくれ 経理課

学生課

学生課
----

学生課
． ． ． •ー・• - --

経 理課

経理課
--------- --- ---
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学生通則

第 1条 本学学生に閃する規定は閃連法令に記載されたもののほか，この通則に定めるところに

よる。

第 2条 学生は入学前に提出した個人調壺票・学生個人別カードの記載惰項に変更かあったとき

は，そのつど速やかに学生課に届け出なければならない。

第 3条 学生ば学生証の交付を受け，必すこれを携帯し，本学教職員より提jドを求められた場合

は，いつでもこれを提ポしなけれはならない。

2 学生証は毎年学年始めに交付する。なお， 2年生以上については，前年度の学生証とり1

き換えとなる。

3 学生証を紛失したときは，直ちに学生課に届け出て再発行を受けなければならない。

4 学生証の所持資格を失ったときは，直ちにこれを返納しなければならない。

第 4条 学生は、毎年 1回本学施行の健康診断を受けなけれはならない。

第 5条 学生が学内て団体を結成しようとするときは，代表者と顧間教員（本学専任教員）を定

め，所定の様式に従い，代表者および顧問教員が連署・押印をもって学生部長を経て学

長の許可を得なけれはならない。

2 "仰Jされた団体は， 1彰年5月末日まてに団体名簿を学生部長に提出しなければならない。

提出のないときは解散したものとみなす。

第 6条 本学において，政治的または思想的団体の下部組織と認められるものを組織してはなら

ない。また，学外においても大学名を使用して，政治的思想的団体のド部組織と認めら

れるものを組織してはならない。

第 7条 学生団体が学外団体に参加しようとするとき，または学外において本学名を使用して団

体活動をしようとするときは，代表者およひ顧問教員の連署・押印をもって学生部長を

経て学長の謹HIを得なけれはならない。

第 8条 学生団体が芹内諸規則に違背したと認められたときは，活動倅止または解散を命ずる。

第 9条 学生が芹内において集会を開こうとするときは，代表者はその 7日前まてに所定の様式

に従し)，学生部長に届け出てll'仰Jを得なけれはならない。

なお，集会の終［後その結果について学生部長に報告するものとする。

2 tlii項の集会は，午前 9時から後 5ll寺まての間とする。

第10条 学牛か学内外において文内の配布及ひ掲ぷをするときは，その責任者氏名を出載した文

tりを提ぷし，所定の様式に従い学生部長の謹II]を得なけれはならない。

2 前項の掲ぷは，本学所定の掲ぷ板に掲ぷするものとし，その掲ぷ期間は 1週間以内とす

る。

第11条 学'tが芹内においてttt論謁在，署名連動，投繋及び岱付蒻集など，本学教職員，学生，

外来者守を対象とする行偽をしようとするときは，あらかしめ学生部長を経て学長の謹
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可を得なければならない。

2 前項に定める行為の責任者は，その行為実施に関しては学生部長の指ぷに従うとともに

その結果を報告しなければならない。

付則

この規則は平成 6年 4月1日から適用する。



証明書センター

（学生課内）

I 証明恵晶ご）ター I 
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証明書センター

＂正明内センターは，センター棟噌皆'¥務室内の学生諜に憤き，各種1北明甚0)受付•発行を取り

扱っています。発行する証明書の種類と手数料については，次貞0) 「証明占発行一覧（別表）」

を参照してくたさい。

証明書の申し込みおよび発行について

1. 証明書を必要とする者は， 1折定の交付願用紙に必要市項を，；止人し， 手数料（別表）として

証紙を購人しil［明内センターに中し込みをしてくたさい。

2. ]正明甚の交付は，原則として，叶lし込みIJから 2日後の午後以降となります。また，，証明

古のイi効期間は， 3か月です。

3. 証明書の交付を受けるときは必す学生証を提ぷしてくたさい。学生日正の提ぷのない場合は

原則として交付できません。

4. 何らかの都合て本人が証明力を受け取れない場合は，代理人に代えることかてきます。そ

の場合は，申込者の学生ultまたは，委任状を提小してください。

5. 屯話および郵送による，il［明内の巾込みは，原則として受け付けません。

学生旅客運賃割引証（学割証）についての注意

1． 学翡lj証は，片道の区間内において， 101kmを超え，帰省等て利用する場合に使用すること

ができます。 (JR各社のみ）

なお， 15名以上の団体て旅行する場合は，団体割引か利用てきます。

2. 学胄加jEは， 1 1n]の交付で 2枚まてとし，年間 10枚まて発行することかできます。（連輸省

規定）

3. 他人名義のものや叫人事項を勝手に書き換えて使用すると，本人が処澗されることはもち

ろん，大学全体の学青lj証発行倅止処分を受けてしまいますので，使用には注怠してドさい。

通学定期について

屯車の通学定期は，最斉の定期券発売駅の窓口に学生証を提ぷして購人できます。

ただし，バスの場合は，通学証明＊ （証明甚センター発行）を添えて購入してドさい。
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証明書発行一覧（別表）

種 類 手数料 交付期間 受付および発行

在学証明書 100円 2日後 ！ 証明内センター

成績証明甚

^ -- ． -

卒業（見込）証明菖
----

健康診断証明，打
- ----

奨学金証明書
--------- --------

資格証明甚

推煎力（進学用）

II 

”
 

II 

II 

”
 

JI 

”
 II 

「―• • ---------

II 

”
 推薦書（就職用）

-．..  

調任甚（進学用）
- ・ - ..  •ー・・～ ～ー•. ・-・.  

調在甚（就職用）
- t -•,. ～ - - - -

英 文 証 明 内
・- -

学生証（再発行）
， ------、- -• -• --- --••r-

}
f
 

A
9
 割 E

 

1

・直

通学証明因

JI 

500円

就職課

証明書センター

7日後

II 

II 
2日後
-~ 

！ 

就職課

証明書センター

JI 

II 
JI 

II 
即時 II 



将米のみちしるべ

（就職課）

将来のみちしるべ I 
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将米のみちしるべ

諸村の人生に重要な息義をもつ「進路の選択Jについて，現実的およひ将来的な助丘と指導を

行なうところが「就職部就職課Jてす。

1年生・ 2年生には遠い先のことのように思えるかもしれませんが，就職は決して卒業学年に

なってから考えれはよいというものてはありません。人学時から，将来の進路について真剣に者

える学生は，平素の授業でも好奇心をもって間くことかできるのてはないかと思います。以ド述

べるような＇＃柄を卜分に注；意をして，就職部て行なう品行事には，積極的に参加するよう心かけ

てくださしヽ 。

就職部の大きな特徴は，就職委員会を中心に，そこて継続的かつ一貫した方針を立案し，就職

希望者全員に対する面接や就職適性試験の実施なとによりきめ細かい就職指導をおこないます。

なお，学生閲覧用として「就職図苫コーナー」およひ「企業個別ファイル」等を設附するなと，

十分な情報を提供しています。

また，大学時代に何かひとつてもよいから，資格を取得したり特技を身につけることは大切な

ことです。それは，実用英語検定，情報処理技術者検正などの責格てあってもよし，スポーツて

もよいし，もちろん自分の専攻した学問てもよいのてす。学生諮村は，よりよき社会人になるた

めに 4年間を悔いのないように努力してほしいと思います。進路について相談したいことがあり

ましたら，「就職部就職諜」に遠慮なくおいてくたさい。

主な行事予定

1. 就職ガイダンス （各学年 4) J) 

2. 職業適性検牡 (3年次 9月）

3. 就職セミナー (3年次 10月～ 2月）

4. 進路登録カード提出 (3年次 10月）

5. 業界研究会 (3年次 10月～ 2月）

6. 就職試験・公務員試験対策講座 (3年次 10月～ 3月）

7. 面接リハーサル (3年次 2月）

8. 就職活動体験発表会 (3年次 2月）

9. 企業研究会 (3年次 3月）

※ 詳細は掲示により連絡します。



図 書 館

I 図書館
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図書館

大学図書館とは

大学図内館は，その大学に所属する学生・教職員に対して，教育およひ学術研究の面て利用サ

ーヒスを行うことをその拮本的な使命としています。

本学図甚館は，教育，研究用の図書・雑誌なとの責料の収集，整理（目録の作成等）およひ貸

出，参考業務（求める資料および情報の人手方法の手助け）等を行い，またこれらの業務を行う

ための諸施設を備えています。

図書館の利用にあたって

蔵書数約85,000冊

利用資格学生，教職員，その他図内館長かn'fロ］した者

開館時間 9:30~18:QO（上曜日9: 30~ 17 : 00) 

休館 日 日曜日・祝祭日・本学創立晶念日 (4月28日）・毎月の第 1月曜日

※夏期・冬期・春期休暇中の休館，その他臨時の休館等は，そのつど掲ホ板守に案

内を出します。

※図書館を利用する場合は，学生証を必すお持ちくたさい。

館外貸出と手続き

図書館資料を館外で利用する場合は，すべて受付カウンターて貸出・返却・延長手続きが必要

です。禁帯出図書・参考図書等の図書は，館外貸出しはできませんので図書館内で利用して下さ

し)

゜
1. 貸出冊数および貸出期間

学生，研究生およひ聴講生…••• 3冊 1週間以内（貸出・返却日を含めて 8日間）

大学院生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 6冊 2週間以内

2. 貸出手続き

図書館の図書を館外に借り出すには，貸出を希望する図書と学生証を受付カウンターヘ提

出して，必要な手続きをしてください。

誤って，手続きをしないで図書を持ちだそうとした場合は，理由の如何に関わらず，所定

の手続きが必要になりますから，充分注意してください。

また，貸出期間中であっても貸出図書を他人に貸与することはできません。
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3. 返却手続き

必ず返却期限内に図書をお返しください。（閉・休館時はブックポストヘ返却することが

できます。）

4. 貸出期間の延長

図書を引続き借りたいときは，返却期限内に受付カウンターヘ図書を持参して手続きをし

てください。貸出予約されている場合や試験期間中などの場合を除き， 1回だけ更新できま

す。また，貸出期間中であっても，館長が特に必要と認め，返還を求めたときは，直ちに返

還しなければなりません。

5. 返却期限超過

期限までに理由なく図書を返却しない時は，場合によっては貸出冊数を減らしたり，図書

館の利用ができなくなる場合もありますので注意してください。

6. 図書の破損・紛失

理由の如何にかかわらず，利用者が図書を破損・紛失した時は弁償していただきます。

7. 注意事項

1) 図書館の資料は大切に扱い，書き込み・破損等はしないでください。

2) 館内では静粛にし，飲食・喫煙はしないでください。

3) 許口Jなく，集会や，印刷物の配布，貼紙等はしないでください。

4) 所持品は各自で責任をもち，貴重品は常に携帯してください。

5) その他，他人に迷惑をかける行為等，図書館に関する秩序については図甚館員の指示に

従ってください。
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図書館内閲覧席および書架配置図

図書館3F
開
架
コ
ー
ナ
ー
ー
（
自
妖
，
和
学
・
工
学
・
産
業
・
芸
術
・
体
育
・
言
語
・
文
学
・
外
国
書
）

開架コーナー（紛記・哲学・宗敦・歴史・地理・社会科学）

図書館2F

視聴覚室図書館事務室
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図書の配置

日本十進分類法（和書，洋書）

網 目 表

000
⑮

010020030040050060070080090100110120130140150160170180190

加

210220
⑳

240250260270
⑳

290300310320330340350360370380390400410420430440450460470480490

総記
情報科学
図書館
図書、，書誌学
百科事典
一般論文，講演集
逐次干行物，年鑑
学会，団体，研究調査機関
ジャーナリズム，新聞
叢書，全集

論
想
学
学
学
道
教
教

教

卜

理

理

ス

学
各
思
哲

学

洋

洋

リ

哲
東
西
心
倫
神
仏
キ

哲

宗

歴史
日本史
アジア史，東洋史
ヨーロッバ史，西洋史
アフリカ史
北アメリカ史
南アメリカ史
オセアニア史
伝記

地理地誌，紀行

学俗民

治
律
済
政
計
会
育
事

学

慣

軍

習俗
防

科会
政
法
経
財
統
社
教
風
国

社

自然科学
数 学
物．理学
化学
天文学，宇宙科学
地球科学，地学，地質学
生物科学，一般生物学
植物学
動物学

医学，薬学

0
0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6
0
7
0
8
0
9
0
 

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
 

(2次区分表）

技術，工学，工業
建設工学，士木工学
建築学
機械工学，原子力工学
電気工学，電子工学
海洋工学，船舶工学，兵器
金属工学，鉱山工学
化学工業
製造工業

家政学，生活科学

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

6
0
6
1
6
2
6
3
6
4
6
5
6
6
6
7
6
8
6
9
7
0
7
1
7
2
7
3
7
4
7
5
7
6
7
7
7
8
7
9
8
0
8
1
8
2
8
3
8
4
8
5
8
6
8
7
8
8
8
9
9
0
9
1
9
2
9
3
9
4
9
5
9
6
9
7
9
8
9
9
 

産業
農業
園芸，造園
蚕糸業
畜産業獣医業
林 業
水産業
商業
運艤交通
通信事業

育

刻
道
画
刷
芸
踊
画
体

術

書

印

舞

映

，

楽
ツ
娯

画

真

学

刷

―

彫
絵
版
写
エ
音
演
ポ
芸

芸

ス

諸

言語
日本語
中国語，東洋の諸言語
英語
トイッ五ロ口
フランス語
スペイン語
イタリア語
ロ シ ア 芦日口
その他の緒現語

文学
日本文学
中国文学，東洋文学
英米文学
ドイツ文学
フランス文学
スペイン文学
イタリア文学
ロシア文学
その他の諸文学
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情報科学研究センター利用案内

情報科学冊究センターは， A棟 2階の円形の‘占算教室 (A204) の隣にあり，教員の研究利用，

授業・セミ生やー→般学牛の教育利用，およひ職員による1i務処理のための共同利用施設てす。

3つの屯算教室は，利用時間内ならいつても自由に利用てきる，オープン方式を採用していま

すのて，授業以外の亨き時間は自由に利用てきます。

たたし， B206教室は開放廿寺間か指定されていますのて注怠してくたさい。

1. 設備

ィンターネット It1ワークステーション 4台

教育用パソコン 屯算教室 1

屯算教室 2

屯n教室 3

多目的教室

(A204) 

(A205) 

(B206) 

(C 104) 

51台

10台

51台

18台

院生パソコン室 (G301) 10台

院生情報油習室 (G307) 6台

研究用パソコン 教員研究室 98台

事務用パソコン 14台

柏報コンセント 教員研究室，教室，セミナー室，学生ホール

2. 主なソフトウェア

MS-Office, 一太郎， Lotus 1-2-3, Visual Basic, COBOL85, Photoshop, Illustrator, 

Director, PCA会計， FORTRAN 90, 日本語実践

3．利用時間

9:00~ 17:00（上曜日9:00~15:00) 

4. 利用上の注意

(1) 屯算教室内は飲食厳禁てす。

(2) フロッピーディスクは，各白て用息してください。

(3) 無断でシステムの設定変更をしないてください。

(4) 連絡事項等は，センター前の掲ボ板て案内します。

(5) その他，他人に迷惑をかける行為ぱ慎しみ，屯算教室内に閃する秩序等については，セン

ター職員の指ぷに従ってくたさい。

5. 講習 会

情報科学研究センターては， 1人ても多くの学生にコンピュータの知識およひその利用技術
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を修得してもらうために，講習会を開催しています。

6. 学生サポート制度

「コンピュータ演習」や「プログラミング演習」の授業において，学生が先生の補助をして

います。詳しくはセンターヘお間い合わせください。

7. 情報科学研究センター配置図

A•B棟2F

．
 

PC 10台

B 206 

電算敦室 3

PC51台
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国際文化教育センター

学校法人城西大学国際文化教育センターは，広く国際的な視野のドて物1iを衿え，行動するこ

とのてきる人間の育成という，本学の理念を具体化するための研究と教育を目的として， 1985年

4月に創設されました。

このセンターは，今l]の間界と日本との柑l1忍識と罪解を深めるため，日本文化を中心に，ョ

ーロッパ・アメリカおよひアシア・アフリカ文化の個別性と関連性を把握する学際的な比較文化

研究を行うこと，それを通じて人権の平等の進展に寄与すること，また女性の社会的な平等の実

現0)ために必要な資料の収集・充実をはかることなどを目的としています。

これらの日的を達成するためにセンターては海外の大学との提携による教員・研究者・学生の

研修や，留学生の積極的な受人れなどを拡充していく機関として広範な活動を行っています。

初代センター所長には，学校法人城西大学の常務理'Hてあり，本学の学長てある人文学部の水

田宋f教授が就任しました。水田教授は1961年，束京都立大学大学院英米文学科修L課程在学中，

フルフライト奨学牛としてイエール大学大学院に留学， 1970年同大学で博i：号を取得，以後メリ

ーマウント大学，スクリプス大学~，南カリフォルニア大学などて比較文学の研究と教育にあたっ

てきました。その20年にわたる在米経験から， H本に関心0)ある諸外国の人々か日本文化と社会

を理解するのに役立っために英文誌 REVIEWOF JAPANESE CULTURE AND SOCIETY 

の発行を企画し，創刊号を 1986年に刊行しました。以ドかその内容（日本滸による日次）てす。

創刊号／特集・日本および日本人論

坂口安凸堕落論 (1946)

きだみのる 気違い部落周滸紀行 (1946)

加藤周一 日本文化の雑種性 (1955)

梅悼忠夫生態史観から見た日本 (1957)

作田啓一恥の文化再考 (1964)

司馬遼太郎 手堀り日本史 (1972)

米lll 俊虹 日本人の仲間怠識 (1976)

井上忠司 「世間体」の構造 (1977)

加藤秀俊習俗の社会学 (1977)

河合隼雄 「占事品」神話における中窄構造 0980)

鹿野政恒戦前・「家」の思想 (1983)

畠 弘已／
ユートピアとしての「中根千枝／H本タテ社会」論 (1985)

W ・スミス

谷川 健一常世論・日本人の魂のゆくえ (1983)

富岡多恵f 短編小説「時間割」



第二号／特集・日米経済摩擦

青木 保（大阪大学教授） 文化の否定性

三屯 野康（日本銀行副総裁） 国際化する経済と金融政策

大場 智満（国際金融情報センター理市長）通過問題の行方

糖澤 和夫（経団連常務理＇#) 日米経済摩擦の現在と将来
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黒澤 洋（日本興業銀行闊lj頭取）

長岡 賓（元大蔵省事務次官）

銀行家の日から見た国際金融の諸問題

財政再建間題と経済摩擦

増田みずf （作家） 一人暮らし

第三号／特集 •Women and the Family『女性と家族』

第三号ては日本の女性が現在変容されつつある日本の家族とどういう閃係をもっているかを凋

べて，比較のためにアメリカての女性と家族の状況を紹介する論文も掲載しています。本号に掲

載されたものば芹校法人城r'り大学国際文化教育センターとスタンフォート大学女性・シェンダー

研究所か主催した第一回環太平洋女性学会議〔テーマ＝女性と家族〕（1989年 3月28日から30日ま

で）で発表された論文から選はれました。

水田 宗f （城西大学国際文化教育センター所長）／女性と家族の現在一序にかえて一

上野千鶴f （東都精華人学助教授）／変貌する資本制と家父長制

日本の女性，最近の20年•一

シルヴィア・ J・ヤナギサコ（スタンフォード大学準教授）／ジェンダーと家族の変容

--11系寸仕とて世家朕をモデルに

落合恵美 f (InJぷ社大学講帥）／近代家族と日本の文化一日本的母f関係を解き llに一

高橋 道 f （束哀学芸大学助教授）／働く母視と家族 ー「供にとっての母視i象一

星野 澄 f （国学院大学溝師）／いま，なぜ「}~婦別姓」なのか

ーさまさまな生の選択に向けて

芦沢茂澄f (rfii齢化社会をよくする女性の会）／闘齢化する社会と視f・夫婦関係

生き方の模索と変化一

ミリアム •M・ションソン（オレゴン大学教授）／アメリカの家族，愛・結婚・セックス

ーどう変わったか？一

藤枝沼f-（京都精華大学教授）／日本における「性的暴力」と離婚

―女性にたいする暴力とはなにか一

マリリン・ヤロム（スタンフォード大学女性冊究所主任研究員）／近親姦ーーアメリカに

おける状況 一被専者とセラピーの記録一

シンポジウム「女性と家族：ポストファミリーの実験J／富岡多恵f （作家）， l：野千鶴

f，水！「l‘哀 f, ミリアム •M・ジョンソン，マイラ •H ・ストローバ（スタンフォード大

学助教授）
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第四号／特集 •women's Self-Representation and Culture 

第四号では，父権社会の文化の中て，女性逹か女性の自己表現について，葛藤し苦闘して，か

ち得た成果を確認すると共に，ポスト産業社会の背景の意味を再考し，女性の文化と表現の可能

性について論議した「第二回環太平洋女性学会議〔テーマ＝女性の自己表現と文化〕」（1991年 3

月28日から30日まて）の内容を特集しました。原文のまま目次を掲げます。

Lillian S. Robinson 

Sneja Gunew 

Kazuko Saeg瓜 a

Michelle Yeh 

Marilyn Yalom 

Marjorie Evasco 

E. Ann Kaplan 

Yvonne Rainer 

Yukari Fujimoto 

Anna Leah Sarabia 

Noriko Mizuta 

E Ann Kaplan 
Anna Ogino 

Anna Leah Sarabia 

Avita! Ronell 

Women on the Job: Work Life or 

Real Life? 

Au then tic Self-Representation and 

the Temptations of Irony in Recent 

Australian Migrant (non Anglo-

Celtic) Women's Writing 

The Narcissism of Female 

Representation and the Professio-

nal Writer 

New Images of Women in Modern 

Chinese Poetry: The Feminist Poe-

tic of Xia Yu 

Female Lifewriting: A Western 

Perspective 

Coming on Her Own into Her 

Country 

Women and Film in International 

Perspective: Where Are We? 

Where Do We Go? 

Narrative in the (Dis) Service of 

Identity 

A Life-Size Mirror: Women's Self-

Representation in Girl's Comics 

W omanwatch: Pioneering Feminist 

Broadcasting in the Philippines 

Symposium-Women's Culture: 

Postmodern Expressions 

Fukuko Kobayashi (Facilitator) 

Poetry 

Kazuko Shiraishi 

Shirley Geok-lin-Lin 

Mieko Watanabe 

Marjorie Evasco 

Rumiko Kora 

Fiction 

Minako Oba 

Little Planet 

Pantoun for Chinese Women 

Bliss 

Dream weavers 

Sprouts 

Birdsong 
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第五号／Natureand Selfhood in Japanese Literature 

1992年夏，カナダのプリティッシュ・コロンビア大学との共催によりカナダのバンクーバーで

開催された国際会議，「日本文学における自我と自然」における講演内容から収録したものてす。

占典から現代に至る日本文学の諸作品を深く説み解き，そこに流れる世界感を探りたし，自然

が日本文学において如何に大きな影響と感動を与えているかを考えるこの会議では多くの成果が

ありました。

Susumu Nakanishi 

Joshua S. Mostow 

Ted Goossen 

Toshiko Kishida 

Susan]. Napier 

Noriko Mizuta 

Fiction 

Shiro Nakayama 

Taeko Tomioka 

Language and Nature 

Self and Landscape in Kagero Nikki 

Connecting Rhythms: Nature and Selfhood in 

Shiga Naoya's Reconcilation and A Dark's 

Night's Passing 

Nature and Self in Modern Japanese Poetry: 

Hagiwara Sakutaro, Ito Shizuo, and Miyoshi 

Tatsuji 

Marginal Arcadias: Oe Kenzaburo's Pastoral 

and Antipastoral 

Symbiosis and Renewal: Transformations of 

the Forest World of Oba Minako 

The Shore of Low Tide 

Hatsumukashi 

第六号／Reexaminationof Modern Subjectivity in Japanese Fiction 
（近代日本文学における「私」の再衿）

1992年にニューヨークで開催された学会における発表をもとに，汀語とセルフ・イメージ，私

小説とモデル小説，狂気なとの検五寸や，女性作家の作品をこ片時の男性作家への批判的反応として

説み直す試みなど，明治以降の日本近代文学の特徴的概念である「私」について再考を加えた論

文集。

客員編集長＝関根英二（米国パーデュー大学／比較文学）

Wakui Takashi 

Charlas S. Inouye 

Ann Sherif 

Lewis Dibble 

Rebecca L. Copeland 

The Vernacular Movement （は文一致運動）

in Japan and the Formation of Selfhood 

In the Scopic Regime of Discovery : Ishikawa 

Takuboku's Romaji Nikki and the Gendered 

Premise of Self-Identity 

Salvation from a Barren Paternity: The 

Concept of Masculinity and Koda Rohan's 

Writings 

Mori Ogai: Subjectivity, Historical Change, 

and their Proper Language 

Shimizu Shikin's "The Broken Ring" : 

A Narative of Female Awakening 



50 

Sekine Eりi

Fiction 

Tsushima Yuko 

Modernity and Madness: Lu Xun, Soseki, and 

Irokawa Takehiro 

Water's Edge 

第七号／PhilosophicalPerspectives from Japan and the West 

1994年6月に城西大学にて開催された国際シンポジウム「多元化する世界とコミュニケーショ

ン」における発表をもとに編集。国際化の時代において考えjjか多几化されていくなかて，他者

との交流0)あり方を西洋と日本の哲学的観点から考察した論文集。

Mizuta Noriko 

Tani Toru 

Richard J Bernstein 
Takeda Sumio 

Mizutani Masahiko 

Takahashi Tetsuya 

Sato Yasukuni 

Fiction 

Mori Mari 

Foreword 

Introduction 

The Retrieval of the Democratic Ethos 

Orikuchi Shinobu and the Song of Life: 

The Ancient Japanese View of 

Communication 

The Possibility of Critique 

in a Multi-Cultural World 

Community and the Law of Return: 

Between Ethics and the Question of Being 

The Criticism of Science and its Assimilation 

in Modern Japanese Thought: 

Phenomenology and Science in the Work 

of Watsuji Tetsuro 

Thorn 

第八号／特集・アジア女性をめぐる文化と社会の変容

1996年 9月に城西国際大学にて開催された「第 2回日中女性学会議：アジア女性をめぐる文化

と社会の変容～日本と中国を中心に考える～」て発表された論文を10編と，ラウンド・テーフル・

ディスカッションの記録などを収録しています。

Mizuta Noriko 

Wachi Yasuko 

Yamazaki Tomoko 

Chair: 

Yagi Kimiko 

Panelists: 

Mizuta Noriko, 

Wac hi Yasuko 

Xue Keqiao, Zhang Yutan 

Foreword 

Introduction: We Come Together as Speak Out 

-Deconstructing Sexism in Culture and in 

Social Institutions 

Keynote Speech: On the History of Asian 

Women Exchanges 

Round-Table Discussion: Asian Women Change 

Their Culture and Society 



Women and Culture 

Lu Li 

Xu Kun 

Kamimura Masako 

Xue Keqiao 

Kora Rumiko 

Women and Society 

Tian He 

UshりimaChihiro 

Chen Hui 

Wang Xiaodan 

Uozumi Akzyo 

Fiction 

Ozaki Midori 
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Nukata no Okimi: A Bright Star in the History 

of Waka-The Poems and the Poet 

Chinese Women's Literature Since 1995 

Japanese Film and Women: The Works of 

Mizoguchi Kenji and Naruse Mikio 

Women Disguised as Men: Longing for the 

Past in Chinese Cinema 

The Polarized World at the End of Fascism: An 

Examination of Hirabayashi Taiko's Blind 

Chinese Soldiers 

Migration of Labor Force from Rural Areas 

and Women in China 

Women's Working in Postwar Japan: The 

M-Pattern and the Gender Differentiation of 

Occupations and Labor Markets 

Reform and Liberalization Policies and the 

Reemployment of Urban Female Labor 

Female Education: A Comparative Study of 

India and China 

Working Women and Child-Rearing in the 

Village 

The Cricket Girl 

第九号／ジェンダー，コロニアリズム，テクノロジーと“開発＂

1997年10月3日に城西国際大学にて開催された「国際公聞シンポジウム：ジェンダー・開発・

テクノロシー」における発表論文をもとに編集されました。ジェンダー，コロニアリズム，テク

ノロジーと“開発”について，国際的かつ学際的な視点から若察した論文集です。

Lisa Bloom Introduction 

Part I: International Symposium on'Gender, Technology, and "Development'" 

Josai International University, Japan, 3, October, 1997. 

Georgina Waylen Analysing Women in the Politics of the Third 

World 

Suresht R. Bald 

Wachi Yasuko 

Lisa Bloom 

Ibrahim M. Samater 

Women and Healthcare: A Critique of USAID 

Policies in India 

Swabalamban Bikas or Self-Reliant Develop-

ment: Nepalese Women Activists in Develop-

ment Today 

Gender, Popular Science and National Geogra-

phic in the Age of Multiculturalism 

Gender and Development: An Observer's Refle-

ctions on the JIU Symposium 

Part II: Japanese Feminism's Relationship to National, and Colonial Concerns 
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Holla Midori 

Ueno Chizuko 

Fiction 

Tomioka Taeko 

Beyond Our Invisibility-Diverse Feminisms 

and the Quest of Japanese Women for Self-

Defined Identity 

'Reproductive Rights/ Health'and Japanese 

Feminism 

Happy Birthday 

センターては，これまての学術研究・交流の，ともすれは欧米に偏ったあり方をあらため，ア

ジア・アフリカなども含んだグローバルな，より広く多様な異文化間の相ll：交流・相li．罪解の視

｝，り、と関係を作りだしたいと考えています。その活動の要点を列記すると F記のようになります。

(1) 本学教員の国内外の研修，客員教授・研究員・留学生の積極的な交流・受人れ。

(2) 在学生の教育に貞献する語学セミナーはじめ各種課外活動。

(3) 国際交流，日本文化の紹介，国際シンポシウムの開催など。

(4) 比較女性文化研究のための資料・情報の収集・交換，研究会•寄付講座・シンポジウム

などの開催。

(5) 機関紙，研究刊行物，翻訳およひ英文刊行物の発行。

これらの内，皆さんに特に関連がある活動について況明します。

I.海外留学をはじめとする国際交流の推進

アメリカのカリフォルニア大学リハーサイド校 (UCR) とウェスタン・ミシガン大学 (WM

U)，カナダのカモーソン・カレッシ (CC)台湾の淡江大学との姉妹校提携およひ中国の占林省

延辺医学院との友好提携が結ばれ，学術交流，‘-学生・教職員の交流が盛んに行われています。

また， 1989年 4月からは国際化時代に生きる感性と能力を持った若い人材を育成するための

本学校法人独自の海外留学制度 JEAP(Josai Education Abroad Program:城西国際大学梅外

教育プログラム）も発足しています (48貞～55貞を必訛）。

II.社会人・学生を対象としたエクステンション・プログラムの実施

「いつからでも，いつでも，だれでも学べる」開かれたもう一つの大学＝コミュニティカレ

ッジ（エクステンション・プログラム）。本学では，学生，社会人，女性，外国人留学生のため

に豊富なコースとプログラムを設けていきます。

まず開講を予定している講座の内，学生の資格取得や技能習得に関する内容のエクステンシ

ョン・プログラムの概略を紹介します。

◎ INTENSIVE ENGLISH講座

日常会話に必要な応用力をつける「英会話人門，中級」コース， TOEFL準備講座，英検準

1級， 2級準備講座を実施。 1級の合格をめざす「英検特訓コース」などを予定しています。

◎ TOUCH COMPUTER l講座

パソコン検定目標の「人門パソコン講座」，「人門ワープロ講座」，「ワープロ検定受験準備」
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を実施。更に腕をあげたい方への各講座を予定しています。

◎ 簿記会計特別講座

日商簿記 2 級• 3級試験対策溝座の実施。その他，公認会壮七，の合格をめざす各コース

を予定しています。

◎ 宅地建物取引主任資格取得講座

国家資格の宅地建物取り1主任者を取得目的とした，受験対策講座を予定しています。

◎ 社会福祉士受験対策講座

社会福祉士国家試験合格のための事前準備講座てす。各学年・術の珪礎編，関連知識編を実

施の予定です。

◎ 小売商検定試験（販売士）対策講座

小売業経営に密着し，百貨店や専門店などの販売業てのプロとしての証明となる責格取得

を目的とした講座てす。

◎ 俳句講座

日本の伝統芙にふれ，剖作していく講座です。四季の自然や目に見える風景市物，あるい

は内面の感情を十七文字に託して表現する俳句の鑑費と創造の楽しみを味わいます。

◎ 中国講座

ダイエットや芙容・家庭医学に役立つ「中国気功」を実施しています。

また，学校法人城I}り大学国際文化教育センターのエクステンション・プログラムは，学生

のみならず，職場や地域で自立し新しい能））や技能を身につけようとする社会人や女性など

のためにも用怠されています。地域の人々と本学学生か共に学べる， r廿民講座的なプログラ

ムとしては，前貞の「宅地建物取引主任資格取得溝14亙」や英会話の溝座，パソコン・ワープ

ロの人門溝座のほか「インターネットヘの招待」など教蓑を傾める次のようなプログラムを

実施， f定しています。



JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

J EAP（城西国際大学海外教育プロクラム） I
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JEAP（城西国際大学海外教育プログラム）

I.留学

JEAP二 Josai (International) Education Abroad Program（城西国際大学海外教育プログ

ラム）は，国際化時代を生きる感性と能力を身につけるために設けられた本学独自の海外留学

制度てす。

その基本方針は，休学せすに在学のままて，姉妹校てあるカリフォルニア大学 (UCR)や特別

な提携校であるウエスタン・ミシガン大学 (WMU)およひカモーソン大学 (CC)に留学（期間は，

6か月， 9か月， 1年）し，本学を 4年間て卒業てきることてす。とくに UCRては，両大学間

の協定にもとついて本学の学生のために特別のカリキュラムを組んでおり，さらに， JCR(Josai 

Center in Riverside)に常駐する ResidentDirectorか＾人ひとりの留学生の学習・研究と牛活

の両面についてアドヴァイスを行い，皆さんの留学生活が円滑に送られるような体制を整えてい

ます。

また UCRと同様に本学と提携閃係を結んているウエスタン・ミシガン大学 (WMU)，カナダ

のカモーソン・カレッジ (CC)との JEAP協定も， UCRと同じように整備されつつあります。

1． 留学に必要な条件

(1) 本学に 1年以上在学していること。つまり，留学は 2年次以降に行う。

(2) 単年次配：li科目の単位を取得していること。例えは， 2年次て留学する場合には， 1年

次配‘Ji科目の単位を取得していること。

(3) 留‘芥生活がHI能な英語能力を修得していること。

留学生活を実り多いものにするには TOEFL400、点以上の英語能力をもっていることが

望ましいので，必要に応じて国際文化教育センターのエクステンション講座を受講するな

どして能カアップに務めること。

【注】 TOEFL(Test of English as a Foreign Language)は，英点圏の大学へ留芹するのに

必要な英語力をはかる世界共通の英点能）J試験。

2. 留学中の授業等

(1) JCRのカリキュラム

・JCRの本学教員による講義・セミ等。

• UCR O) Intensive English (UCR・エクステンション学部による「外国人のための語

学」プログラム）。

・UCR学部の授業の履修 (1, 2科目程度。英語力の条件あり）。

• UCRの教授スタッフによる特別カリキュラム。
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•本学学生のための特別語学クラスでの TOEFL 500点を目標とした授業。

TOEFL 500点に到達すると， UCRのカリキュラムを自由に受講できます。

(2) JCRの課外プログラム

・UCRの図書館，テニスコートやプール，ゴルフコースなどの利用。

・UCRの多彩なエクステンション・プログラムの自由な選択・受講。

・企業・研究所・劇場・美術館・史跡などの見学。

・個人または小グループでの週末の小旅行やスポーツ観戦など。

・英語をマスターするためのテューター・システムの利用。

授業以外の時間帯に，一対一の英語の個人教授を，申請すれば受けられます。

3. 単位の取得と認定

]CRのカリキュラムおよび UCRなど留学先の大学のカリキュラムで履修した科目と単位

が，最高30単位まで認定されます。

4. ホームステイ

UCRならびに CCは，配慮の行き届いたホームステイ・システムを確立しています。そ

の斡旋によって留学生一人ひとりが適切な家庭に滞在し，家族の一員としてアメリカ，ある

いはカナダの人々の日常生活を体験するこができます。費用には，宿泊，食費が含まれて，

極めで安価です。

5. 寮

WMUでは，大学寮での生活となります。

とくに UCRでは，最初の学期を終えたあと，大学の寮に入ることも可能です。

II.サマー・セミナー

留学までは考えていないけれども，英語研修と同時にアメリカやカナダの文化に触れたりアメ

リカの大地に立ってみたい人のために，以期休暇中に WMU・CC ・UCRにおいてサマー・セミ

ナーを開きます。また，スペインのバルセロナ自治大学でのスペイン語研修，北東の首都師範大

学での中国語研修のコースがあります。セミナーの期間は， 2週間から 1か月間とコースによっ

て異なります。

各コースとも，プログラムの内容に特徴かあるので，自分の日的にかなうコースを選ぶことが

重要です。詳しくは，オリエンテーションに出席して間いてください。

とのコースに参加する場合も，研修効果を翡めるために， JEAP関連科tlから 1科目 (2単

位）を，サマー・セミナーに先立って履修しておくことか望ましい。
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III.卒業後プログラム

4年て‘,JI Uを卒業したあと， JEAPでの留学を希望する学生のためのプログラムも用怠

されている。卒業後の人生設叶に留学を組み人れたい学生は，国際センターに相談すること。

〔留学に向けての履修について〕

JEAPての留学効果をより裔めるために，留学を希惰する学生は特に次のことに注怠して／復

修登録をすることが惰ましい。

1. 1年次必修の英語 IA,英語 IBは必す 1年次中に履修し，合格しておくこと。

（これは留学を",fiiJされるための絶体条件てすのて， くれくれも間違いのないように）

2. 英会話 Iを腹修しておくことが望ましい。

3. Reading & Writingおよひ Speaking& Listeningなとは，学科設定の必修科日なとの履

修に障古かないことを確かめてから腹修すること。

註（1) 上の英会話i,Reading & Writing, Speaking & Listeningなとの科日は留‘芹のための絶対条件

てはありません。時間表て必修科llと屯なる場合は必修科目を最優先してくたさい。たたし，留

学効果をあけるためには腹修しておくことか望ましい。あくまても時間表と照らし合わせて少な

くとも 1科日は腹修しておくとよい。

(2) スペインおよひ中国（北以）へのサマー・セミナーに関しては，特に参加条件はない。スペイ

ン晶，中国議を腹修している必要はない。
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JEAP参加への手順

ガイダンス

申し込み

ー

ー

=[ 授業開始

TOEFL（第 1回）
Iミシガン・テスト

I : 1 

TOEFL（第2回）
ミシガン・テスト

400点を目標に

学部申請・選考

――▼ 

| TOEFLおよぴミシガン・テストによる到達度

チェック。

~I 
画

――
 

TOEFL 500点

――
 

← 

/ 

4月に、留学ガイダンスを行います。

留学希望者（未定者も可）は、まず事務室の

国際文化教育センターに申し込みます。

TOEFL300点をクリアーした段階で各所属学

部へ留学の申請をし、許可を得ます。

学部や年次にしたかって、留学中に何を学ぷ

かという学習計画や、単位の取得や認定など

についての助言と指導を得てください。

前出「JCRのカリキュラム」の項を参照。同

行の本学教授スタッフによる講義・ゼミ・プ

ロゼミや、 UCの数授スタッフによるアメリカ

社会・文化についての講義を受講しなから、

UCRのIntensiveEnglishなど、 TOEFL500点

のレペルを目ざすレッスンを受けます。

500点を突破したら、 UCRの講義を自由に選択

して受講OK。

目ざせ、 TOEFL500点！

明るい南カリフォルニアの陽光があふれる

アメリカン・キャンパスの日々を

よく学ぴ、よく遊べ！

（他大学への留学も、 これに従う）
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1999年度 (3月期出 UCR発） JEAP留学の流れを下記のスケジュールにそって出

発までの手続き関係を進めましたので参考にして下さい。

1998年 10/14（水） 留学願書提出期限

（添付書類：語学能力証明書・健康診断苫・留学についての作文）

12/1 （火） 第 1回オリエンテーション

※JEAP実施委員会代表者出席

※UCR入学願書＆ HOMESTAY申込書記入方法説明

※パスポート申請要領＆留学ヴィザ取得必要書類説明

1999年 1 /13（水） 第 2回オリエンテーション

※UCR人学願［り＆ HOMESTAY1れ込書提出

（‘が真）

2/13（土） 父母および学生への説明会

※留学生活の意義等全般説明

※パスポート提出期限

※U.S.ヴィザ申請書類提出

※アメリカ生活事情・治安状態説明

※外貨購人・旅行用品説明

※質疑応答

3/ 6 （土） 出発前最終オリエンテーション

※出発日の集合時間・場所の確認

※日米出入国管理甚類内容の確認及び署名

3/22（月） 出発

（以後の主な手続き）

UCRレジストレーション

授業開始



JIU寄付講座

I Jl u寄付講座 I 



62 

J I U窃付講座

城西国際大学 (JIU)ては，清水建設株式会社，富士火災海上保険株式会社，東京生命保険相互

会社の協賛を得て開設しました「JIU奇付溝／坐」第 I期の成果を継承して，り1き続き平成 8年度

から「第II期・ JIU寄付講附」を開講しております。

第 I期は，本学が開学しました1992年（平成 4年）から1995年（平成 7年）まて， 4年間にわ

たって行われ，「都rliと文明」「都rli機能と都rfi壮画」「都rti0)環境間阻J「都市と建築文化」「似j

齢化社会と都市」そして，「現代社会の危険と保険」「損‘甚賠償請求と補債・保険J「テクノロシ

ーと保険J「自然災＇，『と保険」を tテーマとして，それぞれに具体的に間題を取り上け，深めて

きました。この講座は城西国際大学独日の教育プロクラムて，本学学生はもちろん，多くの 1li民

の方々にも参加していただきました。

「寄付講座」とは企業または個人か大学に基金を奇付して1}t]設される晶I州のことてす。寄付者

の名前を冠することてあるのて，「冦講座」とも呼はれます。日本てはあまり普及していません

が，アメリカの t要な大学では，このような企業と大学との協力閃係が定着していて，多くの成

果を学げています。たとえはハーハード大学の束アシアば晶・文明学科ては「タカシマ・プロフ

ェッサーシップ」という日本学の冠溝座か開設されています。これは， ll本のある鉄鋼メーカー

のオーナーの寮付によるものです。

第II期は，清水建設株式会社， ‘tift火災泊jt保険株式会社の協賛により，これまて 4年間の貴

重な経験を生かして， さらに今日的なテーマを追求しつつ，より充実した内容の溝座を開講して

おります。

泊水建設株式会社寄付溝座0)第 II 期•第ー→年度のテーマは［現代都Ili と文化の伝統」として戊

定し，研究者のほか建築閃係の技術者や専門家を講師として招いての講演会や国際シンポシウム

を開催いたしました。

富l：火災海lこ保険株式会社寄付講座の第II期・第一年度は，経済と技術の高度化と社会の闘密

度化に伴う，生活のリスクをいかに予防し， 1［1]避し対処するかをtテーマとして，研究者，保険

関係の専門家を講師として招いての溝演会，国際シンポシウムを開催しました。

さらに，平成 9年度からは，株式会社大林組の協竹も新たに加わり，テーマは「女性と文化」

とし，アジア諸民族の女性たちが創り出してきた数々の伝統手織り・エ芸品等の展示会も開催さ

れました。

なお，平成10年度開講内容はつきのとおりです。
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1998年度寄付講座

1. 清水建設株式会社

1998年度テーマ：「環境と開発」

f--- i口＿ ＿＿題――-

，※本年度，下記の 4、点をテーマとする学生プロジェ

クト研究を実施

◆日本の環境と開発

A. 「日本の産業構造Jー産業と環境ー

B. 9日本の地方都市のもつ諸問題」

ー開発と環境破壊一

◆文化環境と文化開発

A. 「人類の生存と人類の知恵」

B. 1人類にとって地球とは何か」

溝 師

◆日本と世界

A. 「日本と枇界との諸関連」

B. 「開発か環境に及ほす影響のテータ分析J

◆21 jtt紀の世界

A. 「21I仕紀の世界環境J

B. 「21llt紀における日本の役割」

—牛、1i に環境と開発に関して一
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2. 富上火災海lこ保険株式会社

1998年度テーマ：「国際社会の中での起業と個人」
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「起業マネジメンと会五十」

12) ]17日 （木）

「女性起業家の条件」

「起業マネジメントとマーケティング」 ‘‘七
/「l

小

師
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（本学経営情報学部教授）

福

情
そ

1"

水

（本学経営情報学部教授）

JII 

田 順

滋

冽

f
 （本学経営梢報学部助教授）
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3. 株式会社大林組

1998年度テーマ：「女性と文化」

演 題 講 師

3月10日（火）

「中国女性の衣装」 （講演）

ー展示と講演一 鈷 江 覆

（中国：水墨画家）

4月22H （水）

アジア女性の手仕事 （講演）

ー展示と講演一 祭 衛

（ギャラリー繭）



JIU国際総合講座

I JIU国際総合講座 I 
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JIU国際総合講座趣意書

城西国際大学長水田ポ子

城西国際大学 (JIU)の建＇ドの精神は「学ぶことを通じての人間形成」にあり，教育理念は「国

際社会・情報化社会に生きる」行為0)人材の育成にある。

城西国際大学はこの精神と理念を掲けて， 1992年 4月，千葉県東金市に経営情報学部経営情報

学科，人文学部国際文化学科をもって発足した。以後 4年間を経て1996年3月には第 1[n]卒業牛

を社会に送り出し，同年 4月には一層の発展を日指して人文浮部に福祉文化学科，国際交流学科

の2学科を新設した。また同時に人文科学研究科国際文化専攻，同女性学専攻も新設した。とり

わけ女性学専攻は日本で最初の専攻として注llされている。

JIU国際総合講座は，新学科およひ大学院の開設を契機として，本学の特色を表現するテーマ

に基づいて1996年度から開設された。国際性・学際性豊かな，比較文化の観点を活かした講座で，

学部学生，特に新人生に新しい環境て新しく学問の息吹に触れさせ，知的好奇心の開発と勉学点

欲の喚起のためにJt画された講座である。講座 Iは福祉・情報・ジェンダー・国際交流を，溝座

IIは日本文化をテーマとし，学外からそのテーマに造詣の深い特別講師を招いて講義を受ける。

学生は講義の前後に Readingand Discussionの時間を設け，国際文化教育センター研究員等

の指導によって，；寸，，倫等を行い，理解を深める。

本学は開学以来，本学か立地する東金市をはじめ，広く地域社会への貞献を目指してエクステ

ンション講座，公開講座を実施してきた。この JIU国際総合溝座も地域社会に向けて公開され，

生粍教育の一環として一般市民の来聴， ll‘I論等への参加を歓迎している。

なお，講座 Iは前期，講座IIは後期，金曜HOJ 13: 35~ 16: 45にそれそれ開かれる。
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JIU国際総合講座 I• II 

講座 I （前期：金曜日 III 限• W限）

講座II （後期：金曜日 III 限• N限）

JIU国際総合講座は，平成 8年度から人文学部国際文化学科，経営情報学部経営情報学科の両

学部に開講された。

本講座は，現代文化の構造を，歴史的なパースペクティブと比較の視点から分析することを通

して，今日の国際社会と文化の諸問題を，多角的かつ複合的にとらえ，理解する力を培うことを

目的とする。

講座は IおよびIIで構成され， Iは，福祉，情報，ジェンダー，国際交流の各領域における諸

テーマを， IIは， 日本文化の領域における諸テーマを，以下により学ぶこととする。

a) 学内の講師および学外から招聘した特別講師による講義

b) 資料・史料の読解

C) ディスッカッション

「成績評価」は，前期末および後期末のレポート提出，講義出席およびディスカッション参加

等を総合評価して行う。

【講座担当者】

学 長 水田宗子

副学長・人文学部長 吉田熙生

経営情報学部長 宇野政雄

教務部長 貞末党司

学生部長 星野晃一

経営情報学部経営情報学科長 島崎規子

人文学部 国際文化学科長 土田 宏

I! 福祉文化学科長 矢木公子

！］ 国際交流学科長 ジャレド ルバースキ

【ディスカッション・リーダー】

国際文化教育センター研究員
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情報科学研究センター研究員

II 

II 

石川由芙

牛島 万

加藤朋江

林 祁

渡邊 拓

七井誠一郎

渡邊修朗
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平成10年度 JIU国際総合講座前期日程

12 I 6月2
I （金） I 演題：社会福祉の転換ー2lilt紀の社会福祉の再

（応日本社会事業大学学長）
＾ ＾ ＾ ←・-----.. - -~ ー・^ ＾ ~9 9,.,•- -•• - ．．．． .-•-- ---..-•• --- -- し9 -̂  - _ ．．^● 

13 



JIU国際総合講座 71 

平成10年度 JIU国際総合講座後期日程
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経営情報学部

経営情報学科

履修の手引と手続き

経営情報学部経営情報学科

履修の手引と手続き
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I 授業科目（こつしヽて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・74

II 授業科目の弔位と認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・74

III 卒業に必要な単位につしヽて·・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． •74

N 各学年における標準的な修得単位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・75

v 授業科l]の学年配昔と履修すべき単位数・・・・・・・・・・・・・・・・・・79

1. 学科共通科[l 群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •··79

2. 専門基礎科ll群・ 専I1[］科 H 群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •82 

3. 牛寺畠と和tl l l詳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •91 

4. i r l l廿f斗l1 甘羊・・・・・•.．.．．.．．．．．...．..．.．．．....．...．...．．．.．．..．．..． •92

VI 授業科liの単位と認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・93

VII ［じ規の履修からはずれる場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・94

VIII 試験（こつし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..94 

IX 成 紐 発 表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •96



74 

履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部経営情報学科における授業科目は，学科共通科目群 I• II, 専門基礎科目群，専

門科日群 I~VII, 専門関連科目群およひ自由科ll群から構成されている。

なお，自由科目として教職に関する専門科目が準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位があり，履修授業科目に対して，試験もしくは，その他の方法により学習評価

をしたうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， Fの評価は単位を認定しないものとする。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表に示すとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

く戦略マネジメント系＞

--------

I 学年！
| | 

単位数の目安

1年次 ！学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語） ー／

修得単位数

英語IA・ B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位（必修）

日本語 IA • B·· ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．.．..．． 2 科目 4 単位

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （総合科目群）……………… 2科目 8単位

専門基礎科目群

情報メディア論

情報メディア演習 I

情報メディア演習II r. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • 5科目14単位 （必修）

経営学総論

簿記原理

選 択 科 目・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3 科目 6 単位

34単位 専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位

ピー ロ ----
I 2年次 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

修得単位数

英 語IIA・B・・・・・・・・・..............................2科目 4単位 （必修）

日本語IIA・B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

専門基礎科目群・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．．.．． 1 科目 2 単位

専門科目群 I （経営学）

経営管理総論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位（必修）

選択科目·・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．.．．．．．．.．．．．．．... 1科目 4単位

専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）， V （経営情報システム）

プログラミング演習 Il 
情 報 処 理 論

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位（必修）

選 択 科 目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群VI （企業経営）・..........................2科目 8単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科H群もしくは経営情

I専門関連科H群 ・・・ ・・・・ ・・・ 1科目 2羊位

36単位 報学部他学科およひ人文学部より 1科H4単位
-----------~-- ----------- -------~--- ---- ----- -- - ------------- -- -- -------------- ----
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I• -――--．^ー ・ヘ＾一•---..．--—• ，̂. •--•-，．-●ー•--• -．--―-...一 9- -- 9-—---.., ~—- --•，一 W-一―----. 
！ 学 年 i 単位数の目安
--^  • - ---^’̂ -•三__•---•- •------------—•^”--------- • ̂ ^  •-—----••—• ● ^--·--------—----―- ^^^ ‘̂̂ —• • 99―----［ 3年次 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

1 選 択 科 目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......・・・・・・・・・・・・ 1科H2単位

専門科目群 I （経 営 学） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科H8単位

専門科目群II （経営戦略）

経営戦略論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位（必修）

: 選択科目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群III （経営科学）

専門科目群N （情報科学） ]……••…• 2科H8単位

専門科目群V （経営情報システム） j 

専門科目群VII （実習・演習）

ゼミナール I
企業研究 f ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• • • 2科目 6単位 （必修）

1 専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科日 2単位

修得単位数

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営梢

報学部他学科および人文学部より 1科t]4単位
- --・  

（経 営 学）・・・・・・•.．．．．．．．.．．．．．．．． 1 科目 4 単位

専門科目群II （経営戦略）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科目群VI （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

l 専門科目群V11 （実習・演習）

修得単位数 ゼミナールII..........................................1科目 4単位（必修）

（ゼミナールIIを履修するには，ゼミナール Iの単位取得が条件となるので 1

16単位 注意すること。）
—-~-------—!—---------- ---------------~~-~-- ----

卒業'

修得単位数 [ 

124単位
- | し-- - - - ---」
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く情報マネジメント系＞
, _ _ ＿ _ _＿＇-”’一

学年 単位数

[―--: -l 

! 1年次 ！学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

英語IA・B.......................................z科目 4単位（必修）

日本語 IA • B ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.． 2 科目 4単位

（外国人留学生・帰国生必修）

の 目 安 7
1
1

ー

11,1'ー

1:,11
ー

ー

1,

＇
|

学科共通科目群II （総合科目） •…•…· • •………• 2科目 8単位

専門基礎科目群

情報メディア論

I 情報メディア演習 I

［ 情報メディア演習II

経営学総論

| , i 簿記 原理

修得単位数 i選択科目..・・・・・・・ ・ • • • • ・ • • • • ・ ・ ・ • • ・ ・ • • • • • ・ ・ • • ・ • • ・ ・ ・ • • ・ ・ • ・ • • ・ ・ 3科目 6単位

34単位 専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・ • • ・ ・ ・ ・ •・・・・• ・ • • ・ • • ・ • • ・ • ・ • • • 1科目 2単位

2年次戸科共通＂一目群 I-（英語・その他の外国語・日本語）

英 語IIA・B・・・ • ・ • • • ・ ・ • • • ・ ・ • • • • ・ ・ • ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ • ・ • • • • • ・ • 2科目 4単位（必修）

1 日本語IIA. B ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ • ·.....• ・ • • • • • • ・ • • • • ・ • • • • • * • •.． 2 科目 4 単位

（外国人留学生・帰国生必修）

.............................. 5科目14単位（必修）

専門基礎科目群......・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．． 1 科目 2 単位

専門科目群 I

経営管

選 択

（経営学）， II （経営戦略）

理 総 論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 （必修）

科 目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群III （経営科学）， W （情報科学）

プログラミング演習 Il 
情報処理論

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 4単位（必修）

選 択 科 目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専 門 科 目 群 v

専 門 科 目 群 VI

1 専門関連科目群・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位

修得単位数 l

i※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

36単位 ［ 報学部他学科および人文学部より 1科目 4単位
------~--------- _ _L ________________一

（経営情報システム）..………• 1科目 4単位

（企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位
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学年
-～ 

3年次

修得単位数

38単位

単位数の目安

学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語） ］ 

-------------- -- ---—• ̂ ＾ ^ --．-- • •—• ●̂ •-- -------- --

選択科目•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．．． 1 科 H 2単位

専門科目群 I （経営学）

専門科目群II （経営戦略） ！ ........................ 2科目 8単位

専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）

デ ー タ 通 信 論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位 （必修）

選 択 科 日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群V （経営情報システム） ••…………• 1科目 4単位

専門科目群VI （企業経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・ 1科目 4単位

専門科目群VII （実習・演習）

ゼミナール I} 

企業研究
........................... 2科目 6単位（必修）

専門関連科目群..........................................1科H2単位

※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科H群もしくは経営情 I

報学部他学科およひ人文学部より 1科H4単位 1 

--------------- ---ヽ^ ttt —•- -̂ - -------- - --------- ---- - -- - - - --- -

4年次 専門科日群 I （経営学）
-］ 

専門科目群II （経営戦略） f 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 8単位

専門科目群VI （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科目群VII （実習・演習）

修得単位数 I ゼミナール II..............................1科目 4単位（必修）

（ゼミナールIIを履修するには，ゼミナール Iの単位取得が条件となるので

16単位 l 注意すること。）

卒業1
修得単位数

124単位



条'f.'i芯'|{i点反'9げ許15 囮修の「引と手続き 79 

＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は，同 I（英語・その他の外国語・日本語），

かれているが， それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位数について」に示した所定の単

位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

位
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備

群＇
-----------------

II 
フランス語 IB 

英外，スペイン語 IA 
語国，――-- -------—--- ----

;］•音スペイン語 I B 

のIle 

--------

他本中国語 I A 
の玉[―---- -------ー---―---―--

"" ツ中国語 I B 
'--

〔備考〕

(1) 学科共通科目群 Iでは，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を

学ぶ。うち，英語 IA·IB·IIA•IIB （日本語は日本語 IA·IB·IIA·IIB)

は必修科目である。

(2) 英，i/iIA・ IBU)とちらか 2iii位を修得しなけれは，英，lf{IIA・IIBを／復修すること

はてきない（日本晶についても 1[i]様である）。



(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

群，
III JIU国際総合講座II

（日本文化）

総 I人間研究 I

〔備考〕

l ： 

-) 
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年次および単位数 I最低修得

I 
年 II i 3年 Ii I 4年

備 考

単位数

「学科共通科目群II

（総合科目群）」の中

より， 8単位以上選

択必修。

4 

4 

4 8 単位

4 

4 

4 

4 

I 

学科共通科目群IIには，グローバルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り口から学ぶ

ために，地球文化論． JI U国際総合講座を置いている。また，人間研究は，学際的な視

点から現代における「人間」の諸問題を学ぶ科目である。
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

専門科目群は，「経営学」「経営戦略」「経営科学」「情報科学」「経営情報システム」「企業経営」

「実習・演習」「専門関連科目群」の 8つの分野から構成されており，それらの 8分野を学ぶ基

礎として「専門基礎科目群」を設けている。学生は，各自の将来の進路に合わせ「戦略マネジメ

ント系」もしくは「情報マネジメント系」のいずれかを選択し，各自の専門領域を深めるように

それぞれ 8つの系統の中から重点的に科目を選択していくことが望ましい。

〔戦略マネジメント系を履修する学生〕

国際社会のなかで広い視野に立って企業の長期的な経営戦略の立案や実施に参画できるような，

創造性や企画性に富むリーダーシップを持った幹部要員になるのに必要な科目を中心に配置して

いる。

〔情報マネジメント系を履修する学生〕

経営分野での情報処理と情報通信（システムネットワーク）のコンピュータ業務に従事できる

実務能力を身につけるための情報関連の諸科目を配置している。

(1) 専門基礎科目群の内容と教育目標

専門科目を学ぶうえで基礎となる科目群である。専門科目を学ぶにあたっての基礎知識と

能力を幅広く身につけてもらいたい。

(2) 専門科目群 I （経営学）の内容と教育目標

専門科目群 Iは，経営学を中心として企業行動を科学的・合理的に考えるための科目群で

ある。経営学とは何かといった基本的な内容から，組織や管理，歴史的な視点など多様な角

度から経営能力を深める。

(3) 専門科目群II （経営戦略）の内容と教育目標

専門科目群IIは，経営戦略を学ぶ科目群である。経営戦略の概要を理解したうえで広報，

ビジネス・ゲーム，商品開発，金融事情に加えて，国際的な資源・開発・証券市場を学び国

際的な経営戦略の能力を増強することを目標とする。

(4) 専門科目群III （経営科学）， N （情報科学）， V （経営情報システム）の内容と教育目標

専門科目群III, N, Vは経営科学，情報科学，経営情報システムといっだ情報系の科目群

である。経営科学では，経営科学の概要を理解したうえでビジネスデータ分析を学び，情報

科学では，情報科学と情報処理の理論を修得するとともに「プログラミング演習」「マルチ

メディア論」「データ通信論」などを通して実践的技術を深める。また，経営情報システム

では，「経営情報論」と「システム原論」を中核としで情報セキュリティ，情報資源管理，

プロジェクト管理，システム監査，経済情報などの能力を高める。

(5) 専門科目群VI （企業経営）の内容と教育目標

専門科目群VIは，会計，マーケティング・流通，法律・経済といった企業活動に直結する

科目群である。会計では，「会計学原理」を土台として財務諸表，原価計算，税務会計，管

理会計，国際会計，コンピュータ会計を学び，さらに経営分析・監音と企業経営に必要な科

目を全て設けている。マーケティング・流通では，「マーケティング論」と「流通産業論」
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に留まらず，サービス産業，交通経済，ロジスティクス，国際マーケティング，国際ロジス

ティクスと国際的な企業経営に挑戦するための科目が配閥されている。

法律・経済では，商法，労働法，国際経済関係の科目を多く含んでいる。

(6) 専門科目群VII（実習・演習）の内容と教育目標

専門科目群VIIは，「ゼミナール I• II」「企業研究」「外国書講読 I• II」で構成されてい

る。「ゼミナールI・ II」は， 3 年次• 4年次に各 4単位，計 8単位が必修となっている。

「ゼミナール I」の履修申請は毎年 2年次に仮登録の形で実施される。「ゼミナールII」を

履修するには，「セミナール I」の単位を修得していなけれはならない。「企業研究」は， 3 

年次， 2屯位の必修て企業に対する IEしい認識と洞察を深めることを目的とし，企業の組織

と業務，各種の産業分野，地域企業の現状や未来戦略なとを学ふ。「外国内講読 I」は， 3 

年次 4単位，「lnjII」は 4年次 4弔位の選択科日になっている。

(7) 専門関連科目群（起業マネジメント・ジェンダー）の内容と教育目標

専門関連科目群は，「起業マネジメント」と「ジェンダー」の分野から構成されている。

「起業マネジメント」では，環境問題，地域・文化，ベンチャービジネス，国際関係，国際

政治など起業マネジメントに必要な能力の開発を図り，「ジェンダー」では，ジェンダーの

視点から福祉，経営・情報，女性政策などを学ぶ。

(8) その他の選択科目

詣定された各科目群より修得しな科旦以外ービし以上の科目群もしくは経営情報学部他学科

および人文学部ょーり 8単位以上修得しなければならない。
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【戦略マネジメント系】

l 

系＇

列
授 業 科 目

又
土条 営 学 史 4

 
企業

口日本企業論

経営管 理総論

人事労務管理論

ロジスティクス管理論

財務 管理論

企
曲-m" 

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

年次および単位数 ＇最低修得

1年 1 2年 I3年 |4年］単位数□備 考 I
I 

「専門科目群 II 
（経営学）」の中か，I 

1 ら必修科目を含み
I 20単位以上選択必 i

I 

1 修。

4
 
4
 

専
門
科
目
群
ー

④
 

4
 

4
 

20単位

i 

（
経
営
学
）

4 

経営 組織論

労使 関係論

4
 

［ 国 際経営

ヒ較論 ----□ 
I 

1 ； □ム 1

4
 
4
 

4
 
4
 

④
 

4
 
4
 

|
]
I
I
中
含
択

群
の
を
選

目
上

科
以

目
—

1

、
＼
ー
ノ

科
略
修
位

門
戦
必
単

晶
謡
訊＇ 

2
 

4
 

12単位

金 融 事 主
目

，
 

ヽ

資源論

←一 学 I I ] | | ＿_ 1 「専門科 E -

科学
科学） • V 
情報システ
の中より

科目を含み
位以上選択

必修。

16単位

： 

------、、t-
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系

列！
--------- --~ 

専 外国甚 溝 説 I
t 1 ] i---•9.---• ---

科~i 外国書講説 II
日 実三 —--·----
群習 ゼ ミ ナール I
VII. ，＂＇，～一--

演 ゼ ミ ナール II
習

授 業 科 日

•9 

•• 
,
 

．
 

＇ 

専
門
関
連
科
日
群
（
起
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ェ
ン
ダ
ー
）

-- --• 

年次およひ単位数 最低修得
•--

1年 2年 3年 4年単位数

企業研 究
------------ -------

国際 関係 誨
--•ー・ 9 9 - -‘― --- ----• --

！国際政治詞
.．. 

9 -、- -．--

環境心理予
: _______---―---- ----

都市文化論 I （日本）
.. -.．.  -•••- - --------------- -

起！地域と文化
業 l__ __-_-___ --
マ 起業マネジメント扁
ネー•-- --•- ---．．．．，一．．．-- ------

ジ ベンチャービジネス論
メ i • ~＾・ー• --- -•-- ---―.. ----..--•-•---• --—-•• 

ン I.li民起業家論
I、|＿＿．..．-．．ー•--•--- -•-- ------- -• -•-....—-.... 

C A L S 直
'-- ----

経 ‘i否環境論
------．------

環境管理詞
．．．．．．．．． 

環 境情報論
●一．．．．へ•・ ・ー・ ・・•ー・一

都市環境論
→一．一 •一●●● ● ‘ ” ヘー一 ^—- 9 ̂  ^  •一•---•一＿ ． 

シェンダーと福祉社会
ー・ー• - ． - . ．． . 

女 骨起業家論
ジ 1 -． .... t- -•~ • --•- -••- -•----•--•一•-- . --•一•ーー・・ ↓．． 一

ェIジェンダーと経営 ・,1行報 l

ン、• ----．．．．．＿ ＿.．．..  --••-..．．．．．一←

ダ ジェンダーと国際分業
, 1 ,•一●ー•一●＿＿—-—-ツーーー• ● •—•-....... ●^ -- l 
| 

I i グローバリゼーションと
女性政策
．． ・ ・・・•-.. ．j _ 

テレワーク •SOHO誨
l.．.....  

ー．．．、し

！ 

•一•----＿＿＿.ム•--•- --—•-:----口•--

： •-•-一・・•一了―--- i ・一
! / 
| 4 
: ___________--〕

J 

備 考

I 

4 ! 

-t -___ __;___ -

4 i 
-___  ;―------、 i

i 

④ |10単位 1

—+----

④ 
-------------------~-~— 

② 

2 
--------: 

| 4 
．．↓ー•. -- -

2 | 

ー•i-------i
4 

1——•---•- ---• •一

-------<----- i―--

4 

-- --

4 
--- -

T
 

2

2

 

4
 

4
 

- -• •--［•一•一ー•----•一

4 ． 

~ー• ^ ̀―ヽ

i 「専門関連科日
i群」（起業マネジ
i メント・ジェンダ
ー）」の中より，
6単位以上選択必

| 
i修。

6
 

9
9
9
,
4
-

単位

＇ 

2

2

 

ー 2

2
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【情報マネジメント系】 ※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

二
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|＇  

1 系 1

列

専

授 業 科 目
年次

I 
i 1年
i 

ぉ

経営情報論

，
 

羊
ス
り
択

よ
選

丑

上

j
シ

ー

ロ菩
中

科
情
の
以

り

立
F
営

イム
8
修

偉`闊

>
-
3
-

t
i
'

：

4
 

年2
 

よび単位数

1 9[ 
！ ス Iシステム監査論
i テー~

！ ム 情報セキュリティ

! | 1 

二責□直―

羞計学原理
I 
［管理会計論 I 

会；原価 計算論

I 

----t~J 
計i

専 I

門

禾

t 

甘

V 
/ 

i 

>

！経

竺孤！ーロ／スティクス概，誦[]- 4 __ ＿＿＿ 

｀祭ロジスティクス論I —--―--_＿ー 1----2

：法
i 律. 
I 経
I !済

システム原論

経 済情報論

最低修厚

備 考

プロジェクト管理論
~
~
,
'
ー
！

4
 

-
2
 

2
 8単位

＞
テ

必

9

-

―

-
4
 

2
 
2
 
2
 

4
 

「専門科目群
（企業経営）」の
より， 12単位以
選択必修。

4
 

-
V
I
中

L
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i ―--- ---- -

1 系

| 
9― 

＇ 

！ 

列

（
丈
習
・
演
習
）

専
門
科
目
群

VII

授 業 科 tl 

業 研 究

ー・・- ------ •ー・ 一

年次およひ単位数
,------ ------

1年 2年 3年， 4り単位数
- ----—•--• - •--.  ~ -....、 --7-----、̂ - - こ

4 ！ 

•-9.....- -• --.．． 1 

4
 

- - - ． . .  

最低修得

----——• -------

④ 10りi位
'-

④ 

-
4
 

ー

'

+

ー

！

②
-

備 ¥J 
••—----.. • 一へ• 一•―- -• | 

［専門科目群 VII
（実背・演習）」の
中より，必修科ll 
を含み10単位以上
選択必修c

ー•~..．....-- T 
| 

， ー

ー•-

（日本）

4
r
4
 

．． -- ．．．．て

「専門閃連科 11
群」（起業マネジ

‘̀ メント・ンェンダ
I -)  ー；

4 I u)中より ， 
6iii位以上選択必

I修。

外国渇溝誡 Il
l 
． 一

ゼ ミ ナール I
，．．．．．． 

セ ミナール II

企

川際閃 係論

国際政治，，倫
..．.  ．．．．  

環境心理‘‘芹
| 

| i 

， ．ー・ ・

| 9 都rli文化論 I
9 -rli 

・、 ・ I . :・・•---••-

門 地域と文化
！関：起 i_—● ●●―― ．ー・ ー・一

| 
連業起業マネジ メ ン ト 論

I科 マ
| ll ネ ヘンチャーヒシネス扁
I群ジ！
ヘメ市民起業家，誦

I 起ン— ．．．  

I業 卜！ C A L S,，倫
：マ l...

iネ 経常環境論
Iジ，

| 
メ 環境管理倫
ン ．．．．． 

ト 1 環 境伯報菰!. ： i.. ．．．．．．～•...、- -• 

シ 都市環境論
工，一．．．． ~. 

ン i ジェンダーと福祉社会
ダ ー・

l 女性起 業家論
- ：、•,

，ン，．．．．． ... 

エ ジェンダーと経営・ 91li報
ン・•-．．． ．．．． 

1 

，ダ ジェンダーと国際分業
: l I.. ．．．．  

グローバリゼーションと

i 
女性政策

l 

ー・・

テレワーク •SOHO論 2 ] : 
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3. 特設科目群

＇ 夕， 

● v―^ 一9 -ヽ •9 - - - 9 - 9 9 -..．99 - -99 9 • -

系 ， 年次および単位数
授業科目 ， 

1年 i 2年
------4----. ---•一● ●● 

七
寸i
 

几
又

19̂
(1 ，
 

．
 

ー••-—- -^--------, 
最低修得

11本'li情 I （日本の政治）
•-•--....…-- -----• ●● ^ -- -.  ～―9 ^^ ？―--

l 

日本1i情II （日本の経済）
• - -—• -^  ～- -• t - .  - •• t 

日本情情III （日本の経営）
ヘ ーー ・・ー・・一

日本文化史人門

| 日本の近代文字
f斗し．．▲ー•---------•一ー一ヘヽ••一•ー．．．．ー●ー

日本とアジアの出版文化

目 9 日本とアジアの経済協力
•v・・ •- ---------------------- --

日本語文章論 I

群，
（論理的表現）

ー ・・ ・•--•- -̂  • • --.. 

日本語文章韮II
（文学的表現）

、- •- •一•-..．．．．......

‘|h報メディア実習
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-．．--•• t vヽ 、一,____ _ 

2

-

2
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2

-

2

-

2
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一
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_:_．ーー・・•ー・＾ •• --•-- •一•-- -
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/
 

備 考

外国人留芹生及び帰~̂~r- 9 ← •..--• - - -

国生のための履修科-

I l 
(1)「日本情情 I • II 
・IIIJ「日本文化史人
門」「情報メディア

＇実習」において，修得
した単位の内， 8単
位を「学科共通科日
群II （総合科日群）」
に振り替えることか

＇できる。

2
 

(2)「日本の近代文学」
「日本とアジアの出

版文化」「日本とア
ジアの経済協力」
「日本語文咽論 I.

II」において，修得
i した単位の内， 8単
位を「専門科目群
（専門関連科目）」に
に賑り替えることが
できる。
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4. 自由科目群
- -- --

年次およひ単位数
授 業科日 —-------•-... ●● •— 

1年 2年 i 3年 i 4年＇
•—ヽ----- - ー• ~ .. ・、→ー•-

ホランティア活動 IA 2 
-ー------------ -一．．．．．

！ボランティア活動 IB 
----- -- -

！ボランティア活動IIA
,- --- - -

ボランティア活動IIB 
I.．、^ ---―-------• ^ ̀~ ＾ヽ•-

外国史概況
,_ ---------・ 

自：日本の歴史
- -- -

地 罪学 I
I ------ -- ------------

地 狸学 II
．、^ 一• -•- ＾ • ー・•-

i地 誌
IH'—--• -•-.--------- -、～ - ---•一

I法 1f_t 学概菰
--------- --、- -• •• 

倫理学概繭
．．．．ー• -• - - --

i ;f~ 教学概倫

科＇職業指導

教育原理 I

I教育原理 II
（教有渫程U)，立義及ぴ編成0)Jj法を含む）

- ------- -- --- --------~ 

11 !教育心理学

青年心理 学
---

教育制度

，視聴＇此教育

群！—-一
社会科教育法 I

社会科教育法 II

社会科教育法 III
l • 9 •- - - •• - -• - •--•••-

公民科教 育法 I

I 
公民科教 育法 II

r . - •一・・一

商業科教育法 I
--------

備 考

2
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 ト
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↓
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2

 

2
 ー一，—-一
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↑
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-
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-----: 
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-2 
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---------i 

！ 2 
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2 
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~1 | 

l 2 

2 
---寸！ 
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2 

2 

2 

2 

2 

2 
」| ---------

ー•---．．．． 7

-----： 
！ 

2
 

＇ 1
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-----------------~------

系

列 授業科目

商業科教育法 II
ー・

教 育

活動
-

由 1 生 徒指導
（麟指導の理論及び方法を含む） i 

年次および単位数
ー••-...4

1年 2年 3年 4年！

止
用,h"' 

考

----—→-―--•---—---•--十--．!

科！教育相談 2 
（カウンセリングを含む） I 

目総合演習 I

！ 

争fl
 

＇ 

育実習 I
iij及ひ巾後指導含む）

2
-
2
 

3
 

i 

2 
----------------- --―`、• -

［備衿〕

(1) ［間科llとは卒業に必要な単位数には加算されなしゅ，自由に選択履修することのて

きる授業科llてある。

(2) 本学科においては，自由科llとして，教職諜程の科目か準備されている。これらの白

由科日ついては，後掲())「教職課程／復修」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は，毎学期の初めの指定された期日に， 1所定の

方法（オリエンテーションて説明する）て履修Ill91行をしなけれはならない。履修叶l讀は，年

間の受，；伽十画をたて，単位を取得する怠思表ぷをする学期初めの屯要な手続きである。この

履修II1，山手続を間違えたために，授業科日の履修がてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるのて，以下に掲げる注意、’li項を厳守して，誤りのないように

1復修II1,Iliをすること。

(1) 履修11%liしり提出後は，授業科目およひ担‘l]教員なとの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確，忍するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修叶1,1li，りの返還または照合には応じないのて必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修IIt翡をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の巾

泊にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎屯に行ない，修得単位数が不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同一時限に 2つ以上の授業科目を履修することはできない。もしこのような
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重複する授業科目を記入した場合は，両科目とも登録無効になるので注意すること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請内は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記人すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VIl 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修申請をして単位か取得てきなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せさるを得ない場合は，必す学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験かあり，定期試験は原則として学期未あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な事由を証明する書面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな
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らない。

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期末または学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の当該科目に Fの表示がなされる）となっ

た授業科目のある者は，当該授業科目の担当教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科目につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内では，すべて監督者の指示に従わなければならない。なお，監督者の指示

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許可証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまでは退場を認めない。なお，監督者が退場を命ずる

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許可を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正当な事由によって受験できなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する書面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なければなら

ない。

2. 試験における不正行為の懲成について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはゼミナール担当教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合格） （不合格）

A: 100~80点 F: 59点以下

B : 79~70点 T:追試験受験可

C : 69~60点 Z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成績についての疑間，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に間合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲ホの記入例を参考にして履修申請書を記人すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部国際経営学科における授業科日は，学科共通科目群 I • II, 専門韮礎科目群 I • 

II' 専門科ll群 I~VIII, 専門関連科日群および自由科目群から構成されている。

なお，自由科目においては，教職に関する専門科日が準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制が採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科Hに一定の基準によ

り定められた単位があり，履修授業科目に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， Fの評価は単位を認定しないものとする。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表にホすとおりである。

ただし，自由科目は卒業に必要な単位数には含めない。
----- t^-- -- ----- 9̂----- -―----------------7― 

学部・学科 ，経営情報学部 国際経営学科

［ 系／］ロ=====□三二=-------~-砂数
学科共通科目群 I 14 

／ （英五り•その他の外国語・日本晶L—-／- 9―- ―- -
学科共通科目群II （総合科目群） 4 '  

---------―'|― 

専門基礎科目群 I （異文化交流） 6 
――- _^_ ＿」，-—------

専門基礎科H群II （経済・情報）

三□［［三：一-専門科目群N （環境情報） ， 1̀科□群V （海外事情） ― -一ー9: 
［ 
専門科目群VI （海外企業事情） I 

- -----、-、-―← _、---

専門科目群VII （国際情勢） 、

専門関連科目群（ジェンダー）

指定された科目群より修得した科目以外
に，以上の科目群もしくは経営情報学部 1 

他学科及び人文学部より選択必修
- -- -

計



経営情報学部 履修の手り1と手続き 99 

N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。

学年 1 単位数の目安

丁一
1 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）

I 英語IA・B..................:~........................ z科目 2単位（必修）

選 択 科 目・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.．．．. 1科目 2単位（必修）

日本語 IA・B.............................................z科目 4単位（必修）

（外国人留学生・帰国生必修）

学科共通科目群II （総合科目群）………••……...…• 1科目 4単位

専門基礎科目群 I （異文化交流）……·…•…………• 2科目 4単位

1年次 i専門基礎科目群II （経済・情報）

多国籍企業論

国際経済事情
f.................................... 4科目 8単位（必修）

情報メディア論

情報メディア演習 I

専門科目群 I （国際経営）

国際経営論・・・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 4 単位（必修）

I 専門科目群VII（国際情勢） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科目 4単位

1 修得単位数 専門関連科目群（ジェンダー)........................... 1科目 2単位

された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情

（外国人留学生・帰国生必修）

礎科目群 I （異文化交流）・•.．．．.．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 科目 2 単位

2年次 1専門基礎科目群II （経済・情報） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科目 6単位

専門科目群 I （国際経営） ・・・・・・・・・・.......................1科目 4単位

専門科目群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 8単位

専門科目群III （経営環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

修得単位数 i専門科目群N （環境情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

38単位 専門科目群V （海外事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位
I 

専門科目群VI （海外企業消情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位--~tilJ~··········—、--^―-------- -----------• ] 
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：ムり学 単位数の目安
...．．．-.．..．̂ ̂t - •ヽ 9-.  ••-...へ• --- - •-.. 

1 学科共通科目群 I（英語・その他の外国語・日本語）・・・ 2科目 4単位

1 算門科目群 I (国際経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2科目 8単位

専門科ll群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

！専門科ll群Ill （経営環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

i専門科目群N （環境情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

3年次 専門科目群V （海外事情）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

専門科目群VI （海外企業事情） •……… 1科目 2単位

専門科Il群VIlI（実習・演習）

ゼミナール~/.., ---rf....................................... 2科H6単位
インターンシップ

修得単位数！専門関連科目群（ジェンダー）...........................1科日 2単位

36単位
|※指定された各科日群より修得した科目以外に，以上の科日群もしくは経営情

［ 報学部他学科およひ人文学部より 1科目 4圃i位 1 

••一．．．ん•----•--••・・ 寸 t.. .-•--• • ?—-•• --•• ---- ---・・・• -----•・・・• ------- -- -、---- -•--•-- -••- • -----•ー・• ------• • - • ^ - ．、------• • -

学科共通科目群 I（英語・その他の外国語・日本語）・・・ 1科目 2単位

専門科目群 I (国際経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科日 4単位

I 4年次 専門科目群II （企業経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

専門科日群VIlI （実習・演習）

I ゼミナール II ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..鼻鼻•・・・・・ 1 科目 4 単位
！ （ゼミナールIIを履修するには，セミナール Iの単位取得が条件となるので注

修得単位数 意すること。）

16単位 ＇ 専門閃連科fj群 （シェンター） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科Il 2 iii位

］ー；業

修得単位数

124単位 1 
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は， 同I （英語・その他の外国語・日本語），同II （総合科目群）

分かれているが， それらの各系列のうちから「II]卒業に必要な単位数について」に示した所定の

単位以上を修得しなければならない。

の二系列に

(1) 学科共通科目群 I （英語・その他の外国語・日本語）
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--］ •---^  -• --•^-----••.....•-- ----V~ ----- ^̂  ←----- -—- ^—--•--'—----、-——-•- -—•-—--•-• ̂  ̂- ---— 

系 1 年次および単位数 最低修得 I
授 業科日 「―――--「--~-

| 1年 2年 I3年 4年 1 単位数
「一ー^ j |備 考 l

-—---+.---+．丁―←—- __j___ ＿＿□ 
茸 T A I ② I 1 ！外国人留学生・帰

l―-• --- ---

I :も 1 日本語 I B 

‘―--／―ーロー・―-l _1 1国生は「日本語 I
② | 1.  II • III • N，ビ

| | 

子—- -- -- •一 ー ・1- ---j- -------4 -］ I ジネス日本語 I.

科［日本語 II A i ②,  i i II，ビジネス英語i 共 l ―—- ---―- -1---+—- - -．i | I. II」を第一外

通［日本語 II B ② I I i国語として，必修 I

科l--―- --- --+ロ--←1-•—-—- 1 科目を含み14単位！

目日本語 III 2 ! ！以上選択必修。
群|_＿^ ^--—- -—- -」----•一•_____;_＿＿_＿ゴ• _＿＿---9―--- --— | 

I I日本語 N

f̂-―- --
I英 ビジネス日本語 I | l 2 ! 

語 □---~ ----^＿、--•――••-ー- ------～-- -1~------ --

I 
；ロシネス日本語II | | 2 

・ヘ・~ 十•- --+ --••一••- ^^ ----―---••••夕＿ ＿＿．．．．一丁 I 14単位

の［ビジネス英語 I I 1 1 2 l 1他——- -―丁― ^---t•-- 9 1 

の 1 ビ‘｀ネス英語IIン／
ヽ2 

~外←—―

〔備考〕

(1) 学科共通科目群では，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を学

ぶ。うち，英語 IA• I B （日本語は日本語 IA・ IB•IIA·IIB) は必修科目であ

る。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

□

1ー~

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，国際ビジネスにとって必要なグローバルな情報ネットワーク社会，

高速度の技術進歩，日本と外国との協調・共生という鋭敏な国際情勢の中で適応できる基礎

知識・能カ・方法・仕様の取得と開発について学ぶ。
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2. 専門基礎科目群

,y門見礎科目群は，国際経営に l½lする輻広し叫し礎を形成するために 2 つの群から構成されてし、

る。「専1"］•枯礎科 11 群 I ]ては異文化交流ーヘ般に関する知識，

に閃する理解と U)相li」月泊())屯要性について学ふ

すなわち外国に対する理解と 11本

「＇！｝『＇J珪礎科ll群II」ては，広く 1cl,摂する1月連領域を網羅I,1’、]に配i悦して， |hl際社会へ(})参加能

力と伯恨処罪能））を強化するために田際経賃に関連する経済・伯報分野を＇、¢ふ。

系
立
<

しが 業 科

※巾位数にこ印を付してある科日は必修をぷす0
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U)中より， 6りt位
以 j且且選択必修。 1 

備 杓
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3. 専門科目群

専門科目群は，「国際経営J「企業経営」「経営環境」「環境情報」「海外事情」「海外企業事情」

「国際情勢」「演習・実習Jの8分野と専門関連科目群に分かれている。学生は 2年次に「国際

マネジメント系コース」と「国際アカウンティング系コース」のいずれかを選択して分かれる。

卒業要件を満たすためには，一人ひとりが学びたい専門分野の科目を， 1年次から系統だてて履

修し，必要単位を修得することが望ましい。

〈国際マネジメント系コースを履修する学生〉

国際マネジメント系コースにおいては，国際取引業務全般を実行できるスペシャリストを養成

することを目標としている。民間企業の営業・企画・総務などの部署において企業の海外取引を

遂行し，また企業の海外進出に関連する諸手続を実行し，企業内の業務分担において民族特性を

活かした人事配閻を創案し，海外の経済事情に即した商品開発能力をもって広く国際貢献を実行

できる人材を育成していく。

コース必修科目として「国際人事労務管理論」「国際マーケティング論」「国際企業法務」「国

際財務論」「海外投資情報論」の 5科目14単位があるが，その他「国際経営比較論」「経営戦略

論」「企業形態論」「ビジネスリサーチ」「フロンティア産業論」を履修することが望ましい。

〈国際アカウンティング系コースを履修する学生〉

国際アカウンティング系コースにおいては，国際会計制度に精通した会計情報の構成員を育成

し，広く国際商取引を適正化するとともに，国際金融を実行して日本の金融秩序の安定と拡大に

貢献できるスペシャリストを義成することを目標としている。また，為替業務や国際資金フロー

をコントロールできる能力をもった国際金融アナリスト，企業業績のアナリスト，企業改革のコ

ーディネイタの投成も図れる。

コース必修科目として「国際会計論」「会計学原理」「財務会汁論」「国際税制論」の 4科目14

単位があるが，その他「サイバー・コマース論」「管理会計論」「税務会計論」「比較公共政策論」

「金融事情」の科日を履修することが望ましい。

(1) 専門科目群 I （国際経営）

専門科日群 Iは，国際経営学関連の中心領域科目群である。近年，一重要性を増しつつある

国際テリハティフ取引やサイハー喉間に広かる第 3の取引てある屯 f商取り1・屯fマネー・

屯「決済存を包含する「サイハー・コマース，，釘も配iiりしている。

(2) 専門科t_l群II （企業経営）

専門科目群IIは，企業経営一般に係わる科目群である。現代社会で活躍する一線の経営者

を招聘しての「トップマネジメント講義」は，現実の経営見地からの臨場感に満ちた着眼と

発想の原点を学ぶ科目である。

(3) 専門科目群III （経営環境）

専門科目群IIIは，経営環境関連分野の科目群である。経営1：の諸環境について都市や文明，

法律等の側面から広範に捉えらていく。「市民起業家論」「地域振興論」てはベンチャー関係

(}）環塙分野を学ひ，［企業法務Jてば）打務にIllずる 'li例を研究していく。
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(4) 専門科目群N （環境情報）

専門科目群Nは，環境情報一般に関する科目群てある。この分野は，高度情報化している

世界の経済状態や労働環境，租税環境などの国際企業戦略や国際マーケティングにとって極

めて重要てある。情報系の最先端技術としての「CALS論」や「テータベース・情報ネッ

トワーク」により情報リテラシーを翡めるとともに，シミュレーションに，井えて息ぢ訓綽を

していく。

(5) 専門科日群V （海外事情）

専門科目群Vは，国際経営に影響する海外事情についての科目群てある。「専門基礎科日

群 I• II」と連携しながら， ビジネス・フェアに関する理解を深めるために海外の政治・経

済・文化を学んでいく。

(6) 専門科目群VI （海外企業事情）

専門科目群VIは，企業活動を取り巻く諸々の海外企業事情に関する科目群である。各国の

文化，宗教，慣習，思考法などについての比較系科目も多く準備されている。さらに，国際

商品についての「グローバル・スタンダード論」では，国際標準についての理解を深めてい

(7) 専門科H群VII （国際情勢）

専門科目群Vl]は，国際情勢一般に関する科目群である。国家間の権利義務関係に対する鋭

敏な問題意識をもって，当面する国際政治課題を研究していく。「国際機構論」「国際社会公

正論」では，国際人に必須の専門知識を学んでいく。

(8) 専門科目群VIlI （演習・実習）

専門科目群VIlIは，演習と実習および外国書講読の科目群である。必修科目として「ゼミナ

ール I」「セミナールII」，そして海外の企業，囚内0)外責系企業てインターンシッブを行う

「インターンシップ（海外企業研究）」か配償されている。

「ゼミナール I」を履修するには，「III卒業に必要な修得単位の目安」に示した単位を 1.

2年次に修得していることが望ましい。履修申請は， 2年次後期において仮登録の形実施さ

れる。その方法・期日等は掲ホする。

「ゼミナールII」を履修するには，「ゼミナール I」の単位を修得していなければならない。

なお，「ゼミナール I• II」は，同じ担当教員を継続して履修申請しなけれはならない。

(9) 専門関連科目群（ジェンダー）

専門関連科目群は，ジェンダー系の科目群である。将来必ず重要になってくる女性起業の

観点から，社会文化の変容についての理解と女性ベンチャーの担い手を育成するために「女

性起業家論」「ジェンダーと経営・情報」「ジェンダーと国際分業」「グローバリゼーション

と女性政策J 「テレワーク •SOHO論」などの科目がある。

(10) その他の選択科目

指定された各科目群より修得した科目以外に？以上の科目群もしくは経営情報学部他学科

および人文学部より 8単位以上修得しなければならない。
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※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

系

列 授 業 科 目
年次および単位数

1年 I2年 3年;4年

最低修得

単位数
備 考

I 
国 際経営論 ！国際マネジメント系

「専門科目群 I
（国際経営）」の中
より，必修科目及
び「国際財務論」
「国際人事労務管

理論」 「国際マー
ケアイング論」を
含み20単位以上選
択必修。

国際ファイナンス

サイバー・コマース
| 1 

一ーロ
4
 

20単位2
 

>
群国際人1i労務管理菰

I I ＾ 国際ロジスティクス論

冒［ロ国際マーケティング論 心

国際会計

営学総

・ロ
4

-

4

4

 
＇ 

経営管理総論

論t
 

1111

ロ会理管

専
門
科
目
群
II

財務諸表論

（
企
業
経
営
）

トップマネジメント
← - -

企 業論

4
 

4
 
4
 
4
 

16単位

国際アカウンティング系
「専門科目群 I
（国際経営）」の中
より，必修科目及
び「国際会計論」
を含み20単位以上
選択必修。

国際マネジメント系
「専門科目群 II
（企業経営）」の中
より 16単位以上選
択必修。

国際アカウンティング系
「専門科目群 II
（企業経営）」の中
より「会計学原理」
「財務会計論」を

含み16単位以上選
択必修。

―― 

[

]

 ―
-

―

-

―

-倫1m"“. 

倫弓"

咀‘―
且ノ，

境環

賑

一

或-i
 

也j
 

9
,
1
;
、一

門
科
目
群
III

（
経
営
環
境
）

「専門科目群 III
（経営環境）」の中

；より 6単位以上選
択必修。

I 

6単位
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倫業二
＾

セ
七
’i

.'’
 .r_ 

＂ 
七3.i 

j
 

'

-

ー

9
,

．
 

．

．

 

，
 

‘、

-

f

升

ダ

ー

，

9

,

．．
 
卜
＇

投 業 科 日

- ---

什次およひiii位放 最低修得
-- ------ --,---

l {［ 2 {-l.. 3 {-l̂． 4 1 l -i且｛立委父
―-------------. - --------

2 

備 考

'、1}：環域情報扁
ド'J----—-

＇科 プロジェクト管廿里蘊
I l ! ------ -- ------------

群形態 'Ì1り報史
N ャーーー•一

＾ 
データベース・

環 柏報ネットワーク

境
↑打 ヒシネスリサーチ
恨；―—- ------------ - --

9 - ビシネス・ケーム

1 C A L S 蘊
—+ -- ----------- ．． 

専 環太平洋［在］の社会と文化

, l"J 
科 [l]際閃係扁 l
I l --
群国際関係蘊 II
V, ----- --

洵
＾国際開発論

〗-7 曲外経済，IH,\
比較公共政沿論

フロンティアI；信業論

論卜ンメジネマ業起

廿
門
科
日
群

VI

（
海
外
企
業
巾
柏
）

＇ 

iiliタト投iT|h素仏誦

泊iタトIt.fil瓜秀パ｝五倫

LE]際介業法務

企
冊t

u
 

制税際J
 

ー

•• 

,
 

9

,

 

．7 ・・• ---

＇，l}：国際法
I l i'l ^ 9. 、＾,．..---...．．．-----

！科IK-1国際政治 菰
l l 際••---....

群伯国際機構 誼
:VII勢卜 ～．．． ー・一

l -国際社会公IF.ilii
---

------------, 

クローハル・スタンダート論

-
l
 

-

J

 

l.-•• 一●●一●●●

i

、’’↓

^
c
l
-
＇’

ツ
l

?

l

-----7 

4
 [
4
 -
l
 

-
l
 

ツ
l

ツ1

「

ッl

ッl

2
 
ッ
]
}
4

l

)

1

・
ツ

l

ヽ

?

l

1

 

9] 

言、'’（
 

6
 

―下―•
l 

4
 

ー

単位

r Iり門科llt訂V i 

（環境情報）」の巾
より， 6 りt位以 j•^

；選択必修。

i廿．｛＼'L I 

「専門科目群 v
(i紺タト1叶青）」の中
より， 6りt位以上

！選択必修。

．．．．  

国際マネシメント系
r，ヽ！｝門科 Il l罪VII 

！ （海外企業叫青）」
の中より，「海外，

I投責梢報論」「国
際企業法務」を含

Iみ 4iit位以 l』選択
必修。 ＇ 

単 位

I [J1際アカウンティング系
！ 「専門科目群VI
| （海外企業1Wi)」

の中より，「国際
1 悦制論」を含み，
4単位以 t選択必

！修。

---..  -----

9専門科日群VII
（国際情勢）」の中

より， 」ili位以上，
| 

iii位 i選択必修。

l ''  ＇ 
•—• ● •—• ● ••—• ---• •-........ •-．、 9 _...  ~. - ＾ ̂^~ --•一ーー・・＿＿＿ 



矛~f?t |l'jヤ1，';:[il: 1復1I各リ）「り1と「乳き 109 

系，

ダll

専 外国 ，I}溝訛 I
1111 : ------ -----------・---------------------

科外国内溝，戒 II
I l ----------・------------ ・ ---・ -- ・ -•----—---- L. ----

群＾ゼミナール I
VIII,｝こら

--- --------- ----

習ゼミナール II

授業科 11
年次およひ単位放

l 
最低修得

---- ．＿ ＿ --

1 {f 2'rド 3 り•:'. 4'i 「• iii ｛立娑父

4
 

④
 

4
 

④
 

備 衿

- L------~-- -

10単位，

---~---L-

洞インターンシップ（国際企業研究） i 

習[_-----------―---- ---

-プロジェクト研究
------—-•- -.—--—-------- ---------L-----

②
 

9] 

専 ジェンダーと福祉社会
l"l -_●●●●一•--- -• •一• •--•-• ---•- -- - •• --

関 女性起業家論
連，^ ●ヽ- --- - - -- - - -- - - - - - - - - --- - -------

科＾シェンターと経営． J情報
i目ジ:__---•----•• t-——• 

群ェシェンダーと国際分業
＇ ン i--•一•--•-•-•一—●●●●—一マ —------• 

グローバリゼーションと女性政沿

I , __________一 ーヽ • --•一• -••一

-テレワーク •SOHO扁

ーー・・一ー・ ・「

ッl

2
 -------——--... L-------

2 

2 

口一—. I 
［専門関連科[lli、(＇
（ジェンダー）」の

中より， 6単位以

上選択必修。
6単｛立

?
l
-
9
 ーーし ＿＿ー —-----



゜
1

.

 

1

4

 
特設科目群

外国人留学生及ひ帰国’1:_0)ための固修科llてあり，

解を深めさせる科目てある。

企業活動全般にわたる日本的な枠組みの月I

-- - -- --

：系
i切l| 

投 業 科 tl 
年次およひiii位数

1年 2年 3年
••- ----• •-• •••—+、-

止
用,h"＇ 

¥J 

L
又"ri" 

ヒ
寸牛

:
 

11本'1WiI

I l本'-l叶fiII

（日本の政治）

（日本の経済）

日本叫青III （日本の経‘陪）
．．．．．．  ..• ー・・・

日本文化史人門
． ．．．．ー・ ＾ー ．． 

日本の近代文学

2

-

2

-

2

 

最低修得

4り一＿ i札位数
•----―千'.. ~．．、

i 

4
 

外[ll人留学＿f.t:及ひ帰＇
国生のための）役修科. --.  11 ・--・・-・・.... - ・-・・・ : 

(1)「日本＇ド IWI • II 
i ・III」「日本文化史人'
門」「1h報メティア
実習Jにおいて，修

i得した単位の内， 4 
単位を「学科共通科

| Il群II （総合科 Il| 
群）」に拡り替える
ことかてきる。

i 

(2)［日本の近代文学」 i

' 「ll本とアシアの出 i
1 版文化」「日本とア
ジアの経済協力J

i 「l1本，点文章』，i倫I. i 

i II」において，修得

した単位の内． 8単，
！位を「各科目群」及 i

ひ「他学部•他学科」
に振り替えることが
できる。

| 
i科

！ 

: 11 日本点幻疇 I

（論理的表現）
I lft -• •ー・・、-----―-....
| l1本語文章論II

（文学的表現）

日本とアジアの出版文化

日本とアシアの経済協力

9
l
-
2
-
2
 i
9
]
 

I
 ！
 

2
 

情報メディア実習 2 
i'  

------、--- ------ - ----- ----- --------- -
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＇ 

i

・
系

＇ 

自由科目群

授
列 1年

L ・ t -.  .． ．．． 

外 国史概況
------- --- ＾ ^ヽ ー•• 一・

i日 本の歴史
- - •ー・

地 刑学 I
．．．．．． ． ．  

地 理学 II
---------- --

地

業 科 ー-．
 

苔

:-1-
ri心 i 2 

------------ ------------ -- -; - -•-- ----'―・・-・・ -1 

法律＇ ‘'r. 吟f・ 概，i皿 2
-―-----------------—-_ | _―↓ -----~-上------

倫理学概扁
I ________________•—-—------- --- ------- --

| 2 ← -- -I 

一～

ポ 教学概 論 L __ 1---_'"-2 

〗＂〗：悶〗ひ編K 2 2――-I 
H ： ：令LL it:[H I： -！ ／_l__．．i 
日，視聴‘此教育

, _______ -------- -・ ----------- -・ -----------

社会科教育法 I
------ -------- ---------- -- ·---~------

社会科教育法 II
nr i---~~----------------------一―- --

社会科教育法 III
----、- -------

公民科教育法 I
＾ヽ—•―--、^――↓-—→--

公 民科教育法 II

公民科教育法 III
. ---- - ----- - --

道

特

l’l 

! f l l 

--------;-
！ 

「

2年． 3年 4年
-• r ---- L __  -1 —------—-

2 
―----- --

4 
______ ; -------------

備

徳教

別活
--

牛 徒 指導
（進路指導の理誦及び方法
を含む）

f
l
 

よ

f

動

教育 相談
（カウンセリングを含む）

----- - -- ---

2
 

2
 

9] 
L..--•-—--- •--

i 

！ 

—+ 

i 
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系

列
＇ 

投業科 Il 

i 総合演習 I
l’l ン一．．．．一

由 総 合 演習 II
I科
目教 育 実習 I
群 (1扉j及ひ’li後指導含む）

教行実習 II

年次およひiii位数

1 {卜 2{卜 3年 9 」{I―・ 

2 

2 

備 杓

3

2

 

〔備若〕

(1) 自由科日とは卒業に必要な単位数には加算されないか，自由に選択腹修することのて

きる授業科目である。

(2) 本学科においては，目由科日として，教職課程の科Hが準備されている。これらの自

由科日ついては，後掲の「教職課程履修」の説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科日は，毎学期の初めの指定された期日に，所定の

方法（オリエンテーションて説明する）て履修巾請をしなければならない。腹修申晶は，年

間の受講壮画をたて，単位を取得する怠思表示をする学期初めの爪要な手続きである。この

腹修申請手続を間違えたために，授業科目の履修かてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業ができなくなる場合もあるので，以ドに掲ける注意巾項を厳守して，誤りのないように

履修申請をすること。

(1) 腹修巾請書提出後は，授業科目およひ担背教員などの変更，追加，取消しなどないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう一度確認するなど，細心の注意を払うこと。なお，

履修照合日が設けられているので間違いなく登録されているかどうか必ず確認すること。

ただし，履修申請甚の返還または照合には応じないので必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修申請をしていない授業科目は，受講しても単位は認められないので，授業科目の中

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数か不足しない

ように万全を期すこと。

(3) 同一学期の同—ー廿時限に 2 つ以上の授業科H を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科目を記入した場合は，両科目とも登録無効になるので注意すること。

(4) 一度単位を修得した授業科日は，再度履修することはできない。

(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記入すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記入されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(7) 履修申請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の怠息なしとみなされて，退学処



分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修
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履修巾請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該背するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いすれの授業科日も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない巾情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末またぱ学年末に実施する。

(2) 追試験を希惰する者は，正冴な：柏由を証明する甚面もって速やかに授業担当教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の当該科目に Tの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，追試験の受験料は， 1科日につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期未またば学年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成紹表の‘り該科目に Fの表ぷがなされる）となっ

た授業科日のある者は，‘片該授業科tlの担‘り教員か再試験を行なう場合，受験すること

ができる。
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なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(3) 再試験の受験を許可された者は，「再試験受験願」を学部事務室に提出しなければな

らない。

なお，再試験の受験料は， 1科日につき1,000円である。

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては，すへて監督者の指ぷに従わなけれはならない。なお，監督者の指ホ

に従わない者には，退場を命ずることがある。

(2) 試験場内では，筆記用具・持込みを許された資料以外のものは，すべて監督者の指

定する場所におかなければならない。

(3) 受験者は学生証および受験許nJ証（追・再試験の場合）を，机の上の見やすい場所

に提示しておかなければならない。

(4) 試験開始から20分を経過した後は人室・受験を認めない。

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めない。なお，監督者が退場を命する

場合はこの限りではない。

(6) 受験者は，試験中監督者の許n]を得ないで試験場を出てはならない。

(7) 試験の行われる学期の授業料未納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることができない。

(8) 病気・事故その他正'Liな事由によって受験てきなかった者は，診断書・事故証明そ

の他正当な事由を証明する内面を添えて，遅滞なく授業担当教員に届出なけれはなら

なし％

2. 試験における不正行為の懲成について

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により罰せられ，更に年度における当該

授業科目の単位の認定を行わない。

(2) 不正行為のあった者の懲戒処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分が確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公示する。

IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたはセミナール担甘教員より本人に成績表を交付するの

で，学部事務室の指示に従って必ず交付を受けること。その際，学生証を提示すること。

なお，指定された期日以外には交付しない。

(2) 成績の評価は次の記号で表わし， 60点以上をもって単位取得（合格）とする。

（合格）

A: 100~80点
B : 79~70点
C : 69~60点

（不合格）

F: 59点以下

T:追試験受験可

Z:追・再試験の受験資格なし
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(3) 成績についての疑問，質問等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に問合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証およひ委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記入すること。



経営情報学部

福祉環境情報学科

履修の手引と手続き

経営情報学部福祉環境情報学科

履修の手引と手続き

く小目＞

I 授業科Il （こつし)て......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・118

II 授業科uの単位と認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・118

III 卒業に必要な車位につし)て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・118

N 各学年｛こお（ナる標準的な修得単位・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・119

v 授業科ll の学年配‘りと履修すべきりi位数・・・・・・・・・・・・・・ •120

l． 学科共通科I」群.............................................120 

2. 専I"]桔礎科Il群・・・・・・・・・・......●●....● ●..................... 123 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・124 3. ＇、りI'']科11群

4. 牛．ff,i支f斗l.l li.［・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •128

3. [ l l l l t斗Illn•.................................................. 129 

VI 授業科Il の単位と認定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •130 

VII I じ規の履修からはすれる場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• •131 

VIl1 試験（こつし)て・・・・・・.............................................131 

IX 成 紐 発 表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・132 
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

経営情報学部福祉環境情報学科における授業科目は，学科共通科目群 I• II,専門基礎科目群，

専門科目群 I~VI, 専門関連科目群および自由科日群から構成されている。

なお，自由科Hにおいては，教職に関する専門科目か準備されている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては単位制か採用されている。単位制とは，ひとつひとつの授業科目に一定の基準によ

り定められた単位かあり，履修授業科日に対して，試験もしくはその他の方法により学習評価を

したうえで，その単位を認定する制度である。

単位の認定は， A・B・C3段階の評価により行い， Fの評価は単位を認定しないものとする。

III 卒業に必要な単位について

卒業に必要な単位数は，次の表にポすとおりである。

ただし，自由科日は卒業に必要な単位数には含めない。

［ 
-----~-------j —— ―□ 

専門基礎科目群

/［］ーニ：l：ロニ •一 —-[—- --
専門科目群III （福祉環境） 12 

.―  -- -i 

1専門科目群N （福祉情報） j 12 
-~--~-_______J_______ __  ~ ~---------」

専門科目群V （福祉経営） 12 
-- --．．-- --• • -----―--. ----t -―------―- --—--------•-• • -＿_ _ ＿＿ •-------•• --• _！ 

専門科目群VI （プロジェクト） 8 
----~-- -,-----―- ----•- ---—---,--_＿＿＿ー、一`― ー・•-

専門関連科H群（ジェンダー） 6 
-- ------ --]--------—--—- --

指定された科目群より修得した科目以外
1 に，以上の科目群もしくは経営情報学部 14 
［四沖及ひ人文学部より選択必修

-^——-~-~r—--- -―- -- --

I 叶 124 I 
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科目群および修得単位数の目安は，次の表に示すとおりである。/---単位数の目安―-／＿＿ 
！学科共通科目群 I （英語・日本語）
， 英 語 IA • B ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•... 2科目 2単位 （必修）
選択科目• •................................................. 1科目 2単位

日本語 IA • B・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科目 4単位 （必修）

（外国人留学生・帰国生必修） 1 

学科共通科目群II （総合科目群）・・・・・・・・……,．..．..1科目 4単位
1年次

，修得単位数

I 3:凰位-
2年次 1 専門科目群 I （福祉理論）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..3科目10単位

専門科目群II （福祉実践） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 2科目 8単位
専門科目群N （福祉情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..3科目 8単位

福祉情報論
福 祉 情 報 演 習l...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..2科目 4単位 （必修） を含む

1 専門関連科目群（ジェンダー）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単位

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは経営情 I

2科目 8単位 -- --
36単位 報学部他学科および人文学部より 1科目 2単位

ロ門科目群 I （福証埋論）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

専門科目群II （福祉実践）………..................... 1科目 4単

専門科目群III （福祉環境）..............................1科目 4単
専門科目群N （福祉情報）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単

3年次 1 専門科目群V （福祉経営） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..1科目 4単
専門科目群VI （プロジェクト）
福祉環境プロジェクト研究 I. …·………..…• •… l 科 H 4単

専門関連科日群（ジェンダー）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 2単

修得単位数 ※指定された各科目群より修得した科目以外に，以卜^の科目
1 報学部他学科および人文学部より 2科日 5単位
1 _ -----t___ 
専門科目群III （福祉環境）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単
専門科目群V （福祉経営）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1科目 4単位

I 4年次 専門科目群VI （プロジェクト）
福祉環境プロジェクト研究 II. ……...…•……·・・・ 1 科 H 4単位（必修）
（プロジェクト研究IIを履修するには，プロジェクト研究 Iの単位取得か条件 I

となるので注意すること。）

言 l一 緑？立開也学科およひ人文予部より竺科[15単｛り―--- ---- -—--/ 
／修得単位数 ※指定された各科日群より修得した科日以外に，以tの科目群もしくは経営情

i修得単位数

124単位
•一•_」
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＞
 
1. 

授業科目の学年配当と履修すべき単位数

学科共通科目群

学科共通科目群は， 1nJI 

それらの各系列のうちから

なけれはならない。

（英語・日本語）， l，i]II （総合科日群） 0)二系列に分かれているが，

「III卒業に必要な単位数について」にぷした所定の単位以上を修得し

(1) 学科共通科日群 I （英晶．｝・日本語）

授

英語

英

英

丘
ー
•• 
,
 

-3{tn 

-
I
 

ーI

I

 

ー

※単位数に〇印を付してある科日は必修を小す。
ー・—-- • --•ー＾”^ ．．．．．... -- , -----... ．．---• - ---------- - -• • • -．．．, _̂, —ー・一 ＾ 9 ，. .．.......．．--• ・・ ＾ ● ●●ー•-

年次およひ単位数 最低修得
-- ~..... 

'l  1年 2年 3{l― i 4年単位数
ー•一●●ー・ しー•---•- -•• -• 

①'  l 
．――- -• 

① 

業

-
A
 
B
 

f 斗
ヘー

備 考

lin 

•{tt" 

英

A
-
B
 

--―----1 

fi
口

11119 

ご
．

l

丁

-

C

D

-
~
 

ー

一

ー

一

一
晶
語
語
語
語
―
直
~
語

一

英

英

英

英

＂

央

英

英

英

英

英

学
科
共
通
科
目
群

I

（
英
語
・
日
本
語
）

^
L
I
 

/

r

 

-＿
--I 
-
r
 

--• -~ 

「学科共通科目群
I （英語・日本

語）」の中より，必

修科日を含み 8単 I

位以上選択必修。 1 

| 

II 

I I 

へ—---•....--- -

D II 

・--~-----------------

A III 

Ill 

}c 

E
 

E
 

Business English Writing 

f

|

 

！ 
- ---• •—•~ 8 単位

I ! I 

2
 

I --•--------• -• ---； ------•一•—
III B

 -------!_ ______________ ------
2
 

―7 

！ 

＾ ^• -一＾へ—● ^ 

--．．．-.. :——•—•• 

i 

----- ---- ~---- -~-- ------- -

語 W A I I 

--------------------------------------- ----j 

語 N B |

-

2

-

2

-

2

2

2

 

.:• 

I 

”..l_＿.. 

2
 

2
 
9l 

l
 

ー•ー＾ー

I 

999 ャ—―---、---------- -----•一．．＿ ＿ ＿l 
2
 

2
 

---- ------ / __________ --'-------- ----- --

I Spoken Business English., 2 
―-••、_＿ ＿＿＿＿＿．．．^―~ --•- ～'—--•-．^-―□ 

| 

! i 

I 
-----, ―------------------―------- -—ーープ

Public Speaking 2 
「---- --- -- - - -----—-土--- -i --------―-＇  

i -Reading: Case Studies 2 
し― - - -＇---------- - - _＿ i ! 

2
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1-・ 

| 
系

，列
授業科目

日本語 I A 

B
-
A
B
i
l
i
l
 

I
-
I
I
I
I
―
語

語

語

語

本

本

本

本

l

~,1 Ì 学

科

共

通

科

日

群

ー

年次および単位数 最低修得！
:-「'- - i 備考

| 1年 i 2年 i3年 4年 単 位 数 '
ヤー―~---

外国人留学生・帰！

国生は「日本語 I
! • II ・III・ N, ビ
ジネス日本語 I.

II、ビジネス英語

I • II」を第一外

！国語として，必修

科目を含み 8単位
以上選択必修。

②
 

2
 
2
 

2
 l •--- t ヽ—― ―-----ッツ ---•一•----ヒ--- -•••-•--- i _＿ 

/ 

英日本語 N 2 
苔五 ← 
nロ -------- --•――-••へ9・一―ヽ•9 ‘―_ i , •[— ・

ビジネス日本語 I 2 
H I ---、- --·----~---------~ 

本 I ビジネス日本語II 2 
語

〔備考〕

(1) 学科共通科目群では，第一外国語として英語（外国人留学生・帰国生は日本語）を学

ぶ。うち，英語 IA・ I B （日本語は日本語 IA・ I B) は必修科目である。
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(2) 学科共通科目群II （総合科目群）

系 1

列
授業科 H

-・  -・・-,  ―●●● ー一●● ● ＾夕•- .. 、 、～• 一•• -•^ —・・•一― —•——••• •—..._ --•ー・

年次および単位数 最低修得
-7--•----] 

1年 2年 I 3年 4年！単位数
ょ"̂ ”. --・-----・・ -

備 考

I国際社会論 I

i （現代思想・ジェンダー）

‘芹！ • ～．．．------．．．．．．--- -•• --—---- ----•、^、―---．．．．.

科国際社会論II

共← （文化摩擦・文化変容•福祉）
通

科 国際社会論III

（国際交流と危機管理

・ハイテクノロジー）

4
 

-----—-•- -^^-----•----~—, 
！ 

4
 

I l i 

，群

II ----- ------ -..-~------—----------^ ---—---—--------

- 地域地球化論 I

総 （テクノロジー・技術移転） 1 

4 

合 f-------------― --- ～--------------------7 -------------------~-------―-------7 

科地域地球化論II

りi（経済社会システム •1%齢社会） ！ 
4 

-~,--—----—---- -＇地域地球化論 III i l 
（情報創造・情報共有 4 i 

・ネットワーク）

4
 4単位

---

I 
「学科共通科ti群！

II （総合科目群）」

iの中より， 4単位

I以上選択必修c I 

-----------ヽ—--~-----—----．．-- --•- 9 -- -- l _- --^ ｀―•----•一•-- • 

〔備考〕

学科共通科目群IIでは，グローバルなネットワーク社会の確立，急速な技術進歩の進展の中

て，福祉社会のあり方に人文科学，社会科学，自然科学の多様なアプローチで迫り，国際社会

の一員として活動するための基礎知識と方法を論じ，福祉のもつ意義の社会的変容を考察しな

がら，新しい福祉理念0)醸成に貸する学際的知識を修得していく c
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2. 専門基礎科目群

専門基礎科目群は，社会福祉士受験資格取得に必要な指定科目のうち「関連領域」の諸科目と

情報関連の基礎科目で構成されている。福祉，人間，社会，経営，国際交流等の関連分野を広範

に学び，基本的な情報処理能力の修得とネットワーク型社会についての理解を深めていく。

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
• l -- --―--

系 i

} ＇|―|＇ i 
年次および単位数 最低修得

，＇授業科目― l ーー 備 考
1 列 1年 2年□五パ］口単位数
--9一999”l

;- - -『ー ニー9 -[―-, --- --→ 
I ;1:~会と経営情報 ②---ー-J 1直9□9門、

情報メディア論 1 ② ， 1 '修科目を含み18単 I
、ー・・9-― l - l 99 99 」 ！位以上選択必修。

情報メディア演習 I ！ ② i 

＇専！' |―---.I ;,  9三

情報メディア演習II ② , ＇  

／一—
| 

匹—ー・ 9→

病と医療 I 2 
| 

!＿＿＿ー・―--•----―-- _＿＿_ •-t-- -—+----•-•→ロ
門 l病と医療 II I 2 i 18単位

9 •-- - - ---•- -- ---、t-- 1 _ ＿ t - 9 --V9 --9- ＇ 

人 間と集団 2 i [ 

—? -_____  __j___ ＿、、~t-, l 

基 1現 代社 会論 1 2 

人間心理 I （人間理解） --—ーロ2 
i ~---·--------------------·---

, 1社会生活と法 2 

礎 I日本国憲法

業倫理論

頁献論

科

2
 
2
 

簿記原罪 4 

|。•一••-------------―---•
1 生拝スホーツ概論
---- - -―― --------• _＿二＿＿一ー_!__ L_--「- --] 

| H i心理的援助 I 2 I 

（発達・カウンセリング）
i -_＿ ---- • -- - ” ` .  -一•-L--̂””一 t. ．．•―--- --̂ -

I 2 

群
， ， 

-------4------------- ［---

4 

国際経済 学
L.. 

4 

［ 
-- ----" 

国際政治論 4 
~ ~--- - ---- -- - - - - - し --…--— '-----------------
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3. 専門科目群

専門科日群は，「福祉理論」「福祉実践J「福祉環境」「福祉情報」「福祉経営J「プロジェクト」

の6分野と専門関連科目群（ジェンダー）に分かれている。

本学科には，特にコースを設けていないか，専門科目の選択によって 2種類の履修モテルがあ

る。

〈福祉環境マネジメント系〉

福祉に関する専門知識，専門技術とともに糾祉環境のマネシメントを里、点的に学ひ，経営感

立に優れた社会福祉l：を目指す。

〈福祉情報マネシメント系）

福祉に関する専門知識，専門技術と糾祉ネットワーク，福祉情報を直点的に学ひ，福祉シス

テムの構築，連用技術に優れた社会福祉tを目指す。

これらの履修モテルおよび各年次における修得単位の目安は，オリエンテーション時に説明

する。

(1) 専門科日群 I （福祉理論）

専門科目群 Iは，社会福祉についての韮礎体系を構成する科目群てあり，社会福祉士の受

験資格の前提となる科日か配閥されている。

(2) 専門科Ll群II （福祉実践）

専門科目群IIは，社会福祉上受験資格取得のための社会福祉援助技術に関する演習・実習

科tl群てある。

(3) 専門科H群III （福祉環境）

専門科目群II［は，福祉を環境の視，点から検詞する科ll群てある。効率t義と競争理念に貫

かれたすべての社会環境を， 21世紀型共生社会の環境に再構築するための多様なアプローチ

によって，「生活者中心の豊かて持続可能な福祉社会」の環境を創造していく課題と方法を

学んでし)<。

(4) 専門科tl群N （福祉柏報）

専門科目群Nは，地域の情報化を推進し，福祉インフラストラクチャーとして機能させる

専門知識を学ぶ科目群てある。＇情報通信革命の急進展によって福祉システムの中心および遠

隔医療の普及や在tヶアは福祉情報ネットワークになろうとしている。

「統計解析・社会調脊法」「データベース・情報ネットワーク」の科目により最先端の情

報教育を学ひ，「生体情報論」なとの科目より，人間」立学的な視点から福祉機器・用具に対

する理解を深めていく。

(5) 専門科目群V （福祉経営）

専門科日群Vは，福祉の純粋理論的考察の領域をより拡大して，社会全体の産業考察の枠

組みについて考察していく科日群である。

『生活紆汎論」［糾祉ヒシネス直『NP Oマネシメント［直なとの科［ ］により，ホランテ

ィア活動およひNP O活動に必要な嬰索てあるマネシメント視、［仄を義っていくじ
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(6) 専門科目群VI （プロジェクト）

専門科日群VIは，システム的な思考能f]，システムとネットワークの実践的な構築能力を

蓑成するとともに地域社会との連携を深めて協働・協創の認識を涵蓑する科目群である。

「福祉環境プロジェクト研究 I• II」は， 3 • 4年次必修であり，ボランティアの活動と

いう色彩を帯びながら，地域の福祉現場の問題に挑戦していく。

この必修科目の履修登録方法については， 2年次においてガイダンスを行う。

(7) 専門関連科目群（ジェンダー）

専門関連科目群は，本学大学院に蓄積されているジェンダー論における知識・情報・ノウ

ハウを応用した科目群である。小子超高齢時代，男女共同参画型の新しい社会を迎えて福祉

システムにおけるジェンダーによる役割分担の重要性について学ぶ。

(8) その他選択科目

詣定された各科旦群より修得した科日以外に，―ー以ーい？科目群もしくは経営情報学部他学科

拉占ひ人文学部より＿旦単位以上修得ーしなけ札はなうない。

なお，本学科と関連深い経営情報学科，国際経営学科，福祉文化学科の次の科目を履修す

ることが望ましい。

・経営情報学科

経営情報論，企業論，日本企業論，広報戦略論，サービス産業論，商品開発論，

管理会計論，原価計算論，会~t監在論，マルチメティア論

•国際経営学科

公共財政論，比較公共政策論，起業マネジメント論，経営組織論，地域振興論，

国際経営比較論，フロンティア産業倫

•福祉文化学科

福祉研究人門，女性福祉論，地域研究人門，ジェンダーと文化，女性学，障害者と文化，

女性と社会 I• II,障害者福祉論，社会福祉制度論

特に，公的・非営利的・市場的な福祉システムの仕事に携わりたい学生，またジェンダー

論に関心を持つ学生は積極的に履修することが望ましい。
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授 業 科 日

※りt位数1こ□「［］を付した科Ilは必修をぷす。
・一．．．． --.. ------------.-..... . .. ..へ.-------- ...... . . --•- ---.．．．ー・・―̂--1 

年次および単位数 最低修得
一 ~ ●●ー• ---••ー・ 一 一^一 ~ ーー・・ 4 

1年 I 2年 3年 4年単位数

備考 I

-- ---↓  

！ 

専 社会福祉原論
|lり|• • ••-．．．．．ー•---••-- •- --．．. 

科 ！高齢者福祉 論
目i• -• • • t,- •• -• • -•-••---••---- ----•- -．．．．．． 

群 悴害者福祉論
I.----•--•.......... ....-.. -

ヘ 児嶺福 祉論

福←一
祉社会保 障論 l 

理 ．．．．．． 

論 公的扶助論
ヽ

地域福祉論
------------

社会福祉援助技術総論
＾ん9 -• - • 

専社会福祉援助技術各論 I
門 （ケースワーク及び
科 グループワークを含む）

目 ’—•—• • ---.．．．．＾、--•---------- -------

群社 会 幅 祉 援 助技術各論II
II （コミュニティ・ワーク及び
へ 社会調杏法を含む）
福[ | 

! 12単位！
．．．．．ー• -.． ．．．へ^--～-~•-- -• ~ ↑ ̂ ..  ...  ・・ ・ → ，．．．．＿．．．．．．．． ．． ．．．． 

：祉社会福祉援助技術演習 I i 2 ,  
牢 ＇-----』9 ~ ~ --.  ~ • --- -

践 社会福祉援助技術演習II 2 
‘̀- ‘ ＾ ●● ● ヘー～ヽ＾ヽ—^--- - .． t :へ•一t -． ．． 9・

I社会福祉援助技術現場実習 I
-•- -•----- ．十・・・

社会福祉援助技術現場実習II
-9..  

！地球環境論 4 

生活環境論
専 e- ----•-----•-
門！生態環境論
科 • •--••—●●●●ー●●●●ー・・＾＾、一•--•一—--••-•ー・•ー．．．

目都市環境論

群

III 

4 
-： ^ ＾ ^．．ー•---••..

4 
．．  

4 

_
＋
,
＇
ー
'
-

4 
-—+-----
2'  

^”—•-------~-----

. 2 

4 
, ---••-----•-] 

4'  
---••一ー → 

4 

4
 

4
 
4 

↓-^ •--ヘ--••-••------•-..... ，-•—●●●●●●●—―丁・

4 

18単位
| 

1 

源論

＇一----------、'
福 エネルギー資源論
祉；一●●― 9 ---- ＾ ^＇ 

環 福祉まちづく り 論

境[•-- - -•一←・
'--'i国際福祉論

- --• - --... 9 -- -.... ^‘• 

環境管理 論 ， 

I 
4 

’← ---- --+ •一• ● ● ● ●人人 99 99 "” 
l 

i環境マーケ― ` アインク ， 4 ！ 

「専門科日群 I
（福祉理論）」の中

より， 18単位以上

選択必修。

---------

「専門科日群II
（福祉実践）」の中 i

より， 12単位以上

・選択必修。 ＇ 

I I 

ー

:
3
 

「＇

3~ 

-- ---- -

| ［専門科目群 Illi 
（福祉環境）」の中
より， 12単位以上！

！選択必修。

4 
—---—-~ 12単位

4 
~ _＿.．̂:．．ツ、―’

i --.  ・~ I 

4 
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ー•- -• -．-
9 •一•一•----~------- - ----------------.. -. ・-. •. 

系 年次およひ単位放 最低修得
授業・科 l」 • - ---- --. -

タリ 1.{l: 2 1l.:． 3り:- 4 { l:. iii f立娑父
-------- ． ー•---- ----- — ー・・・一•- •一 9ー・よ—• ---•- •----• -•--------' -•一•-----・-----. ． ．  

憚 祉柏報論 ② 「専門科［」群 N
-• ・ •• ● --- ---------------..一”―~-•• •一-- --• ~ ••-'-...-..9 - - -—------- --・ -L —• -- （福祉情報）」の中

I、1}：福祉'|責報演習 ② より必修科日左含

l"J --- -- .． 一一 ．．．．一 ----- ·'-----------• み12単位以上這択

[i 環境 I~!- ：雙菰 ］ ＿＿ 必修。

群：知識社会論 • 4 12単位
| N ---------•---•-• -—••-- -------―-•一•一•------- ---•----- 、. ----―------- -•--ウー・ 一•--- -

＾地域情報扉 2 
＇'福—•- ~•---• -----•---——-•--• ← •- - -•一•-

祉 C A L s,1倫
9 、 •'i| i l •-• ---̀  ̂”へ•-• -- --•-• -•--..-------• • •- -• -----•------•• -• -• •一―← • -
| 
，、阪 テータヘース・＇情報ネットワーク

ヽ ------------・---- -------------一

生体情報，］倫
---- ----- --••一• ー・ '-----・--------

紐；十解析・社会調応去
．．． 

・—- -. --

経営学総論
r、Jl: 一―- ---

門福祉ビシネス繭
科 I - --•一—-•---... ••- -•—•••——-------------

l 1福祉経営論
群！ー• --•- •- ＾一

V’l:．活経営蘊
---

/ 

糾地域経営菰
祉！ー一 ー•- •-•-•-•-•--• -• --• •-• --•--- -•--•-••--- ------•-

経i流通産業，誦
営 I • •一—ー・・ •- •-•--•• ••-- ． ---•-- - - - ----

- ，ji民起業家，，倫
, ________ -

NPOマネジメント論
••一• i. ....• --．．--••. -..．．--・ •- -- -—--• ← 

リJで｝
フ

l"ln f苗祉f菜境フ゜ロシェクト研究 I

[ i 

備 ¥J 

＇ 
．． 

l 

L _-—--—•- --

-

―

 

.

-.

-

-

4

 

i
4
-
4
i
4
 

2 
- - -----

4 

4 
--; _________ ----

4 
-- -••一•—---•------• --i 

4 
； 

---• 1, 

‘ )'  
ヽ

~ヘ

2 

”~ 

12単位

．．←一

「専門科[l li(： V 
（福祉経営）」の中
より， 12単位以じ

選択必修。

， 

| 
ーし＿ー 一—― -• ----―---—--

④
 

'----------'8 

肝ク

VIト
I ̂ | t苗f止環j:競フ゜ロシェクト研究IIi 

ヽ

. ------------------ -----—•-—--

！専＇シェンダーと福祉社会
l"J,_ --. - --- - 一―-- - -

伐l 女骨：起業家論
9 連：ヽ．．．．．． ．＿ ＿ ＿ 

i科ヘシェンダーと経営・伯報
I l ジ• ------------

群ェジェンダーと国際分業
・ ン・・ ----

！ ダクローハリゼーションと女性政策
9 | 

-テレワーク •SOHO蔀

④ 

L_ __ _ 

2
-
2
 

単位

L ____ -
「l、t;:i"］関連科Ij群
（ジェンダー）」の

l l Jより， 6単位以

t選択必修。

2

2

 

6 i it ィ立

)
l
 

-
2

、
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4 特設科目群

外国人留予生及び帰IEJ'I・：のためU)履修科11てあり，企業活動全般にわたる tl 4ゞ(Iりな枠組みのJ:III

解を深めさせる科t1てある。

＇ オも：ミ ， 什i欠およひ、 1、it位放 最低修得
投業科 l I 価 ぢ

列 1年 2年 3年 4 1 1:. 単位放

1 1本'l叶化 I （日本U)政治） 2 タト1月）、flI‘f:It)文し＼
帰国’l叫）ための履

11本'l叶］II （日本U)経済） ‘) 修科tl C 

-牛年，；支｛斗11m」U) 

牛．fi 日本1i|hIII(1 ]本U)経貨） 2 中より，修得した
単｛立U)|｝、l, -l iii位

戊 日本文化史人l"J を「学科共通科Il 
群II （総合科 fl

ft 11本())近代文字 2 開） に枷り杵え
！ることかてさる 0

I l •日本とアシアの出版文化 2 

群 日本とアシアU)経済協）j 2 
! 

日本出文収扁 I(，誦JI!! 的人•現） 2 

日本泊文咽論II（文予l,l加人現） 2 

伯恨メティア丈習 2 



i’f‘iオ1占｝li"i',、'11; 1行ifI各U)「＇｝I !.: Tもしき 129 

5. 自由科目群
----------- --------

系 年次およひ単位放
長 業 科 I l 価 杓

ダLJ 1年 2年 3 { F 4 1じ

外［！」 史慨汎 2 

l l 本の歴 史 4 

地 刑 9‘j:'. I ！ 2 
Li ---――--

地 囲 予： 11 2 

地 1 : 
i ： ： 

2 "'じ

已； flt‘予慨，I倫 2 

経 済 闊し 詞

倫丹！＇予概扁 2 
I, 1 

‘ ぶ 教 字概，誦 2 

教育厭刑 I ‘) 
---- ----- - L----

由教育原刑 II 
（教育諜程の邸義及ひ編成 2 
U)方法を含む）

教 職 菰 2 
科,_

敦育心 罪学 2 

1り年心理‘‘戸 2 

i ll 教 育 制 度 2 
――-―-• ---＋―--

視聴此教 育 2 
------------―--↓ 

社 会科教育法 I ！ 2 
li [, 

社会科教 育法 II 2 

社会科教育仏 III 2 

公民科教 育法 I ' ＇ 2 
---------- -------

公民科教育社、 II 2 

）ヽ且Y, 徳 教 育 2 

特 }｝ IJ 、I‘IrI ・ 動 2 

生 徒 1”行 ← ‘t,i 

（進路指導の升I!，，倫及ひJj法： 2 
を含む）

教 fi 相 淡
2 （カウンセリンクを含む）
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系

列
.... 
総

.

，

 ．．． 

ー

ー

［

、

、

、

I
l
 

，
 

ー

ー

ー

ー

ー

長

A
1
 

ノー

A
1
 

ノー

業

‘‘9, i史

，ー、
，
 ヽー，‘、ー

．
 

、、

,

J

1

J
ー

r↑
 

、9

、9

o
j
v
a
J
'ー

りi欠jiよひ i|ti立放
11 

1年
1

ツl

^
d
●
 

9
1
 

ッl
3り：- el { l ・ 

/1111 ¥J 

II ツ】

教 fi‘);,1l;/ I 
('H』)文ひ 'J}役指悦合む）

どヽ、、、．

教 行 f
1
^
]
 

'｝ 
ヽ す

ー
J
'
 

、t
l

II り／
l

〔備衿〕

(l) 自由科ilとは卒業に必囲な叩立数には加打されなし屯)'

きる投業科1lてある。

(2) 本学科におしごは，「］由科Ilとして，教職謀程の科tjか準備されてし)る O

由科日ついては，後掲0) 「教職諜科リ復修」 0)砂［明を参照のこと。

自由に選択囮修することのて

これらの白

VI 授業科目の単位と認定

方法（オリエンテーションて，，5［明する）

各年次において履修しようとする投業科1lは， 1/j：学期(})初めの指定された期llに，所定(})

て囮修lll，計をしなけれはならない。履修l|！請は，年

間の受訊叫両をたて， 単位を取得する、は思人ぷをする学期初めの屯要な f0続きてある。 こ())

囮修lll,iIiif続を間違えたために，授業科目の履修かてきなくなり， その結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もあるのて，

履修叶I品をすること。

以卜．に掲ける注屈'li項を厳‘、『して， i浪りのなし)ように

(1) 腹修申，]fいり提出後は，授業科日およひ担‘り教員なとの変更，追加，取消しなとないよう，

提出する前に授業時間割表に則してもう 判と確認するなと，細心の注認を払うこと。なお，

履修照合日か設けられているのて間違いなく登録されているかとうか必す確認すること。

たたし，履修中請，りの返還または照合には応しないのて必す「学生控」をとっておくこと。

＇ 2
 

ヽ

＼ 股修Itl，心をしていない授業科11は， 受講してもりi位は認められないのて，授業科目のIれ

n1りにあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎屯に行ない，修得単位数か不足しない

ように）j令を期すこと。

，
 

3
 

、

＼ ［，iJ-—-学期の [,i]一時限に 2 つ以 l-^ 0)授業科目を履修することはてきない。 もしこのような

J
~

ノ

4

5

 

/

＼

ヽ

ヽ

重複する投業科日を叫人した場合は，両科[lとも登録無効になるのて注意すること。

一度単位を修得した授業科目は，再度脱修することはてきない。

股修屯泊力には授業科H, コマ・コード番りなと必要巾項を正しく叫人すること。晶載

¥

9

 6
 

/

し

l_→̂())誤りやイ道l]瞭なものは巾讀自体が無効になるのて卜分注認すること。

コマ・コート番りとは，時間割表に授業科llと共にエ人されている番号で， その時限の

(7) 

(8) 

授業科日に［占］1iの番けてある。

履修車叶力は「履修巾ふ［叫人例」 を参照して，黒色ボールヘンで晶人すること。

指定された期日まてに腹修ll国］を怠った場合は，‘芹業の怠思なしとみなされて， 退学処



分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修
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履修巾請をして単位が取得できなかった授業科日については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該‘liするクラスの授業時間以外のクラスで受講せさるを得ない場合は，必ず学部ih務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIlI 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいぱ学年末に

行い，臨時試験は担ゾi教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として昔該授業科日

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない割行によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期木またば芹年未に実施する。

(2) 追試験を希望する者は， ll:^‘りな'li由を証明する力面もって速やかに授業担‘li教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表のJi該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部巾務室に提出しなければな

らなし％

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円である

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期木またば芦年末に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の‘lii亥科目に Fの表ぷがなされる）となっ

た授業科目のある者は，‘り該授業科日の担ー、月教員が再試験を行なう場合，受験すること

ができる。
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なお，再試験は，｝復修（再厨修を含む）したり・度に限り受験することかてきる。

(3) 再試験の受験を，［f11Jされたれは，［ Iり試験受験願Jを字部 '}i務＇脊に提出しなけれはな

らなし＼

なお，再試験の受験料は， l科llにつき 1,000円てある。

4. 試験に関する注意

1．通則

(l) 試験場内ては，ずへて監腎者の指ぷに従わなけれはならなししなお，監督者U)指ぷ

に従わない行には，退場を命することかある 9,

(2) 試験場内ては，惰叫廿1具・持込みを，）『された責料以外のも U)は，すへて監督打U)指

定する場所におかなけれはならなし)

(3) 受験者ば‘;：It,」［およひ受験謹叫1! （追・！り試験U)場合）を，机の 1この見やすし退場所

に捉ぶしておかなけれはならなし）

(1) 試験l}廿始から20分を経過した後は人室・受験を忍めなし＼

(5) 試験間始から25分を経過ずるまては退場を認めなし ¥o なお，監督者か退場を命する

場合はこ U)限りてはない。

(6) 受験者は，試験中監腎者U),j'「n]を得な t¥て試験場を出てはならな t)

(7) 試験の行われる学）月の投業料木納の名・授業時数の l3以 l̂．欠I吊した者は，ぶ験を

受けることかてきなし)

(8) 1内気・ 1i故そ U)他ll:‘りな 'lt由によって受験てきなかった者は， 11判断，月・ 1i故，；I［明そ

の他1E屑な＇ l¥.廿lを，il［明する内lfliを添えて，遅滞なく授業担‘li教員に屈出なけれはなら

なしど

2. 試験におけるが正行為J)懲成につしヽて

(l) 小1Ef［偽をした者につしごは，＇ 9f則第68条により罰せられ，史に年度における ‘li,，亥

授業科lIの単位の忍定を行わなし ¥o

(2) イ汀I:fi裕のあった者U)懲成処分につし)ては，教投公にお t)て審，，義のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分か確定したときは，学長はその旨保証人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする。

1X 成績発表

(1) 成績発表は，アトヴァイサーまたは伽祉環境フロシェクト研究担甘教員より本人に成粕

人を交付する I))て，学部'li務室の指9ドに従って必す交付を受けること。その際，学’l:.ul［を

捉ぷすることし

なお，指定された期日以外には交付しなし＼。

(2) 成粕I))謹価は次I)）り出｝て表わし， 6（）、点以卜をもって単位取得（合格）とする。

（合格）

A: 100~80兄i、
B : 79~7(）凡i
C : 69~6(）』i

（イゞ合格）

F: 59、点以ド
T:追試験受験III

Z:追・再試験(})受験責格なし
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(3) 成績についての疑問，質間等は成績表交付日のみ受け付けるので，学部事務室に間合わ

せること。

(4) 事故，病気等により指定日に成績表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証および委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲示の記入例を参考にして履修申請書を記人すること。
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履修の手引と手続き

I 授業科目について

人文学部国際文化学科における授業科t]は，学科共通科lli詳I~III, 専門）よ礎科ll群，＇り門科

日群，特設科目およひ印廿科目群から構成されてし)る 'iil"l科Ill罪は，且礎科11群，比較文化科

日群，地域文化科目群（日本・アシア・環太平洋文化研究，アメリカ・カナタ・ラテンアメリカ

文化研究），店礎，；，；｛｝，専門閃連科tl群，演習からなるし

なお，「l由科tlにおし)ては，教職諜程，学芸員責格取得およひll本出教授l}]）科llか準備され

ている。

II 授業科目の単位と認定

本学部ては巾位制か採Illされてしヽ る。 iii位制とは，ひとつひとつU)投業科ll （こ＾定の枯準によ

り定められた iii位かあり，履修した投業科llに対して，試験もしくはそ0)他0)方法により学習謹

価をしたうえて，そ0)iii位を認、定する制度てあるしう

iit位0)，忍定は， A・B・C3段l偕U)訓価により fiし,, FU)，，平価はりt位を認、定しなし 9もU)とする。

III 卒業に必要な単位ついて

卒業に必要な単位数は，次の表にぷすとおりてある。

たたし， ['j由科tlは卒業に必要なiii位数には含めなし ¥c

,--
: ---------------. ＇芹部・学＇科

！系列----------------------—· 
学科共通科ll群 I (日本，］h.英晶｝）
---・---・-・・-----・・-・--・・・・--・----------------------

学：科共通科ll群II (1青報科学科ll群）
．――------------------ -- ・・・・-- --

，、I:科共通科目群III （総合科 tl群）
- --.．．．．．．．．.  - -．．—へ．．．．

専 l"l :¥t Ii楚 f:t l. l 甘f
--．．..．．、

専 枯礎科 I!

門 比較文化科目
: --------

科 地域文化科日

I j kt 礎 ii nfi 

li「演 習

80 専門閃連科目
． ヽーー・一 • - - --．． ． ＾ - -• .． ． ． ． ． . . 

I指足された各科ll群より修得した科[l以外
に，以上の科[l群もしくは人文学部他学科

！及ひ経営伯報学部の科目より選訳必修
- - - -

i 1i十
--------、•-

国際文化学科

位数
. - •ー・

8 
~ -------““~ - - - - - - - - - ｀ ------" ＂――----C - - - - - - -

4 
- ～ - - - -—• - ～ C -…----い-̂  ～ - - - - - - - m ~ ---------

8 

14 

12 

,...• -

人文学部
・•--.  

単

2

8

8

8

2

2

 

l

.

2

1

1
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科ll群およひ修得単位数のll安ぱ，次の表にぷずとおりてある。
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I!i l"] 科 Il /if： （選択科Il)の中より 4科1116単位
修得単位数 i

40fii.位 ※指崖された各科l甘罪より修得した科ll以外に，以 1:(J）科日群もしくは人文了'.

部他学科および経り［情報学：部より 1科11 4 iii位

学科共通科Ill罪I (日本晶・英晶）

! nll} IIム'.;:~:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::、2 矛: | 4 iii fI,L （必修）I l本』IIIA • B....................................... 2科l」4単位

（外国人留‘’jを生・帰l月生必修）

2 1 1次 学科共通科ll群II (‘l }＼恨科学科目肝） ・・・・・・・・・・・・ 1科l」2りil立

df I I tl拮礎科 ti 群・•.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4 科 I· •1 8 iii f立

専門科 Il It{ (選択科日）の Il ]より 5科ll 18単位

修得単位数，

3（叫位 ※指定された各科ll群より修得した科ll以外に，以I'.．の科日群もしくは人文芹

音I;｛也学科およひ経賃柏報予部より 1科ll 4り1位

I、i-;: l"J 科 ll lt ( 
[1J際文ィヒ演習 I・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 l'H l 2 ft1.｛立（必修）

，ヽ！） 
＇（ 

．̂ ，
 

3
 専門科ll群（選択科lj) ()) 1 | ！より 8科[.j 30 iit位

修得単位数

36単位 ※指ぶされた各科ll群より修得した科Il 以外に，以!'.•())科 l1群もしくは人文学

i,t|: ｛也’＇戸 f斗およひ経貨'|h報学部より 1科ll」単位

I {,^・；ク＜ ［、り l"Jt斗 Il lt‘f 
国際文｛じ演習II..........................................1科11 6. i it ｛立（必修）

修得単位数

l l単位 リ訓l科tl lt'（. （選択科Il)()) 1 | ！より 2科118巾位

卒業

＼修得単位放

: 126i'ti.{立
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科lllrfは， [,i]I (11本出・英語），詞II （伯恨科学科llltf)およひ[,i]III（統合科Il 

1ffU)：＾系列に分かれてし;るか，それらの各系夕lju)うちから[lll ]人業に必要なりt位につtrて」

にぷしたIリ「定U)叩立以卜を修得しなけれはならなし;e 

(1) 学科共通科ll l|f： l (l l 4臼｛i.英出）

※中位数に 1]1を付してある科11は必修を小す

系

列

り：ム；欠およこl¥ii叶立委父 最低修得
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------------------------------―---------------------―----
： 

系 り一次およひ単位数 最低修得

投 業 f斗 [ l 備 苔

刈 1年 2 {ド 3年 」｛じ i ii { I'［放
------------ -----

、/: Readmg & Wntmg I 

見ノ ‘ 

2 

通 Reading& Writmg II 2 
、-いfら̂ ， 

科
I l Reading & Writing III 2 
l l・ ( 
I' 

Speaking & Listenmg I 2 
I l 

本謁 S p e a k i n g & L i s t e n i n g II 2 
． 

英
叫 Speaking& Listenmg III 2 

！ 

［備考'J
(1) '、ド科共通科日群 Iては，第一外[fl，れとして英語（外国人留学生・帰国生は 11本晶）を

学ふ。うち，英，泊 IA・IB・IIA・IIB (fl本，轟は II本澁 IA・ IB・IIA・IIB) 
は必修科Iiてある。

(2) 炭，冶 IA・ I Bのとちらか 2弔位を修得しなけれは，英泊IIA・IIBを履修ずること

はてきない (Il本語についても 1nl様てある）。

(2) 学科共通科目群II ('I行報科学科ll群）
-- ------—---—-:--—--7 

系 年次およひiit位数 最低修得
授 業 f : l t l 

3.{ l-- 4｛じ
備 苔

ダlJ 1年 2'rl'- 単位数
-----・ ---- 一・と

-------------------- s--」

I学f斗 コンピュ 夕概論 2 IのIt(選中＇l「l'択‘iよ昔{：i必科りf斗修，共‘‘?通。f4 91科c1ii1『位1羊1群））＇人」
If:,・

通/‘ ： 

科 コンピュ 夕演習 2 
I l l_ l罪
II 
＾柏報処罪シ ス テ ム 人 l"J 2 4 単位

ド学 伯 恨 検 索 人 l"J 2 
科

i闘
、1h 報 ftf¥ t 刑 人 | l ll 2 

［備杓J
字科共通科llittIIては，これからの社会て必疫とされる、柏報科'‘j夕．コンヒュータにつ

し戸二l)り、［l，識と技能を修得し、実務能力を義う。
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(3) 学科共通科II群III （総合科fI l「f)

一一
l 

系 加欠およひiit位数 i最低修得

授業科 11 -------·・＿＿＿＿．．．ー•ー・．．- . 備 ぢ

りlj 

地球文化誨 I

(11本と 1It弄I))文‘戸）

地球文化論 II

（民俗と環燒）

‘ヽ"・r-
科

f l: 
ノ‘

！、
叫

：科

[ l 
l i‘f,． 

III 

地球文化論 Ill

（環燒汚染と生態系）

1.q •. 2 "「 3り 」り りi｛立委父

］ 
一

~
 

| 
| 「学科共通科目群

III（総合科目群）」の

中より， S単位以上

選択必修ぃ

J Iじ国際総合講／巫 I

(＇［青報・福祉・シェンダー・
国際交流）

J IじlI:]際総合講附II

(l I本文化）

4
 

ー

4
 

8 単位

．．．＿  ＿ ...•• •••- -.．ー• -•- --• --
総人間研究 I l 

合 （人間と日然）

科

目人間研究 II 4 

群 （人間とハイテクノロシー）
ヽ

)¥. tiil h-jf 1ビ III 4 

（人間と文化摩掠）

•-l 
i 

人 間研究 N

（人間と年齢）

4
 

〔備考〕

学科共通科日群IIIには，グローハルかつ国際的な文化のあり }jを多様な切り［］から学ふ

ために，地球文化論． JI U国際総合溝附を1ftいている。また，人間研究は，学際的な視

、I訊から現代における［人間」の語間題を学ふ科llてある。
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2. 専門基礎科目群

"｛門枯礎科目群は，相li．依存と摩擦とが進む国際的な政治・経済・法的れ1行の見礎を知り，

た文化史的観、＼ばから1仕界史を学ぶ科目を配i買している。

ま

-----------, 

i ¼I 
＇才 I

授
列

---------

l 現代の人間思想
'-------------------------------- -．ー•--、-―-

生命と倫理
I• -•ー、-- -------―--•一•-----

Ii 語と論理
I ----------------------------------- -----------一

日本の歴史と文化
専'- ---•-- --•一•--•- • -•• -•••-- •----

ttt界の歴史と文化
（東洋）

, ____________ - ---
-----------

世界の歴史と文化
l 1 9.l （西 i‘f)

, __ _ 

逍跡と文化遺産 I
（東洋）

-

！珪 I逍跡と文化逍産 II
(j)り洋）

,--------------------- ----------------------------------

都市芸術 I 2 
（芙術）

礎，●●—―•-------.......．

都市芸術
（建築）
----、-

i去の精神と役割
---------- ・ー・ー ・
日本 国慮法

—・ ・・・• - ----•------•.．ヽ＾ー • -t 

社会生活と法
-- -—----------

人間心罪 I
（人間罪解）

, ________ ------- ----

人間心理
(h動」心Hi!）

・• ー・
国 家と政

業 斗t↑
 

ー
、

一

！科

ー
~
~
~
 

,
.
,
.
 

f
 

ir 

II 

人 IBJ 

II 

，現
- - -

社

アシアの女性論

- - - -- ---- --

｛卜次およひ単位放 最低修得
--

l { l.. 2 il:. 3 {l;. 4 1「叶i｛立^
-----------------------------. 

2 「

価
~数

● ー・
(1)←専門桔礎科ll群J

の中より， 14吊位
以上選択必修。

¥J 

2
 

-
_
 

2
 
?1 

2
 

2
 

2
 

----.一•-

2 

---------~-

2 

l」iii位

2
 
2 
．•一●ー•••-- i 

2 l 

2
 

治
.• -．．..．4 

国 際政治 'li↑訂
9.．．． ．....．．．．--...．...．． ．．．．．．-•ー・・ ・

，経済のメカニズム
ト ．． ー・・ ・-• • ヽ．．．．． ．．． ー・・ー・・ー一
国際経済，It1fi 

~....... t...........--••-- •- --... 1 

と 集団

社会，，倫 l 2 
----··•-、--- -—●●●ー．．ー••---•- ～ -••土．．．一● ●ー••-• -•- ----• -
,i f→'芹． 2

代

会 統

•-•-l 
| 

i 

ー・----------------- -----'-----------~ ---

2 

9] 

[_ __ --

2
 

| 
.i 

2
i
2
 

i- ．．ー• •--•一．．． 9

数の技法 と 知

2

2

 
| 
L___  __ _ 



1」2

マ
ボ

lダlj
．．． 

＂じ I}と数())llt界

カ・熱・ 屯磁気

物り動きと思、考＾

物質 u)構 造と変化
i 
1勿質(})奇：ll/Jしと 1汀，［

生命と物質

牛命と物質 II

ft き物

生ilt：スホーツ概，誦

スホーツ科予 I

スホーツ科 ‘̀i’:II 

立
<ャ 業 1斗

内：

ヒ 卜 レ）

l"J 

且

t l 
lり・.̂ 

1卜次およびり叶立数

2 i t-2 3 i l ^ 4 ; 1 i ii f ¥ I I^ わ父
.． ．．． ． —ー・ •-- ...• -• 

最低修得
価 苔

ツ
1
9
1
?
l
9
l
り

/

]

2

2

2

2

2
 

9] 
ゞ
ヽ
‘
‘
ヽ~ 木

r)
ん
！r
 

イ

イ

ツ

ッ

.
,
i
1
1
,
I
 

1

9

/

’

 

:
.
1
.
1
.
i
 

9

9

 

フランス詣

科フランス晶

スヘイン 謁

スヘイン諮tl 

ll
ド

タ

Y
卜贔

f
l
 

~
 

lE] 

LIl 

ィ

.
1
9
.
t
1
 

1

9

1

9

 

•1 

.

.
 

1
 

.... 
9
 

9

9

 

I A 

I B 

I A 

I B 

I A 

I B 

I A 

I B 

I A 

タイ，l/i IB 

マレー・イントネシア詣 IA.

マレー・イントネシア泊 IB → 

； 

'(])第外[1 1晶t「トイ
ヅ叫 lム'¥•I l} ` 
フフンス］fI A • 
I B, スヘイン叫
I A.  I B, ＇1 9 [ El 
叫 IA ・ I B, タ
ィ1)｛iI A.  I I3, 
マレー・イントネ
シア晶 IA・ I B, 
ヘ ト ナ ム 泊 I;¥. 
I Bアラヒア 1)｛fI 
A・ I Bi の内，
し、すれか 1か [Ej泊
l巾位を含み選訳
必修

(2)外い］人留予牛は，
「}よ礎芙泊 I • 11 I 
を加え， 1：j:lll)）{｝以
外 U)科 11より，し、
す れ か lか[K])1{f 1 
り叶立を含み選択必
{I箋

ヘトナム詣
....... 

ヘ トナム泊

1
1
 

1
,＇ 

1111" 
アヒラア

＇ 

ア ラ ヒア

I A 

I B 

I A 

I B 

ッ
]
り
/
l
?
]
ツ
l
ヅ

l
9
]
う

l

^

9

]

2

2

2

2

2

2

2

2

且礎炎

枯礎

［備考:: 

トイツ ,\HI 入 •I B, フランス晶 I¥． I B， スヘイン，点 IA・ I B、中国泊 IA・ I 

B，タイ澁 IA・ I B, マレー・イントネシア出 IA・ I B ・ヘトナム出 IA・ I Bおよ

ひアラヒア泊 IA・ I Bは選択科1l てあり， t ヽすれか l か L•E] ＂hl iii位を必す］復修しなけれ

はならなし＼。なお， Iヽり1"］関連科11に配附してあるトイツ11fiII• III， フランス晶II・ IIl，ス

ヘイン泊II・III, 中国点II・ IIIをl復修するためには，それそれIIについては IA・ I Bを，

IIIについてはIIを股修しておくことか望ましいc

.
1
1
 

/

1

 

.... 
I
 

2
 •11 

1
,
．
 

・・ニー,L 
＂火 II ッ]
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3. 専門科目群

専門教行科日は，「比較文化科日群」と「地域文化科lllt‘(」とかi胃かれており，「地域文化

科lll間は，＜ l 1本・アシア・環太平洋文化研究＞とくアメリカ・カナダ・ラテンアメリカ

文化研究＞ U)こつに分かれている。

また，以l:0)2科ll群の讀科日を学ふ基礎として，それそれのJj法菰とふ沿能力とか巾視

される。そのために「店礎科目」と「且礎，；，＇｛｝」とか i付かれている。これに加えて， 寸付充

丈させるため0) 「専l"]関連科目」と，‘、ド生各自か白分のテーマを掘りドけ，「日際文化演習

II」0)なかて卒業倫文を作成してし)<。したかって，卒業要件を満たす際には， ＾人ひとり

が芹ひたし、[]il"l分野の科llを， 1年次から系統たてて履修し，必要単位を修得することか望

ましし)う

(1) 地域文化科ll群の内容と教育ll原

「地域文化科ll」と「比較文化科目」とかiiftかれており，「地域文化科目」はく ll卜

・アジア・環太平洋文化研究＞＜アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ文化冊究＞ 0）二つ

に分かれている。

この一＾つのく地域文化研究＞を結ふのが「比較文化科ll」てある。したがつで芹生は，

とちらかの「地域文化研究」に直＼圧を置き， これに「比較文化研究」を加えて履修，＇l.両

を立てることもてきるし，また逆に「比較文化研究」を「体として，「地域文化研究一

を併せ学ぶこともできる，

1) ＜日本・アジア•閲）、ぐド洋文化研究＞の内容と教育日標

第一グループから第三クループにおしヽて，古代から現代にわたって， この地域の諮

文化・歴史＇9]を学ふ。

第—・ークループ・・·…古代から現代 1こし)fこる LL本の歴史・文化史（学芸・美術・［芸・

建築なと）・思想・社会・経済・政治・社会・女性・家朕にわたって，文化中心の「 ll 

本研究」 (JapaneseStudies)を行うように構成されている。

この「lI本研究Jては，個別にタテ割りした日本てはなく， t仕界とアジアの中の !I

本として相対化ずる視、！！，i、と Jj法によって，「日本」をとらえてし)<。そのためには，

日本以外のそれそれの地域文化の中に仕む人間か，自分のlit界をとのように晶識して

し)るかとしヽうことも併せて学ぶ

第＾．クループ・..…占代中国と ll本の関係を採り，また I1本の間［Ii]=近代化を，中

囚• I:！ll鮮なと，アジアの語国との国際関係，文化閃係との対比において考える c たと

えは， I 1本は，アシアの中て，いち州く近代化（西欧化・ Ĵ^ 業化・責本 t義化）した

国てある。しかしその「近代化」＝ ［文明lltl化」は脱アシア化てあり，しかも「富国

強兵」路線によってアシア訊[I,]に犠牲を強した1i実は杏定てきない。にもかかわらす，

近代 I1本の文化U)中には，占代中[Ji]文化かI(ll肉化して生きてきた。こ U)複雑て［い間

也を間うことは，そのまま現代の!I本のあり方を考えることに通しることを掌ふ。

責 第：．クルーフ……［東1竹アシアの礼会と文化」「オーストラリアの社会と文化」―環



l」l

｝ぷl'-i'（＇［在］ U）社会と文化」て， これまてU)歴史・地即教育ても極めて1‘一十分な欠ll識しか

/jえられてこなかったこれらの地域と晶ILIU)社会と文化を，文化）』翡＇；：と比較文化 U)

方法によって学ふ

※ 以い）ような科Ilて学んた成束を， さらに］囁祭文化演やII • II」によって深め，

日本を1it界 U)中に歴史的，忍咸と，それそれの地域と文化U)構造へU)HI！解を通して， 1il

際的なコミュニケーションい場を広ける日卜（人間）を形成することを I!さ

また地域文化研修フロクラムによって， こり地域U)文化U)伝播，交流の遺物・遺跡

・責料なと， ll'l内およひl}］外U)現地で芹ふ機会をつくる。

2) ＜アメリカ。カナタ・ラテンアメリカ文化研究＞ U）内容と教filI椋

第ーグループから第：クルーフにお＼ ＼て、こ U)地域の晶文化・ 1け史を学ふ，9

第 ＾クルーフ・・・・・・文化リ）複合体としてのアメリカ研究て， アメリカ U)全体像を捉え

る。アメリカ研究においては，北米）(I：令U)先仕民社会と文化へU)視）はを含めて，多民

放・多｝、神社会として U)アメリカ U)文化U)複合性を，歴史的・総合的に捉えなけれは

ならなし )0 [l［人，ュタヤ系・アシア系・ラテンアメリカ系り移民たちも含めて，アメ

リカか飢ってきた文化，また現に創りつつある文化の内部U)砧I條と可能『l＿とを，文学

・思想・ llf史・社会・女性なとU)視、点から

第ニクルーフ••…•カナダ・ラテンアメリカとアメリカとの関係を‘・ドぶ。カナタもラ

テンアメリカもアメリカと密接な閃係かある地域てあり，カナタ文化のタイナミスム，

アンテス文明以来のラテンアメリカ U)社会と文化のあり）jを知ることによって，それ

それの地域文化の独白‘『tとアメリカ文化と U)外：俣とを‘j:：ふことかてきる＜ーアメリカを

外から捉えかえすために，アメリカか戦ったアシア地域U)視，点からアメリカを見る科

Ilもあるぐ

0 第：クルーフ••…•アメリカとヨーロッ J ヽ U) 関係を予ふC アメリカはillfl民地時代以米

現在にいたるまて，各）j面にわたってイキリスとの緊密な父流を糾持してきたしーしか

しその方ては，アメリカは多民肱l-K]家として保守1生と急進性とかせめき合う文化を

創造している。ここ U)科llては，イキリスの社会， Itt史，文＇芹を予んてアメリカとイ

キリス U)|n]質性・俣質I‘Itを理解するとともに， Iムくヨーロッハとの閃連を視野に人れ

て，文化交流史やl噌祭閃係論なとを通して背以とりり景とか交替し合うような両行の牛

きた関係を理解する

※ また，アメリカをi：たる対象として学んた地域文化や歴史についての学習成果を，

さらに［国際文化演習 I• II」によって深め，国際的なコミュニケーションの場を1』、

けることのてきるt体（人間）を形成することを目さす。また地域文化研修フロクラ

ムによって，実際に悦文化にふれる機会を広ける

(2) 「比較文化科目」の内容と教育ll標

「地域文化科目」を国際文化卯解U)縦軸とすれは，［比較文化科Illi［は横車ll!の役訂l

を果たす。＜比較＞ U）視、[!iU)ない地域文化研究はありえないし，逆にく地域文化＞を抜
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きにしては比較文化研究もなりたたない。

「比較文化科日」のく比較＞の対象は，＜地域＞内の場合と二つのく地域＞にまたが

る場合とがある。たとえは「文化交流史 I （日本：アジア）」「日巾比較文化」などは

く日本・アジア・環太平洋＞という＜地域＞内の科目であり，「文化交流史 II (［1本：

欧米）」「日米比較文化」なとはく日本・アジア・環太平洋＞地域の文化と，＜アメリカ

・カナダ・ラテンアメリカ＞地域の文化とをく比較＞する科目である。

また，「近代化論」「先史文化論」などの歴史に閃する科目，「情報文化論」「映像文化

論」「女性学」など，現代文化の尖端をあつかう科目は， どれも一一つの地域あるいは二

つ以上の地域の異文化く比較＞を基本としている。それはく比較＞という方法によって，

ある地域文化の柑対化を行うと詞時に，その文化のアイデンティティを立[Il［する科日で

ある。

※ 履修する際は，「比較文化科目」をtとし，「地域文化科目」を従として履修註画を

立てることもてきる。たとえは「文学」をテーマとして日米の比較を行う場合，「日

米比較文学」「日欧比較文学」「比較文学論」「日米比較文化」などを柱とし，これに

「地域文化科日」の「日本の文学 I （古典）」「日本の文学II （近代）」「日本・日本人

論」や「近代アメリカ文学」「移民の文学」なとを組み合わせるようにするとよい。

※ 「比較文化科日」をtとして履修する目標は，「地域文化科日」を主として履修す

る学生と同じく，国際的なコミュニケーションの場を広け，閃かな主体（人間）を形

成することにある。「国際文化演習 I • II」「地域文化研修」によって問題意識を掘り

Fけ，深めていく点でも同じである。

13) 地域文化研修

地域文化研修は 2 • 3 • 4年次選択科日であり，本学科独自の国内・海外研修プログ

ラムである。「日本・アシア・環太平洋Jおよび「アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ」

の地域文化を現地において身をもって体験し，新たな知識と視野を獲得することを日的

としている。 2り次における履修は「国際文化演習」を選択する視、点を持つことができ，

3年 以1：の履修ては，演習との並行履修により，効果的な学習が[II能となる。

(4) 国際文化演習

国際文化演習 I （歴史・文学・社会・女性・ふ泊）は 3年次選択必修，同IIは4年次

に選択必修となっている。たたし，国際文化演習IIを履修するには1n]I O)単位を修得し

たのと 1lilし教員の演習を継続して履修しなければならない。

(5) その他の選択科11

指足された各科H群より修得した科目以外に，以I．． の科目群もしくは人文学部他学科，

糸f/i吝I‘打点枯'‘芥 i'船糸沼＇営‘lf,［恨＇芹和｝より 12i札｛立↓、人」•{I参1[}しなければならなし％
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系 列
似低修得

授 業 f斗
f ー

り：．；欠およひ弔イ立萎父
------

1年 2年 3年 4年 1 単位数
----. ・・----- : ---.  --

i 4 I 

---------• 

4 

枯

-- -

，比較文化研究の方法
．．． 

地域文化研究の方法
，＿ 

己語文化研究の方法
.． 

ー ・・

歴史文化研究の力法

礎

ーすL
、

J
 

科

一ー

l li t] 

！俣文化間コミュニケー
ショ‘

”2 
/，i冊

- ------- --

文化人類学 I
I ..  -- -- --ー------

文化人類学 II
ー・

木教文化論
- - -―- ---

！ジェンダーと文化
- ----- -- -

，；沿学概論
'- ------------ - - ---

比 較文化概論
------ - ----

文化交流史 I
（日本：アジア）

比

斗t↑
 較

文

ll 1 
＇ 

化

丑争． 

科

日

4

4

4

 

備 号

2

2

4

1

4

4

 

「'、1;:1"J和Hl甘羊(),ls
，礎科11)」の中よ
Iり， 12りi.位以 J・^
選択必修。

．ー・ー
ー．，

 
単2

 

ー

4
 

文 化交流史 II
（日本：欧米）

日中比較文化
ー・. ．  

日米比較文化
.．．．.．．- --．．-．.. 

ll欧比較文化
.．．.  

先 史文化論

比較文学論

女性学
．．．．．． ． ー・・・一

！ 老人学
,--------' 一，．．．．．．

精神医療学
ー・・・・ ＾ー•一

.．．． 

都市文化論 I（日本）
，．．＾ ●ー

1 社 会心理学特論

発達心理学
,_ ------―..．．--------- ,— 
近代 化論 i 

＇一• -•-•--—-• • -••一— ----•1 -

情報文化論
.． 

映 像文化論 ， 

ー• - -- - - -- ー・・ ・ ．．．ー・一●●ー•-．． ．' 
翻，沢の方法
[ ＇ 4 ―-．．-^ - -•—＋・•-—-寸•• -．．^ ---•• • ．．． 

1 通 訳の方法 4 
ヽ—- --―--• --• --•一•-....． i ●●-, ----—~.....．．．、 t• 一•-- --

： 日米比較文学 ! 4 
← - -9  ← ●＾～・…•~一＾上＾●―、- -----^ t.  ^^-— 

4
 

ー• • - --+ 

！「日il"］f斗ll lt羊(lt
較文化科Il)」(}）

中より号 12iii位
i以 t選択必修。

4

4

 
4
 

一

4
 
4
 
4

4

 
| 4

 4 
- ----------

4
-
4
-
4
4
 

-

.

 

,
 

••. 

12単位
I 

|
-
4
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【ll：ア本／：／／：／／研几を履作する：O】よ4ひ3口氏冬数i]□JfI

．i 日本の社会 II
ア＇ （女性と家族）

. -- ---------- --

シ ll本文化史
一＾一．．．．．．

ア 日本の文学 I（占典）
・← • --•--• ` ― ” ＾ 一

環 日本の文学II（近代）
-

日本・日本人論
------

平 東洋思想受容史
--- --.  - ---------- ・------- -••一•-

科洋近 代 中 国 論
l •-• -•一•-• --•—-• ---- •------•-• 

文近代日本とアジア
----------――-------

目化中国と日本 I（占代）
'--- ---- -- - ---------------- -

叫 中国と日本II（近・現代）
--、...．...... t 

束南アシアの社会と文化
． ．．．ー一• -- ----------- -- ---、•-． 

オーストラリアの社会と文化 i

1 .．．．ー •- -••• -- ------ 一•--•• ---••--••・・・—---- -• t ヽ• し

！環太平洋圏の社会と文化
i 
アジア国際関係向

ヽ••——● • - - ------- ヽー・•- .. -- ．.- -----

I l本，冶学概，誦
．ー・•-．．．．．．． ． . -- --

日本滸と文化
ーー・ ・

l l本語表現註、 I
（表晶・文法•LL を含む）
--- - -

| 
-- -

11本 ..fi表現法II I 
.． n i I 

（文咽）

＇ 

専 地
; ; 

＇ 

域

＇ 

文

門

じ＇ー~. 

科

3
L
 

グ
j,

.
,
 

］
 ↓... --••• -• •--• -..... 

且

礎
！ 

l t f 1 9 

d'-I 

i
'
 

~`9^I 

，
 

太

11本語表現法III
（論文作成法）

i l.1本語表現i虹V
（詞，，倫法）

～
 

↑
ー
・

L-- —•• 

I 
！ 

•[[ 

―

―

 

4
4
-
4
-
4
-
4
 

i_ __ _ 

2
 

2
 

4
 ---- ! •ー一へ•-•-----ゴ

4
-
4
 

l

4

 

J

―
 

ー

2
 

4
 --------. 

| 

28単位

2
 

8
 

単位

-----------→ 

「専門科日群（桔
礎， •i 語）」の中
より， 8りt位以
上選択必修。

I ッ]

l l l 国[;{｝演料
（表ぶ・文法・l」を含む） ッl

î 
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【アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ文化研究を腹修する者】
- •ー・ ？・ ．．．．． し ●●●ーー•• •- -••.. ..．.． ------ -------------- ------- 、.. ＿.. ... .~ ... t̂-• ~ ——• ● 

I 年次およひ単位数 最低修得
'-•一•、__ • ••••-- -•-....-.. 

1年！ 2年 i 3年 4年 l iii位数
•—•• ^-+—•—•••••—•-.. .T. ....----••-•. ----.._;_＿----
1 . 

. 

-~--、t-_＿.． 

系 列 授 業 科 l l 

---- -------- ------- -

1 アメリカ文化概論
9 • -- - . . .  --•.,.. -.．̂ 

I 
アメリカ文‘芹概論
，．．．． ＾ • -一

アメリカの歴史
．．．． ．．．． ．．ー・・・

Iアメリカの思想
9. -.．．---9 • • --

アメリカの社会 I
（政治と経済）

—• J | ”-．．.．．．． 

メ アメリカの［士会II
I リ （女性と家氏）
：力，•-一•----...., •一．．．．．

i域 ・ 多民族社会の文化
； カ ・・・・ 、一 9--• -- - - • -.  -

！ナ 北米先住民社会と文化
，夕 1.., ．．．．．、-..．．．．．．．．...-......． 

文 ・ カナダの社会と文化
i ラ，ー9--•- ．．，．--．．--. ．．一

1 テ 1ラテンアメリカの社会と文化
ン，＿．．．．．—．．．- •- ・•, -...,---~-----

ア ラテンアメリカの歴史
メ .．．.. 

リi近代アメリカ文学
カ，．．．．．．．．．．．．．．—．．．．．．-... 9 ----• -•......... 

文北米先住民の文学
ィヒ i.．．．．．．． ------——- -． ＾^---- ．．．ー•一•••→一

研 アメリカ少数民朕0)文学
究 （アシア系アメリカ人軋人文学） l 

ーー・・ ー・・ ．9 -．．．．＿ ＿ 

ヨーロッパ世界とアメリカ
-- ．．^ 

ラテンアメリカとアメリカ l
”...．．．．．.．．．．--------• • • 9--4 

アジアとアメリカ
| ．． ． ． ． 9, ．，ー••ー・・ ・・・ ---• ----．． .. .---—•••-•-
移民の文化

.. ---------- - ---------- --

アメリカ現代文化論
-̂• .. 

地 域と文化
,--------'' - -.. 

イギリス社会史
- --- --------------------------

英米文化交流史
, ______'-------

近代西欧思想
’̂  ＾^ ―,--

近代イギリス文学
＾ ^．．．．＿ ＿ 

英語学概，，倫
一ヽー ・・ 、一 • 9 --• 

1 アメリカ社会の文化と英語
- --

！英語表現法 I （発音）
I - ----~--------------- - ---

I英語表現法II （文法）
L•- -•- - -9一

英語表現法III
ー•• - l 

| 

（論文作成法） , • 2 
I英語表現法N

-------' --• ••- -.  | 

l ＝五 （討論法） !_ 2 |卜•----- ---• ----• --」--- -7 •一—• ↓—」,
叩 スペイン語演習

| （表記・文法 •LL を含む） 1 2 
1 フラシス語油習 ］・ ・9 - -+• 一？ーー•一— 7 ! 

l l -! ! （表記・文法•LL を含む） 2 I 
- - -- --- ---------_ | ＿〉----•-- ---—•• l 

i I 

且｝：＇地

＇ 、

、
E
 "r_ 

I化 i
！ 

I科

禾斗

l I 

群

11 i 

止

礎

t, ，
 

備 苔

ー•―|

| 

4

i

lー

4

.

 

i 

！ 

寸

| 

← •.... _、-—

! 4 
→..．．..．．. ．＿ ＿ 

i ! -l 
---_;__．ー•--9• 一こ＿＿•-ー•--•-—---•---------t --t-•--―----

i i 4 
•―了―•- -•--—•• • -• --------

' 4  

→一

4
A
4
1
 
4
 

4
 

ー

．

．

 

1
-
1
.
 

I 
2
 
2
-寸

~

--i 

-----―-------—-- -1 

「'、l}:F'］f斗l1 1詳(I也I
域文化科目）の

| （アメリカ・カ！
ナダ・ラテンア
メリカ文化研
究）」の中より，

! 28単位以 I選訳
必修^

28りi位
' |  
I I 

--- - : 
！ 

-

．

1
 

↑

,
.
9
」

ー

4
1
 

-．
 

4
 

4
-
4
-

ト

'-------••『-- -̀ 

i 「'、11-l"l禾斗l1甘羊(lt
礎言．＂廿）」の中

1 より， 8 i且位以
， 上選択必修。

.］. 
8
 

＇ 

L"-
.，
 

単
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【専門閃連科目】
-~---一・一• • --- ---• -----• -- -- ---- -- --

年次および単位数 最低修得
----- --------------- ----------

1年 2年 3年 4年単位数
--•一•ー・ ．．．．． 巫 • --•• - - ．- • --- -＿..． ． -•・一、,. - -•一→ーー• —•• ● ← ••••• -．．----→---------- •ー と一 ——• ● ••—• ---•一一

国際文化演習 I（歴史） 1 2 [ （l)国際文化演習
•一へ•一•―- -• --- ---―-•一•-- -• ----•—--•.. [ '• •一• - --_ ＿＿------ I （歴史・文
国際文化演習 I（文学:) 2 : 学・社会・女

—•—` -̂-- - .^．．．．..．,，. .•—--.C.. ..•--•- ---•••---- ＇性・言語）の中
国際文化演習 I（社会） ! 2 より， 1科目 2
．．． ー•ヘヘ ー• --- -．'- ----. -- - --- -- --・・^ ＾・・・ 単位を選択必
国際文化演習 I（女性） i 2 ! 修。

•--—--～ ＾一””-．一＾一• -•-—--• →―＾  ←一

国際文化演習 I（ふ泊） 2 
- ----- •-....--••-•-- -.-..—•--•- -• 

国際文化演習II（歴史） 6 
（卒業論文作成を含む）

••• --

国際文化演習II（文学）

__‘―---― 1 1-

（卒業論文作成を含む）
------------·-----------— 

国際文化演習II（社会）
！ （卒業論文作成を含む）
i--• •--- -

1 国際文化演習II（女性）
（卒業論文作成を含む）

系 廿
リ夕 授 業 科 ti 備 考

専

I門
＇ 

科

~ ． 

群

‘ヽ．．2

限！

習

専

1 I ll 

関

連

科

[ l 

国際文化演習II（□語）
（卒業論文作成を含む）

． ー・―--—• --

地域文化研修
! （日本・アジア・環太平洋）

ー ・・一^ ．． ．． 

i地域文化研修
（アメリカ・カナダ・ラテンアメリカ）

--------

ドイツ語 II
• -

ドイツ語 III
--------------

フランス語 II
`——•-

フランス語 III
------- ---------

スペイン語 II

スペイン晶 III
［一一• -、--------------•—--....... 

：中国語 II
I -- ．．---•一•••一ー•--•-- •-..-- --

中 国語 III
I -- ---- --••一•ー・・一

1 国 際法
--．．．. 

囚 際関係論
一ー ー・ • - -• • --．．- -•.. 

国際政治韮
＾ ●”̂―--.．．_ _、.．．....-- -•• 

国際経済学免
------

国際経営論

[_ __ 

， 

↓. 

ー

，

4

一~、一

2 

......• 

2 

・・・・・-・・・・・-・・・・・ ー・・ 一・・・「

2 
「.．．--• •---•--..., 

2 I 
り／

2
 

.i _＿.. •- •----•• 

2 

-
6
 

~
 

_L-—---

6 

-
6
 

,＇

i
 

r, 

2
 

2
 

ツ
l

4

4

-

4

4

l

6
 

8単位

I 

12単位

149 

(2)国際文化演習
IIを履修する
には，同 Iの
単位を修得し
た同じ教員の
科目を選択ず
ること。

［専門科目群（専
I門関連科目）」の
！中より， 12弔位
I以上選択必修。
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系 夕ll 授 業 科 l l 

i
f
 

け、

＇ 

i
f
 

ー f
9
 

ー 、1I, J 

l

}

l

f

 廿

9

‘

‘

.

 

日

ー

禾

ー

,
9
 

l"l 

閃

連

l9]際糸怜常且升咬，；命

！危 融
--

国際間発扁

I ll本介業，誦

流通 I}［業菰
ー ー・・・

サーヒス産業倫

環境心理浮
1- - -- -----

囚際責源論
- - ． ←  

科

I l 

r

.

,

 

l
f

文沿

ー
、4

1
 

・
彦
＿
1-I-

-
I
_

＇-

・
氏

f

＇ 
ー
；
人
，
1

l

i

 

ー
）

i

9

4

 •• 
•II 

4
 

父

―

,

^

-

.

 

ー

2
-
4
.
l

佐
••-

.

.

 

;
L
 •.. 

9
ー

.

-
`
1
-

~
A

・

i
.
I
I
 

ヽヽ
f<

3

,

 

1
)
 

Y

十

・

よ
＾
＾
ー
1

.

~
 

、

I

I

.

3

.

 

キ

イ

．

一.
2
-

欠
．
ヽ
(
[

:＇ 
．

．

 

-

E
l

〉

~
 

／

ー

＿

ー1ー
ー

千

・

価 名

1

4

1

-

1

 

ー

系

列

特設科目群

投 業 f斗 [ j 
年次および単位数

-- . 

| l {-i―- 2年 3'{î 4 { i—ム
―--

2 

最低修得

単位数
備 ¥J 

日 本 '-li 情 I
（日本の政治）

日 本 1i 1li II 
（日本の経済）

牛か • -．．．．．．．．... - - -----••- -．．．．．． 

日 本＇＃伯 III
I (日本の経営）
設 i-----• -．． 

日 本文化史人門
|―-------•...- ----—----------．．．-•一

科 1 日本の近代文学
l l. -----―----• • --

日本とアジアの出版文化

日本とアジアの経済協力
• - --ー-----―-------------------- -」

群日本語文咽 論 I
i (,1倫理的表現）

-

日本語文章，誦 II
（文学的表現）

コンヒュータ実習

［備考・〗

牛恥没科tl群は，外国人留学生・帰国生か，それそれ日本語と日本の文化・歴史・経済・

政治等の枯礎知識を修得する科目として附いているし

f

ー
＇

2
 

2
 

•• 

ー

j
?
]
-
り
/
]

2 
s• ••-••―ゴ●●●●●—-- •ーヘ•

2 

ツl

外国人留‘‘f寸及ひ帰囚
.i[0）ため一ーの履修科目 ' 

I 
(l) 「|l本1叶fiI. II 

• • III」 「日本文化史
人門」 「コンヒュー
タ実晋」において，
fl参（サしたりt位(})内，
8単位を「学科共通
f1目群III （総合科目
群）」に枷り替える
ことかてきる。

(2) 9日本の近代文学」
| 9日本とアシアの出
I 版文化」 ［日本とア

ジアの経済協力」
「日本語文収論 I.

II」において，修得
した単位の内， 8単
位を「リ｝門科目群
(fヽ り門閃連科目）」に
枷り替えることかで
きる。

9] 
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5. 自由科目群

---------------------------------~--——• •-—- ^ 

系 ・年次および単位数

授業科 ll ● ^「――•-•----- •ー、＿ ＿＿ ＿ ＿ ＿＿ ＿ 

i 1年 2年 3年 4{|―! 
C- - ----"  - ---- -- •-•-—ー・ •- --•-•-. •----••---•• 

4 ! 

. •- -―--• -• --••- i 
4 

fie
用,h"＇ 

-- --

日本語教 授法 I
（音声）

,-、----•——----―- - ---• --- -- • ---------

＇日本語教授法 II ! 

（語彙）
--------·-— 

日本語教授法 III
（文法）

日本語教授法 N
（教材・教具）

- -

白日本語教授法 v
！ （評価）

―------ -•---—^----l _ ＿ ＿＿ 

日 本語教授法 VI
（教授法）
--・-、-～ - -- --・-------

i 日本語教授法 VII
i （演習）
1-•-------------

ボランティア活動 IA 
由—- -----——-------•-—--- --＿_＿ ------

ホランティア活動 IB 
一—-- - -~ 

ボランティア活動IIA
, ____________ -- -------

ホランティア活動IIB 
--------------- ---

博物館概論
------ -- --------------------- -j ---

科，博物館学各論 i 

i ;__ ・- •------- - --------—-- -----
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占文，t[ 学
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------- -------------
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------------ ----- - - --- -
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・— -----．．．—一ツ•-----------I ・．り道 I(，り‘Ij：中心）
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-＇．, ー
系
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＂ー夕
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．ー• ----

地 理 学 II
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！地
I. 

I法

2
 

「：＇’_↓

2
-
2
-

-j,1_ 
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経済原
~一．．．

倫理学概
I ^ ＾ ^ 心 ？ 9, ．＾へ••へ●ー• --●●ー•一．．．一

自宋教学
| 

概論
! ••• •---

！教育心理学
ー•----．...．．．..．．．．...．．^’^マ^～9 -•-•......... • -• 1 

青 年 心罪学
： 

． ． ＾ ’^ 'へ^”-．．．． ．．．ー•一ー．．．．．．一 ~ 

制度 ！ 教 育

国語科教育法 I
~..• -．．．．．．．． 

由 国語科教 育法 II

国語科教育法 III
--

社会科教育法 I

斗夭↑

目

公民科教育法 I
,----------------------

公民科教育法 II
←- --------

英語科教育法 I
--

英語科教育法 II
---------------

英語科教育法 III

．．．． 

年次および単位数
l ―---

2年： 3年 4年！
~----------~------------
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9
,
1
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（カウンセリングを含む）

総 合 演 習 I

-------1 
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--,._.. 

:
:
:
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・-----------------------------------------------------------

系 年次およひ単位数
授業科日 ・・・•---•-- -• 

1年 2年'3年 41じ
ー・・・ →・．．．．．．

2 

ダIJ
-- -

総合演習 II

教育実習 I
（粕iij及 ひ'li後指導を含む）

習 II

3
 

備 ¥J 

教 育 実

［備杓J
(1) 印廿科日とは卒業に必要な単位数には加算されないが，白由に選択／復修することがて

きる授業科ilてある。

(2) 国際文化学科においては，日本語教授法，学芸員賣格のための科日およひ教職課程り

科目か準備されている。日本語教授法に関する科目，学芸員責格(})ための科目およひ教

職諜程の科目については後掲(})「日本語教授法閃連科目」「学芸員資格」「教職課程科目」

の況明を参照のこと。

2 
'--—-•--•-

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は、毎学期の初めの指定された期日に所定の Jj

法（オリエンテーションて説明する）て履修Ili，店をしなけれはならない。 1復修Il1,1}『は，年間

の受溝，；十画をたて，単位を取得する怠思表ぷをする学期初めの直要なF続きてある。この履

修巾，1t,l手続きを間迎えたために，授業科11の履修かてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業がてきなくなる場合もあるのて，以ドに掲ける注訟'li項を厳守して， 9,呉りのないように

履修巾，；打をすること。

(1) 履修叶l，晶甚提出後は，授業科[lおよひ担‘り教員なとの変吏，追加，取消しなどはないよ

ぅ，提出する前に授業時間割表に即してもう一度確認するなど，細心の注訟を払うこと。

なお、履修照合日が設けられているのて間違いなく登録されているかどうか必す確認、する

こと。ただし，展修中，；lilりの返遠または照合には応じないので必す「学生控」をとってお

くこと。

(2) 履修l|l"介をしていない授業科[lは，受講しても単位は，忍められないのて，投業科目の叶I

uf＼にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎屯に行ない、修得単．位数かイヽ・足しない

ようにJj全を期すこと。

(3) Jii]一学期のI五］時限に 2つ以上の授業科tIを！復修することはてきない。もしこのような

屯複する授業科日を晶人した場合は， 1,1,j科[|とも登録無効となるのて注訟すること。

(4) 一度単位を取得した授業科［」は，再度履修することはてきない。

(5) 履修ll1,Ili内には授業科II, コマ・コート番号なと必要'li項を正しく晶人すること。記載

I••U)誤りや不明瞭なものは叶I,ili 自体が無効となるのて 1 分廿•^.，認すること 3

(6) コマ・コート番号とは，時間内lj表に投業科IIと共に叫人されている番けで，その時限の

授業科日にl,1i|{iの番号てある，う
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(7) ／役修lli，山内は『XI復修叶1，山内叫人例］を参照して，黒色ホールヘンて心人すること 0

(8) 指定された期Ilまてに1復修Ill，山を怠った場合は，字業U)邸息なしとみなされて，退＇芹処

分となるいて捉出期日を厳守ずること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再／復修

股修叶Itil1iをして巾位か収得てきなかった投業科11につし □ては，次｛「度におし:て再ひ1役修

することかてきる

2. 規出外／復修

設りするクラス())投業時間以外())クラスて受講せさるを得ない場合は，必ず和'tll'H務室

に相，，炎すること。たたし 1り次生の規定外）役修は1原則として認めなし）。

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期，；式験と臨II、}ぶ験かあり，定期，式験は1泉則として学期木またば＇；：年木に行

し',臨II、1J：試験は担‘li教員の判断により適'1'(.f［われる。

(2) t,すれの投業科lIも投業時数())1/3以卜欠席した場合には， I泉則として‘出亥授業科ll 

())受験責格を失う。たたし，病気または正‘りな理由により長期欠料の場合には，特別に

配應されることかある。

(3) 試験の時間割は掲ぷにより連絡ずる。

（1) 授業科llによって論文（レホート）捉出によって試験に代える場合かある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得なしいl叶打によって定期試験を受験てきなかった者に対し， I爪則と

して予期木またば戸「木に実施する。

(2) 追試験を希州する者は， lじ‘りな 'li由を[9l［明する，l｝lfllをもって速やかに投業担‘li教員に

届け出ること。

(3) 追試験は，成粕表())‘出，亥科llにT()）」く1Jくかなされた場合に限って受験することかてき

る。

なお，追試験は，／復修（再履修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部1i務‘脊に提出しなけれはな

らなし％

なお，追試験の受験料は， 1科目につき200円てある。

3. 再試験

(l) 内試験は， I恥則として字期木またば芹年木に実施する。たたし，授業科目によっては

再試験を行なわない場合もある。

(2) 定期試験の結果，イ＜合格（こ U)場合成舶表の‘!i該科日に Fの表ぷかなされる）となっ
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た授業科[lのある者は， ‘ji,；亥授業科［lの担‘り教員か再試験を行なう場合，受験すること

かてきる。

なお，再試験は，底修（再履修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(3) I!［試験の受験を[[fujされた者は， 「li}試験受験願」を和嗚’li務窄に捉出しなけれはな

らなしヽ。

なお，再試験の受験料は， l科11につき 1,000円てある。

4. 詞嗚突に関する注意

1．通則

(1) 試験場内ては，すへて監督行の指ぷに従わなけれはならない。なお，監督行の指ぷ

に従わない者には，退場を命することかある。

(2) 試験場内ては，惰日じ）廿具・持込みをr1午された責料以外のものは，すべて監腎者の指

定する場面におかなけれはならなし l。

(3) 受験者は学'1詞l［およひ受験謹叫1E （追・再試験の場合）を，机U)卜の見やずし遺詞f

に提ぷしておかなけれはならなしど

(4) 試験間始から20分を経過した後は人室・受験を忍めなし）。

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を忍めない。なお，監督行が退場を命する

場合はこの限りてない。

(G) 受験者は，試験中監腎者の謹̂11Jを得なし rて試験場を出てはならなし )3

(7) 試験の行われる学期の投業料木納の者・授業時数の lり以 t欠／紺した者は，試験を

受けることがてきなしヽ。

(8) 的気・ 'H故その他．l［‘りな 'li由によって受験てきなかった者は，診断悶・ 1i故証明そ

の他11:.‘りな 'li由を』［明するよlhiを添えて，遅滞なく授業担‘li教員に届出なけれはなら

なし l。

2. 試験におけるイ汀臼げ、tU)懲成につし:ご

(1) 不l.［行為をした者につしlては， ‘‘i嗅l」第68条により闊せられ，吏に年度における ‘li該

授業科llリ）単位の品定を行なわなし＼

(2) が1E行為のあった行の懲成処分については，教投公において審ぶりうえ決定する。

(3) 教授会の決＇正により処分か確出したときは，＇ヽ j:：長はそ U)旨保訛人を｛｛喚して通知す

ると共に‘ヽ戸内にこれを公ぷずる。

1X 成績発 表

(1) 成紹発表は，アドヴァイサーまたは演背担‘ji教員より本人に成紐表を文付する(})て，予

部'li務‘哨の指ぷに従って必ず父付を文けること。そ(})|；祭，‘、f:'l:^)』を提小すること。

なお，指出された期11以外には父付しなし、

(2) 成糾(})19平価は次の叫けて表わし， 6(）、点以I^在をもって単位修得（合格） とずる。
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（合格）

A : 100~8(）），凡

B : 79~70点

C : 69~6(），点

（不合格）

F: 59、点以 l‘'

T:追試験受験III

Z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成粕についてり疑間，質間＾、りは成糾げごと付lI u)み受け付ける U)て学部'li務‘哨（こ間合わせ

ること。

(I) 'H故，栢気笠により指定11に成糾は豆）交付を受けられなt)場合は，代理人を定め，成禎

｝豆）交付を受けること。そい場合ば［牛mll：およひ委仕状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲,J;()）叫人例を参ぢにして）復修Iれ晶力を晶人すること。
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履修の手'31と手続き

I 授業科目について

人文'‘j噂l；伽祉文化‘j:：科1こおける投業科1lは，憎叶II］をキイワートとして輻広く［文化」を捉え

ることかてきるように，学科共通科111廿I~III, I、1il"l枯礎目1lllf, ［り1"l科Illif I ~ VI, 1、1「"支科I!

群およひ，白由科tl群から構成されてし)る e i‘f'：生か 社公fi叶11:I:~ 、之験責格や It1公伽祉「'li」

任）廿責格（児童福祉口j等も詞様）を取得てきるように科IIを配iiりしている，、

なお，目由科Il におし)ては，教職に l½lするり門科 11 か li叶ih されてし)るし

II 授業科目の単位と認定

本` j恐1にては巾位闘を採／IJしてし iる iiWi制とは，ひとつひとつ U)長業科11に＾定()))lしりにより

定められた叩立かあり，履修した投業科llに対して，試験もしくはそ U)他()))jiムにより予習，I‘l'価

をしたうえて，そ U)巾位を，忍定ずる制度てある

単位U)，忍ば：は， A・B・C3段1附ド），，平価により fiしi, F u)99‘I'価は巾位を認応しなし iもU)とするし」

III 卒業に必要な単位ついて

卒業に必嬰なりt位数は，次り｝ぶこぷすとおりてある

たたし，白由科llはが業に必嬰なりi位数には含めなし;つ

予乳I; •‘‘jt f斗

系 列

学＇科共通科 Illii: I (l l本出・及泊）
• --• ----------------------• ~ ---------------------

学科］［通科ll li f II (‘Iり報科学科111詳）
-・---- ・・・--・-・.... -- -... ・---- ・・・--・ 

学科共通科Il群III （総合科 11ltf) 

専門且礎科ll群 (Jji}、 と 人 l"l)

専門科 ll群 I （人 間）
-・--・- ・・・・----.. ・----.. --- ・・---

且;:l"J科 fl群II （現代文化）
-------------------・-------------------・---------

専 l"lf斗 Il l罪III (tf: ~?. J:也i或）
ー・・・• ----- -- • -- • -------- • - • - • --・・ - ・・-・-・ ・---

"{ |"l科 11mw（伽祉 1)
------・ ・・・・--- ・・・・・・・・・ ・・・・・・-- ・・・-・・ 

1.li l"J H l J rr羊V (fid tll: 2) 
-・・・--・ ・・-・・-・. ・- ---・---・・ ・・・・・・-・ ---

専門科 [l群VI （演習・丈習）

指定された各科I!l詳より修得した科I!以外
に，以上の科目群もしくは人文学部他＇芹科
及ひ経営柏報学部の科tiより選択必修

I, l』

人文字部 福祉文化字科

iji. 11'［放

8 

6 

12 

8 

12 
~ --

10 
---

16 
---

16 
―”― 

11 

12 

12 

126 



人文＇凸 'il：履修U)了り1と「続き 159 

N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科日群およひ修得単位数のIi安は，次の表にボずとおりてある。

学年

1年次 ！ 

修得単位数

巾位数の日安
• ー・--------- -- -

予科共通科目群 I (l l本泊・英語）
英 語 IA・ B..・・・・・・・・・・・・・........................2科tl 4単位 （必修）

l -1本語 IA • B ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．．．．．.．．．．．．．. 2科日 4 iii ｛立

（外国人留‘芹生・帰l:El生必修）
学科共通科目群II (＇I青報科学科目群） ・・・・・・・・・・..2科日 4単位

学科共通科ll群III （総合科1_1群） ・・・・・・・・・.........2科ll 8単位

内：門拮礎科 1]群 (Jj法と人門） ・・・・・・・・・・・・・・・・..2科Il 4単位

福祉文化概論•福祉文化研究の方法（必修）
のどちらか 2単位を含む

江il't] 科 f I 群 I (人間） ・・・・・・・・・・・・・・・・・•.．.．...．． 3 科11 6 単｛立

専 l"J f斗 日 群 II (現｛し文ィヒ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・•.． 3 科 t | 6単｛立

-----1 

36単位 ※指定された各科日群より修得した科目以外に，以卜¢)科日群もしくは人文学

部他学科およひ経営情報学部より 1科日 4弔位
． ．．．ー •---• -•..-------- -------------、------•-- -• • ••----• ・・ヘー•- -• •• ••-• ----• --• -• - .． - -• • ---• -••- - ---

学科共通科11群 I (l l本晶・英語）

〗本：り［［文．．心：： ： ：．．： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： •. ： ： ： ： ： ： ：旦[il] 1悶認（必修）

（タト［国）＼f｛f学'.It.＇州｝［ Iンl’l・：必堆各）
学科jし通科ll群II (＇1青報科学科ll群） ....・・・・・・・・ 1科l」2i it位

学科jし通科[.l群III (総合科il l詳） ・・・・・・・・・・・・・・・・..l科ll4単位

2年次 専門枯礎科日群 (Jj法と人門）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科l]4 1ii位

修得iii位数

糾祉文化概論•福祉文化研究の Jj法（必修）
のどちらか 2単位を含む

＇、り llf]科 l1 l罪 I (人[HJ)...........................2科l.l」単｛立

l "｝： I l'] 科 目 群 II (現｛し文ィヒ） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll 4りif立

| 9、If.I"] 科 ll 群 III (社会 ・地域） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科114単｛立

f、1il l'l f斗lllit N 01Mu:l)........................ 2,¥斗-IJ 8 qt｛立

リJ:I i t•J fべtII lff V (礼Mt!:2) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.. ・ 2 f'tl I 6 rji. fi'l 

4岬位 i ※指定された各科 I!群より修得した科 I!以外に，以 I•:()) 科 I ll罪もしくは人文＇芹

部他‘t'：科およひ終i閤柏報学部より 1科ll」in．位
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1,＇ 

3 i lこ；欠 r_t;: l"J科 II群 N (伽祉 1)........................ 2科tl 8 i itィ立

ry l"J f斗11lff V (佑lt1l:2)........................ 2 f斗ll 8 i ii { ¥, I-

専 IHJ科 ll群 VI (演村・‘)こ音） •．．．．．．．．．．．．．．．．． 2 科 1 l 5単｛立

il各i!｝ i itィ立数
35巾位 ※指定された各科Illifより修得した科11以外に、以卜の科Il lffもしくは人文芹

合1外也‘[：f1およひひ条fi;『|1＼点札‘['.；fI；より 1f斗Il l iiif立

ア、!)
 

、
i．．

 /
i
 

ー

専 l"J 科 11 l罪III (f l．会 ・地域） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 科l1 4 iti. {＇Î 

[!f | 1 [J科 lltff VI (演甘・‘)こ背） ・・................3科Il 7単イ立

修i!l: i it ｛立数
l l iit位

卒業

修fげ',ii．イ立数
126(¥i．位
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科日群は， 1raJI (f l本語・英，轟）， [ri]II（情報科学科日群）およひl[i]III（総合科ll 

群）の二系列に分かれてし)るか，それらの各系列(})うちから「III卒菜に必要な弔位について」

にぷした所定の単位以上を修得しなければならなし＼

(1) 学科共通科[l群 I (11本語・英語）

※単位数にOfl]を付してある科目は必修を示ず。

I 系 年次および単位数 最低修得

授 業 科 l l --------------------,-- 備 衿

！ダLJ l il:2 {I:． 3 1[ 4年：＾単位数

---- -―------ •一•----- ----- [I ---——• 9 -―--―--•丁 ―-- •一ー•---------• - -

: ,• ．央99・合，1l9j.1 I A ② 

---------------------――------------―土＿＿

英 ，ili I B I ② 
学，ー一••---- ---•••--------- ------------ - 」＇ ．—●●●ー・・

ii 英 語 II A 
[i --、_＿＿--—• ⑨ : 科・—----• -------•--• ••-- ----―ヽ•-----•--• -------l------- -_, --~ 

I 英語 II B ② 

ノ.it‘ しi ＿ ．． •-一ー•------ -----•--• --••---..... 

英語］II 2 

，| 通！ ―•一•---------- -•——------------ -------—--- ----—• •—• -----— ヤー―------

英語 N 2 

科 -----------—•—- --―--—-——--• • • ·—----—• → -

！日本語 I A ② 

l 
8 単位 外国人留掌生・帰

, I、I--- -- -------- ----------•—-------— + - ----~-- ----- ----- ---- 国生は 9日本泊 IA 

日本語 I B ② | ・ IB, IIA・IIB」

群 ”ゴ—--------------------→ を第一外国語として

| | 1本語 II A ② ，必修。
； 

i I 

日本忠 II B ② 

fl --

本： Il 本泊 III 2 

" {} | 
i 

l i 本出 N 2 
英

晶英会請 I 2 

英会，，占 II 2 

仇会請 III 2 
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系

9
.
,

＇ 
り―-；欠およひiii位数 最低修得

ヘタ
．

1
.
＇
,
＇

,
9
 

投 業 科 ll 備 杓

1年

予
科
共
通
学
科
群

I
(
1
1
ト
出
．
＂
央
泊
）

9

.

,

.

,

．, •• 

,
9
9
,
．, 
•• 

_,．
9
 

•• 

＇, 
．．
 
,-

Reading & Writmg 

Reading & Writing 

Reading & Writing 

II 

じ

2

)

I

 

／
ー
i

ヽ

2
 

3年 4 1 t:． 放LIÎ
 

＇ーrl̂
 

、i
ヽ
ー

III ッl

Speaking & Listening 

Speaking & Listening 

Speaking & Listening 

ー

II 

?l 

ツl

III ?l 

［備り

(1) 学科共通科ll群 Iては，第・→外lk]出としてり贔｛t（外lk] 人留学牛・帰lEVi:• は 1 l本泊）を

学：ふ。うち，災泊 IA・ IB・IIA・IIB (ll本，れは Il本泊 IA・IB・IIA・IIBJ

は必修科llてある Cぅ

(2) 英泊 IA・ I Bのとちらか 2単位を修得しなけれは，

はてきない (Il本出についても同様てある） C

英泊IIA・IIBを）復修すること

幻

系

列

，
 

＇ 

v
 
•• 

,
 

,、［オ斗）し追1Nlll詐II

授 v1/: 木 科

(‘| I'i f枯ft'］をf:tl i l「f)

11 
年次およひ巾位数

1 { I -． 2 { I.. 3 { I ^ 

．． 

最低修得

4年巾位数
備 苔

コ芹
科
共
通
科
11群
II

ン ピ ユ 夕概論 ツl

コ ン ヒ ユ 夕演習 I

「学科共通科ll群
I I (‘Ili点艮f斗＇］をf斗|lt乍）」 ＇ 

の中より， 6単位以，

「選択必修。 I 

2
 

（
伯
報
科
学
科
日
群
）

●

V
 

1責報処雌システム人 llfJ

En 

J
 

じ
日,-ヽ

報

七＂ 

検

が';
i i 

索

理

人

人

門

I'’j 

2
 

ヽヽ
'（
 

i且位

9] 

〔備考'J
学科共通科Il群IIては， これからの社会て必要とされる，‘伯報科学'.•コンヒュータにつ

いての知識と技能を修得し，実務能力を捉う。

2
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(3) 学科共通科111罪III （総合科Il群）

- -●● ●ー・・•一• •••—•• • - ‘ l ―---

年次および単

授業科 II

地球文化論 I

（日本とt仕界の文学）

•- ----•- ---••、__．．．．．］ 

予： L—----—--•—--- -...．-------------------

科地球文化論II

共 （民俗と環境）

通

科 I地球文化菰III

目 （環境汚染と生態系）
附ん i

III 人間研究 I

（人間と自然）/ 

（'公 e

が、じ―--•-- -•••---•-•--•••••一．．．

合人間研究 II

科［ （人間とハイテクノロジー）

tl 

群人間研究 III

- ! （人間と文化摩擦）

．^̂ 

.

4

 

9
J
 2

 

1̂ I
I
 

ー

4
 

I
I
 3

 

---•一—―-----•― l

! 

備 ¥J 

4
 

L_ 

「学科共通科目群

III（総合科目群）」の

中より， 12単位以lこ

選択必修。

4
 

ー

ヽ•~ -----：----

12qt位

ー

人間研究 N

（人間と年齢）

4
 

［備杓〕

予：科共通科ll群IIIには， グローハルかつ国際的な文化のあり方を多様な切り llから学ぶ

ために，地球文化論を開tいてしヽる。また，人間研究は，＇芹際的な視、点から現代における

「人間」 0)]者間題を学ぶ科日である。

l•一•-．．．．．． し＿
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

専門科目群は，「人間」「現代文化」「地域・社会」「個祉 1」「福祉2」「演習」 0)6分野に

分かれているか，それらの 6分野の諸科ll群を学ぶ基礎として「専門桔礎科目群」を設けて

いる。さらに， fttけとしての演習科日は，「人間」「現代文化J「地域・社会」「福祉Jとい

う分野に分かれている。したかって，卒業要件を満たす際には，—→人ひとりが芹ひたい専門

分野の科目を， 1年次から系統たてて履修し，必要単位を修得することか望ましい。

(1) 専門科目群 I （人間）の内容と教育ll椋

専門科目群 Iは，「人間」をテーマとし，人間の生を心身両面から学ひ， また人間の視

、点から人間と社会・文化の関係や人間の一生を通じての文化的な生活のあり方を学ぶ。

(2) 専門科目群II （現代文化）の内容と教育ll椋

専門科目群IIは，「現代文化」の特徴か集約している［都,ti.メティア」をテーマとす

る科目群てある。現代都市は， n者々の機能か複雑に絡み合った多目的窄間であり，日大化

したトポスてあって，福祉に関わる空間としても見逃すことはてきないテーマである。

(3) 専門科目群III （社会・地域）の内容と教育ll標

専門科目群IIIは，福祉文化を掌ふ際に，屯要な役割を果たず社会と地域の間題を扱う科

目群てある。地域社会のあり方は， l＇，．ii齢者・児咽． l罪，―1け者なとの牛活に直接の影評を及ほ

す、［はなどを追求する。

(4) 専門科目群N （福祉 1) • f,i] V （福祉 2) の内容と教育目標

専門科目群N.IIi]Vは，社会福祉の間題を中心に扱う，極めて重要な二つの科目群てあ

る。福祉文化を学ぶ芹生にとっては，出発点にもなれは，到着、点にもなる科目群てある。

社会福祉閃係科目，すなわち「社会福祉f:」受験資格取得0)ための科日の多くもこの二つ

の科目群に設けられている。

(5) 専門科目群VI （演習・実習）の内容と教育目標

専門科目群VIは，演習・実習科目群てある。「福祉文化演習 I • II」「社会福祉援助技術

演習 I• II」「社会福祉援助技術現場実習 I• II」と「福祉文化環境研修J「卒業論文Jて

構成する。「福祉文化演習」は専門科目群の構成に対応して，「人間」「現代文化」「社会・

地域」 「福祉」の四つのテーマに分かれている。「伽祉文化環境研修」は国内・国外にわ

たって福祉問題についての実地研修を行う科目てある C

(6) その他の選択科目

指定された各科日群より修得した科日以外に，以卜の科目群もしくは人文学部他学科，--------- - ----、--、---- --------、~9- -- -- -

経置情報学部経営情報学科より 12単位以卜修得しなけれはならない。
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※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。

門＇
i 

—-.- -— ----^ ---••-• -•十—- -•一ー ••--．． ～.. + -—--•”□ --―-• 

人間心理 II ! 2 i 
! ! 

科 1 （行動心理） I I I I 
ツー一— 寸――_＿＿＿＿．-］、+---• ! I I I I I 

目 I病と医療 I i 2 I I 

---• -. +—-- --._＿•-;•一------
開 病と医療 II | 2 

［ ー• --一^ー ・一ー •- ＾^ • ---•• --••— -t ••一·- --------+-------~-----

I ジェンダーと文化 4 ! ; 12単位

人

間

精 神 医療学
・？• -＾へ——~―~.．．.------• •一

老 人学

2 : 
- tタヽタt f ----•---• •• t-t---• •• 

4 

4
 



166 

系

列

ャ．，＇

f
入

．

ー姿しー」．
1

.

 

,’ i
 

、
ii
 

-̂ 
9
,
'
 

4~ 
文佐

-

9

-

'

 

ー
’▲
 

＇ 

ー＿
~
一

9

9

.

 

,
I
1
-
9ー
・

、
i
-

―

3
-

.~ 
び
、
｀
―

-
.
,
.
，
＇
ャ

一

よ
―
:
こ

.

3

-

I

J

 

"
2
.
 

j
-

欠、1

-

2

ー＿

ー＿

I
l
 

ーーー

一
人
冊;1
 

ー概ンヨシヶ二ユミコい
,
4
|
 

1
J
'】几

授
¥,1/: ォ 科 II 
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-------- - ----------------------------------------------------―-• 

系 年次およひ単位放 最低修得
投業科日 ．．．．．．．．．．  

ダll l {t 2 1t 3 {f. 4り^・ 単．イ立委父
~---- ------------ - --- —_ ＿ ＿ _- - ----•- - ---- -上--- - - --..  j----------- -----

人間と集団 2 
i

会
i現

社会生活
-- -

ぃr1
 

社

備 号

と

一
人
冊

-

1

-

：" 

法

ウ
l

'［り:Iil] f斗Il廿羊III(ti: 
会・地域）」の中よ

り， 16単位以t選択

必修。

I l 

社
-

公

本 国
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扶

心
1

ム‘.j
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]
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nー↓
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 .
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科 i1¥り

l l 

論

女'|生と社会

（家族・イ1:1i) 
群'----

・女
, III 

現代地）j都 lli論
---- --- - -- - --------•—• 

地域ボランティア論
---------------------

（
社
会
・
地
域
）

••• 

,

．

,

 地

地
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福
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祉
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［ー•----••••--....----―--―-•----＋
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,
 

1
2
日

、

レ

'

]

ケ

イ

祉

史

4

-

4

 I•一•

！房 公
じ牽 文 2

 

4

-

4

 
•—●●●●――ヽ• _.．．．．．．．. i 
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| 

1 系

| 
iダiJ
「●--,-

牛i/tスポーツ概蘊
.．．..  

,,,. 

投 業 科 I l 
1年

ー']’/ 

t
~

リ
斗
ー
罪

Z

、

1

ェ
↑
ー

i

i
 

＇ 

石
t

、
l

で

f
‘,．
 s

J
l
 

,r 

J‘ 、グ 扁

ti 会伽祉 ／阜直

礼:;:伶i祉：出り）庄 l]倫

l
-

ヶ

i9̀. 伽 祉 企
冊

1.1t" 

そ
l

&

J

l

4
'

薗

・
女

—

-J
-

9

.

9

 

-

L

 

孔i
 

9
i
-

＇9
.

 

―

ー

j

9

 

（
伽
祉

l
)

竹：

者似祉扁
ー ・・

行福祉蘊

似 1
1
 

ー，↑ 詞

レクリエーション論

,

．

,

_

-

及

）

）

「

ヒ

II
ク

む

グ

ラ

論

一

今

ロ

ン

各

ワ

を

I
リ

II
セ

一

ジ

j
J
J
．
ロ

術

・

法

j

セ

j

ン

｝
 
H
ル

ヽ

技

ィ

介

—
ノ

ス
＿

凋

及

ゥ

及
i

i

 

助
テ
＇

及

二

会

カ

ク

オ

~
J
J

ニ

仕
ユ

t
w
.
w

テ

ミ

r

t

 

~
と

エ
．

福

ミ

ひ

用

達

用
｝

各

ヒ

ー

一

本

ゾー

'

.

1

会

コ
t

(

、
し
（
、
し

□
身

ネ

＇

，

9
,
．

,

．

,

'

 

山

門

科

ll
群

＞

（

似

祉

2
)

.

,

9

,

 

．．
 
9

9

,

 

_

9

,

．9
,

9

,

.

,

 

＇ 

ネt:i
ン一 ー・・ ． ．．． 

1 社会福祉援助技術各蘊 I

（ケースワーク及ひクルー

プワークを含む）

年次およひ単位数
------

2年 3年
”i 

ッ～

ツ
1

[

4

2

4

4

.

4

~
~
~
・
~

4
 

9] 

＇ ！
 

4

ッl

2
 

4
 

l最低修得
l 

4',-1- iii位放

l 

1 6 i ii ｛立
↓ 

| 1 4 i it ｛立
i 

！ 

日 己表現論 l _1 
l 

, i 
―.  ------- - ---- - - --- -

備 ¥J 

「Iヽリl"J 科I: l 群N ( fi叶
祉 1)J u)中より、

16巾位以上選択必

修。

「'YI"]科lltm(fi叶
祉2)」の中より， 1」

I i且位以 l.』選択必修。
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系
授業科日

叫
L...—• ●●一 ・・ 99 -• -....  •-,...9• —• 

社会福祉援助技術演習 I
l ~ •ー＾ 1--·ヘ-..,--•—●―••一●●●●

！社会福祉援助技術演習II ’ 2 
- -•••一・ ・一，． t99·----•一•-—••• ------• -•--• -••t· --- - - - - -．． ； 

| ［！｛ 社会福祉援助

技術現場実習 I 3 
門 I_______.——-------••-••--••-• -•一•--- - -—-•-• •-L __ _ 

社会福祉援助

科 技術現場実習II
"̀．. ̀ ‘-.、• 9... -

t l,福祉文化演習 I i 

（人間）
| 

群

福祉文化演習 I

VI （現代文化）
「~•ー ・一

＾ i福祉文化 演習 I
| 

演！ （社会・地域）

習
． 
実

習

-------1 

| 

年次およひ単位数 最低修得
.,--------T----__________,,、

4 1.t・：単位数

?l 

3
 

備 号

一^

i (1) 「福祉文化演酋 I

• II （人間）・（現

代文化）・（社会・

地域）・（福祉）」0）

中より， 4単位選

択必修。

福祉文化演習 I

（福祉）
ヽ-------

福祉文化演習 II i 

（人間） l 
----------------

福祉文化演習 II

（現代文化）
----、--.-

福祉文化演習 II

（社会・地域） i 

．．．● —・・・ ＿ ＿．．． ．． ．．．．．．．．． ~ 

福祉文化演習 II

（福祉）

'I  
--．．→ー・• --- -- 9 - •-•- -i 

立'ー
9
ー・i
 
i
 

2
 

ー
．．
 2

 

(2) 「卒業論文」を修

得しない者は，「専

門科目群 I • II • 
III·N·V•VI 」

の中より， 3 • 4 

年次において 8単

位を選択必修。

ゥ
]

2
 

L-----------,-----~--•-•-• 

?l 

>---------

福 祉文化環境研修
-- •--.  ---.．..  

卒 業＾文
I 

呻1 | 

| 
9l 

8
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3. 特設科目群

系
授 業 科 [ l 

l 列
i,------
： 日 本 'li 伯

(1 l本の政治

一年i欠およひ叶t位数
1 -------— ォ・•- ------—• ―•一•-―-- -9 

1 {j. 2年 3年
i —-..•-------

最低修得
・----, 

4 " 1 • → iitィ立数
備 杓

2
 

ーー

）
 

ts
日
斉、i

,-

ヽ

ヽ

又
k

々
m

巾
の本

本

I（
 

,

．

 

leJ 

牛

几
又

2
1
▲

I
 

,＇’ 

•• 

、

9
.
,

11 本 1i'|ii lll 
（日本の経腐）

．．．．．．．． 

日 本 文 化史人門

科日 本 の 近代文学

I l 
II本とアシアの出版文化

日本とアシアの経済協力

|1本 [l{｝文 i';t,，倫

(II倫jIt!［lり｝ミI見）

H本 n{i文咽論 II
（文学的表現）

コンヒュータ実習

ッl

2
 

ッl

ッl

外Iし1人留‘̀jを生及び帰lLI
牛のための履修科ll 

(])「ll本1叶`青 I• II 
• III」 「日本文化史

人l"］」 「日本U)近代

文学」 1日本とアシ

アの出版文化」 「ll,
本とアシアの経済協

））」 「日本泊文 i}論

I • II」におしヽ て，

修得した単位の内，

g単位を「学科共通

印！群III （総合科日

群）」に拡り替える

ことかてきる。

ッl

! l抒

［備考→〗

特設科ll群は，外国人留学生・帰国生か，それそれl1本語と日本の文化・歴史・経済・

政治守U)枯礎知識を修得する科日として附かれている。それそれ所定の単位を修得しなけ

れはならなし％

ウ
l

ッl

2
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4. 自由科目群

-

．

ー

ト

'

ー

タ

-

．

 

-

f

.

 

'
 

．
 

．
 

系

ダ
9
,

＇,＇ 

授

囚

用j
 

4ゞ
 

i
―
也

l

j

 

1佐木

の

科

概

歴

．

．

 

-

．

 史 況

史
，
 

t 1 

- -.. 

年次およひi且位放
・ー・ ・・・ ー・ ・ ・....•一．．．．，．．．．ー→．．．．．

1 年 2 ・年 3 年 4 { jc ' 
．．  

, 2, i 

l_• 一

備 若

地
- -

地

理 ー

I

I

 
ゾ

¢f

9

^

.

 

―
ヽ
・

で

r
-．
，
 

ヽ`
・ヽ

4 
了

2 
•• --——+ • --—--——• ●● ● ↓ • -• --- - --]—•-

‘) 2 ! 

..．．.  + 

法 律 '‘f
白 ← •-．．．．—ー・・一ー•---•----

国際
-．．．....  

済 原論

済学--- -— -1 

法

又
七
月

糸
~
ー

ッl

ー• - •- ---•• 9 

I 

lll 倫

i 
9 9~ 生ァ

/．J< 

科

際

誌、
．． 

概 蘊

経
．．．．  

雌 学
．．．．．．  ．．．  

教学概，，倫
．． 

教 育瓶理 I
, _____________ --. - ----------------------

教 育 ！駁雌 II I 
（教行凍程の立義及ぴ編成0)｝J]よを含む） I 

2 

概 倫.
I
 

.......---•- -• --..: 

！ 

教 職韮
し... - •--- --.．....---• --- -.  t -.  -----•- - -．I 

教育心理学 ！ 

．．．．．．．――-- --.. - . ． .  

I -
、ll ^ - 9心

,_ -

, 2 
, _____ t 

， -‘,t 

,-

青
．
教

•4. 
~
~
 

理 学

.. 

4 
—ー・ー・一 ヽ• -

4 
←•、● ●ー•- --..． i 

｝ 

2 

2 
•——•—---- 1 一・ ~- --

2 
9 -•....-

• 2 

-
2
-
2
 

育 制 度 2
 

！視聴党教育
．．．．．．．．  

社 会科教 育法 I
................... 

社 会科教育法 II
lrf・[

社会科教育法 III

公民科教 育法 I

公民科教 育法 II
．．．．一

迅 徳教育＾
ー• --

特 ｝｝lj 動

牛~徒指導
（麟指導0)FIl，直及ひjj法を含む）

fーー
、V
i
`

~
|
」

9
9
,

．
9
2
 

--

2 

2 

;• --- •一

l •••- -•... 
，
 

i

--
9
]
9
]
-
、＂／

2
-
2
 

l 

9] 
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系
授業科日

年次および単位数

列 1年 2年 3年 4年
• —・・ ．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．？．．．．  ト••ー・• - -• 

教育 相淡 2 
（カウンセリングを含む） ＇ ， 

I 

備 考

2
 

ーc
J
l
 

OJr 
9
1ヽ

ailliノ
‘、

i合公
じ命

総合演習 II

教育実習 I
(＇.li前及び'ji後指導を含む）

教育実習 II

2
 

--―! 

＇ 

3
 

ツl

〔備考〕

(1) 白由科llとは卒業に必要なi札位数には加算されないか，自由に選択履修すること(})て

きる授業科目てある。

(2) 本‘、['：科におし：ては，自由科Hとして，教職課程の科目か準備されてし)る。これらの自

由科日については，後掲(})「教職諜程）復修」(})説明を参照のこと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとする授業科目は， 1ザ学期の初めの指定された期llに，所定の

方法（オリエンテーションて，況明する）て履修叶％打をしなけれはならない。股修r1%liは，年

間の受溝，＇「画をたて，単位を取得する怠思表ぷをする学期初めの重要な手続きである。この

股修申請手続を間違えたために，授業科目の履修かてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もある 0)て，以ドに掲ける注怠1i項を厳守して，晶りのないように

腹修叶1[Jliをすること(

(1) 版修叶Iilj，り提出後は，授業科llおよひ担‘Ii教員なとの変更，追加，取泊しなとないよう，

捉出する Hijに授業時間割表に則してもう・＾度確認するなと，細心の注怠を払うこと。なお，

腹修照合［」か設けられているのて間違いなく登録されているかどうか必ず確忍すること。

たたし，履修訊翡書の返還または照合には応じないので必す「学生控」をとっておくこと。

(2) 履修f_l％打をしていない授業科目は，受溝しても単位は認められないのて，授業科日 0)巾

請にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎重に行ない，修得単位数が不足しない

ようにガ全を期すこと。

(3) ,,ij一学期のIii]一時限に 2つ以上の授業科目を腹修することはできない。もしこのような

重複する授業科日を晶人した場合は，両科日とも登録無効になるので注怠すること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度履修することはてきない。

(5) 履修叶1，清力には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく記人すること。晶載

上の誤りやイ渭月瞭なものは中請自体が無効になるのて‘卜分注意すること。

(6) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に叫人されている番号で，その時限の

授業科l]に固打の番号である。
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(7) 履修巾請書は「履修申請内記入例」を参照して，黒色ボールペンで記人すること。

(8) 指定された期日までに履修申請を怠った場合は，学業の怠思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

履修申請をして単位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することがてきる。

2. 規定外履修

該‘l_iするクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部市務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VIII 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担背教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として門該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

して学期末または学年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正当な1i由を証明する［り面もって速やかに授業担酋教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成績表の"i該科目に Tの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することがてきる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願」を学部情務室に提出しなければな

らなしヽ 。

なお，追試験の受験料は， l科目につき200円てある

3. 再試験

(1) 再試験は，原則として学期木または学年木に実施する。ただし，授業科目によっては

再試験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の結果，不合格（この場合成績表の打該科IlにFの表ぷかなされる）となっ
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た授業科li(}）ある者は，‘片該授業科H(}）担‘l.i教員が再試験を行なう場合，受験すること

かできる。

なお，再試験は、履修（再／復修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(3) 再試験(})受験を謹IIIされた者は，［再試験受験願」を‘ヽ戸部'.li務室に捉出しなけれはな

らなし){)

なお，再試験の受験料は， 1科目につき 1,000円てある。

4. 試験に関する注意

］．通則

(1) 試験場内ては，すへて監腎行の指ぷに従わなけれはならなし)［うなお，監督者の指ぷ

に従わない者には，退場を命することかある。

(2) 試験場内ては，惰叫用具・持込みを，化された責料以外のも I))は，すへて監督行U)指

定する場所におかなけれはならなし)

(3) 受験行ば芦U1［およひ受験謹叫I]・（追・再試験I))場合）を，机U)|．I))見やすし）場所

に提ぷしておかなけれはならな＼ヽ

(,1) 試験間始から20分を経過した後は人窄・受験を認、めなし'o

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を，忍めない。なお，監骨者か退場を命する

場合はこの限りてはない。

(6) 受験者は，試験中監腎者I)) ，1fl^•IIJ を得なしヽて試験場を出てはならなし＼ぅ

(7) ぶ験の行われる学期の投業料木納 U) 者•投業時数U) 1バ｝以 1ガ</,•i~ した者は，誡験を

受けることかてきなし)し•

(8) 病氣・事故その他J[‘りな 'hlll（こよって受験てきなかった者は，診断，り・ 1i故，］正明そ

の他I]い片な 1i由を，J[明する，りlhiを添えて，遅滞なく投業担‘li教員に届出なけれはなら

なし％

2. 試験におけるイく正行為0)懲成につ tこて

(1) 1汀l]I偽をした行については，学則第68条により闊せられ，史に年度における‘加亥

授業科目の単位の，，忍定を行わない—

(2) 不正行為I))あった者の懲成処分については，教授会において審，，義のうえ決定する。

(3) 教授会U)決定により処分か確定したときは，学長はそI))旨保訛人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公ぷする。

lX 成績発表

(1) 成績発表は，アトヴァイサーまたは演習担‘li教員より本人に成禎表を父付するのて，予

部：Ji務室の指小に従って必す交付を受けること。その際，‘芹't,iltを提ぷすること。

なお，指定された期日以外には交付しなし＼

(2) 成績の評価は次の叫けて表わし， 60、9仄以上をもって単位修得（合格）とする。



（合格）

A: 100~80点

B : 79~70，点

C : 69~60、点
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（不合格）

F: 59、点以F

T:追試験受験可

Z:追・再試験の受験資格なし

(3) 成粕についての疑間，質間等は成糾表交付日のみ受け付けるのて，学部事務室に間合わ

せること。

(4) 'H故，病気育により指定 llに成禎表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証およひ委任状を持参ずること。

x 履修申請書記入例

掲ボの口且人例を参者にして）復修1|l,，青内を出人すること。
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履修の手り1と手続き

I 授業科目について

人文＇、［噂 I；廿l|繁交流‘、J:：科における投業科llは，学科共通科1l群 I~ lll, ［引"ll上礎科ll l訊 lhl"l科

日肝 I~VI, 特，没科1ll廿およひ白由科Il群から構成されてし＼るっ適切な行動）J, interaction(}） 

能力を身につけ，丈際にl囁祭(Iりな環域て活趾＇てきるように科 IIを配i悦して tヽる。

なお，自由科目においては，教職に1月する I、Ill"l科Ilか（り備されてしヽ る。

II 授業科目の単位と認定

本学部では単イ立制を採用している りi位制とは，ひとつひとつU)投業科11に賃位）枯渭により

定められた巾位かあり， 1役修した長業科Ilに対して，ぶ験もしくはそ u)他の）j法により＇‘芹習，，平価

をしたうえて，そU)iit位を，忍定ずる制度てある c

叩立U)，忍定は， A・B・C3段I：加）ll,l'価により fĴし), F U)謹価は巾位を，忍定しなしヽも U)とする。

III 卒業に必要な単位ついて

卒業に必咬なりi位数は，次の｝くにぷすとおりてある

たたし，白由科1lは卒業に必嬰な巾位数には含めなし＼

~-～-¥ ‘芹iり1; •‘芹科
系列-~

--： 
学科共通科lll廿I(1 l本出・英，，／i）
----------------------・---------------・-・---------

字科共通科fl群II (＇1W恨科‘'芥科Il群）
・----・------------------------------------------

学科共通科[l ltfIII (総合科 ll In—) 

t、1/l"l！［礎科 1l lff ([E]際文化と現代）

吋'l科Illi「I(lIJ際Ilt界(})文化と，；晶）
---------------------------------------------------

I§l"]科11群II(I噌祭交流｝よ礎，誦）
-----------------------------------------------・・-

専門科［廿抒Ill（国際交流・協カコース）
, 9!il"l科[lliHV （国際コミュニケーションコース）
,――------・------------------------------------・・・----------
専門科ll群V （演習（卒業，誦文を含む））
-・-------- ・--- ------- --- --- ---- ・-- ・-・--

専門科llltfVI (リ｝門閃連科ll ltl) 
指定された各科ll群より修得した科ll以外に，
以 l•^(}）各科 l I群もしくは人文‘i:：部他学科及ひ紆
営1青報＇、ド部の科[ lょり選択必修

・• -．．．．．．  

人文学：部 国際交流子科

i ii ｛立 数

12 
---

6 
- -．" - - - -

8 

6 

10 
.. ~ - •• _ ＿ -

8 

2
 

ー¥’ ,‘
 9, 

‘̀ （
 

2
2
0
0
 

l
l
l
 

" + 126 

(* 1) し)すれか 1コースを選択すること。なお12巾位のうちじコースより 34iit位，

他コースからけ iii位修得すること(

※ 卒業論文を修得しなし咋生は専門科ll群 I~VI U)内より， 8 rit位を選択必修

※ 外1[]人情学’l:・ •帰lL] ＇．t は特没科 l l群ての修得単位を芹科共通科ll群IIIおよひ

専門科ll群のりt位に骨財加り替えることかてきる（い（：細は144[［参照のこと。）
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N 各学年における標準的な修得単位

各学年に履修する授業科fl群およひ修得iii位数の日安は，

国際交流・協カコースを選択する場合てある。

次の表にポずとおりである。

学{l :上

---
．．ヽ•-．．--

•- • -....．•ー．．．．． t ● ●●●ー●●一

単位数(}) l 1安
-.．．-．、•-

179 

これは

！学科共通科ll l罪II

1年・次

字科共通科目群 I (11本，翡・英泊）

英 語IA • B・・・・・・・・・・・・・・・........................2科l| 2 i it位 （必修）

・合芯91,Iす：f・ } ］］ ： ： : :.．: ： : ： : : ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： :. ・ •. ： : ： : : : ： ： ： ： : : :、［［[ ［ ］ ] ： ：: [ :: 
（外国人留学生・帰国生必修）

（9|訂ヤ反f斗＇］をHlilff)・・・・・・・・・・・・ 2 -HI I --1 rjtf立:

学科共通科l.．l群III (総合科l1群） ・・・・・・・・・・・・・・・・• • 2科日 8i且位

専門枯礎科 Il群（国際文化と現｛U ・・・・・・・・・・・・ l科i1 2 iii位

"[ |1 [］科 l」群 I （国際tH:界の文化と，i・,店）…」科[]8 t札位

専門科 ll群 II (国際交流晶礎韮）・・・・・・......2科l」4単位

r.1[.門科 ll群 Ill （直祭交流・協カコース）

| ij際交流・協力実践(}))j法・・・・・・・・・・・ • • • • •・・・・・· • • 1科「l2巾位

修得単位数

36単位＇専門科 11群 N (lFI際コミュニケーションコース）・・・ 1科l.ll単位

予科共通科lllt'［II 

専門韮礎科［．］群 (ll l際文化と現｛し） ・・・・・・・・・・..2科[l 4単位
~Iヽ

J
 

ヽ
｛

1
1
 

I
I
 

ッl

,、1}―- I 1'］科 Il群 I

: i_!f l"J科 f| l詳III (II、.]際交流・協））コース）

専． l11JH t l lff II 

(lL]際tft界u)文化と，i，I{｝）．．． 1科1l 2りt位

（国際交流仙礎高） ・・・・・・・・・・・• 2科ll l単位

2科tl 8単位

i リil"J科 llJff N ([1間］際コミュニケーションコース）… I科Il」iii.位

囚際交流・協力

コースを選択ず

る場合。

学科共通科111罪I (11本，轟・芙泊）

英出選択科 ~1:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::; 科[l 4叫立11本泊IIA・B..・・.. ・・・.............................. z科日 4単位

（外‘li1)\.f{J‘‘;••It. J,r，｝ [l.J It必堆各）
('1行ffif斗＇］を f斗U/ff) ・ ・ ・ ・ ・.. ・ ・ ・.. 1 f斗[1 2りt｛立

i、1il"J科 ll lt、(:VI

ILll緊父流・協）］

コースを選択す

る場合。

（内:/"Jill連科I!)・・・・・・ ・ ・ ・・ ・・・ ・ ・ 2科l1 8 i it （立

修得iit位数

cl (） i j t ｛立
※指定された各科ll l罪より修得した科11以外に，以卜の科11/tfもしくは人文字 I
i,i|；1也＇、ド fベトおよし’斎f'i,,t1青骨t‘［噌11より lfi I I l ii叶立
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学・,｛l .. 

3年次

| 
修得単位数

I 40 iii位

4年次

修得単位数

10単位

i 卒業

i修得単位数

1261¥t位，

単位数の日安

学科共通科目群 I （日本語・英語）

英語選択科 Il・・・・・--・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2科ll 4単位

日本語選択科I! (ヒジネス英泊含む） ・・・・・・・・・ 2科ll 4単位

（外国人留芦t.帰国生）

:::門科日群 III (ll:］際交流・協カコース） ••• 6科目24吊位］国際父流・協）j

リ}:I"] f斗 il l罪 V (i貨習）
コースを選択す I

国際交流・協力演習 I・・・・・・・・・・・・・--・--・・・・--・・・・・・ 1科目 2単位 i 

る場合。

専 t"J科 tl群 VI (専門閃連科1D............... 1科ll 4単位

※指定された各科日群より修得した科日以外に，以上の科目群もしくは人文学 1

部他学科およひ経営情報学部より 2科目 6単位

lが1"lt+ | l t羊V (i窮沖1)
国際交流・ 協力演習II・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1科ll 2単位

卒業論文・・・・・・・・・・・・・・..................................1科tl8単位

（卒業論文を履修しない者は「専門科Il群 I~VI」の中から 8f札位を選択必

修。）

'--—------~---------~---------~---~-----------—---- - --—---
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v 授業科目の学年配当と履修すべき単位数

1. 学科共通科目群

学科共通科lj群は，同 I（日本語・英語），同II （情報科学科目群）および同III（総合科日

群の三系列に分かれているが，それらの各系列のうちから「III卒業に必要な単位について」

にポした所定の単位以上を修得しなければならない。

(1) 学科共通科目群 I （日本語・英語）

- ----- ------.  - -

系
授 業 科

列

i！ 英語 I A 

＇ 英 語 I B 

英語 II A 

共

•-....,.” ヽ ••. - -

学 I英語 II B 
!,  

, __ ------ -------- -, --

科 I英語 II C 
，！  

-- ------一•• - ----•一•..．．．-ヽ- --.．1 

語 II D 
-~-------

語 II E 
-------

i科 i英語 III A 
! i 「-----------------

ll 英語 III B 

通

l l 

'--------------------------------．，---- -

群 英 語 III C 
ー・

I 英語 III D 

A

B

I

 

r

-L
 

I
I
I
N
i
z
-
f叩

―

-

．

．

 

五

ロ

一

五

口

君

会

f
 
•• n-

_——
.n.H-

英

英

＂

央

英

i

-

」

9

9

9

.

 

(
1
本
語
・
英
語
）

9

,

 

＇ 

―
―
 

ー

ーI

I

 
.
fー

-
f
i
l
 •• 

L
 

-
．．．
 

＂ 

今
f
-

．It

.

 

会

会

※単位数に〇印を付してある科目は必修を示す。
-

年次および単位数
-- --- -•一ー・•- -- -

1年 2年 i 3年 4年

① 

ーー

ー
g

g

 

n

n

 

.

l

i

 

t
`
t
 

.

l

i

 

r

r

 

w

w

 

＆
＾
＆
 

g

g

 

n

-

n

 

.

l

i

 

d

d

 

a

a

 

e

e

 

R

R

 

2

-

2

 

-
2
 --- - ---

2 

----------------- ---

2 

2 

2 
L __＿_→  

12単位

2 

2 

2 
！ , __ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

備 者

「学科共通科目群

I （日本語・英語）」

の中より，必修科目

を含み12単位以上選

択必修。

外国人留学生・帰

国生は「日本語 I.

II・III・N, ビジネス

日本語 I• II, ビジ

ネス英語 I• II」を

第一外国語として，

必修科Hを含み12単

位以上選択必修。
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系

列

ー
上
ー

、、t↑
 

業授

Reading & Writing III 

Speaking & Listening I 

Speaking & Listening II 

Speaking & Listening III 

Business English Writing 

才':SpokenBusiness English 

f : t 
共 Englishfor the Internet 

通ヽ
‘/: Public Speakmg 

科

l廿 Reading:Case Studies 

I 

り一．；欠およひ単｛立婆父 最低修得
仙 ぢ

1年 2年 3年 4年巾位放

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

l l 4ゞll{t I ム＼

I l 
本 l l 4ゞ泊 I B 
i / I 
I l i J 

日本泊 II A 
英
乏li 日本，翡 II B " [ I 

日 本泊 III

日本』iN 

ヒシネス 1]本泊 I
I -------

ヒシネス日本諭II

ヒシネス促出 I

ヒシネス英泊II

② 

② 

② 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

［備杓J
(1) 学科共通科t1 群ては，第—ー外 l.k]晶として災泊（外国人留‘、['.'i'.. 帰 ll『l:．は 1 l 4ゞllli) を‘芹

ふ。うち，英晶 IA・ I B （日本晶は H本晶 IA・IB・IIA・IIB) は必修科ilてあ

るc
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(2) 学科共通科日1罪II (＇|li §且f斗‘]をH[llff)

------， 

系

列
授 v¥: ォ 科 11 

l { l:-

1杓1『多U)「＇］|：：： I―•もしき

ー• - -----• •- ------• --•• •-• •- -•- - •- - - - • • - - -- •• - -...．---- • -•- •••--- r’ タ ーヽ•---• 

年次およひ単位数 最低修得

2 {f 3 1卜 4'rト
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iit位数
備 ¥J 

予
科
共
通
科

l
群

II

．
 

コ ン ピ ユ 夕概扁 り
/
]

「学科共通科H群
I I (‘| ]素fif斗'‘;:f斗[I tf) J 

i (}）中より， 6単位以
ト選択必修。

コ ン ヒ ユ 夕演習 り
／
l

つこ'．
 夕ユピンコ．

 

戸
,
9
.
 

I_r 
、、.

t
↑
 

報に

ll，
 

るし才さと要必ヽ
。

で
う

会
投

社
を

の
カヒヒ

ら
ム
ij

か
務

れ

実

—
り
こ

，
 

ー

．
 

し，
 

は
得

一

人

て

修

ムテ

II
を

ス

国

能

シ

ー

技

と
t
 

ヽ
ヽ
．

里

禾

ー

ー

通

識

共
知

処

り
科
の

報

学
て

に

ll

.^̂
j
 ，
 

＇ 

i
i
'

□備
い

（
柏
報
科
学
科
日
群
）
（
l

2
 

6
 

単位

、1、訂 報 検 索 人 l"J ッ]

＂＂区点 -J' 

r• 
t
 仕^ j 用 人 ["l 9l 

J
 

3
 

ヽ

し 学科共通科lll『fIII （総合科[l肘）

]系

'

,

 

列
学
科
共
通
科
目
群

III

＇ 

授 業 科

地球文化蘊 I
（日本と棋界の文字）

------ 一一

地球文化論II
（民俗と環塩）

． ．．ー一 •- • --------- 一 •-

地球文化塩III
（環境汚染と生態系）

[ l 
数ii 

，
 
ー．

1

1
-

9

9

 
,
I
.
I
l
 

、
i

3
 

、ーひ
r_

＿
 

ょ
―

•
1

一
―
―
 

3.Il~l 

-
2
 

J
 

V
 

I
J
 

ヽ
｛ー

ー

9
9
9
.

』

-̂ 

．
．
 

一
▲

――
 I

I
 

.
9
,
1
 

-
1
 

•+' 

最低修得

-
4
 

」年 ii且位数
備

「学科共通科Il群
III（総合科日群）］ 0） 
中より， 8りt位以上
選択必修。

人間研究 I
（人間と白然）

l 
）ヽ I:ilmfぅ，tII ! 

（人間とハイ
l 

テクノロジー）

4
 

8
 

ー
ー., i4 

ヽ
‘
f
 

ーヽ』

）ヽ IlilliJfう＇ピ III
（人間と文化摩擦

（
総
合
科
日
群
）

人間研究 N
（人間と年齢）

［備考．］

学：科共通科1、1群II]には， クローハルかつ囚際的な文化のあり力を多様な切り[Iから学ふ

ために，地球文化扁をiiftしlてしヽる。また、 人間研究は，学際的な視，点から現代における

「人間」 0)晶間辿を学ふ科tlてある。

| 
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2. 専門基礎科目群・専門科目群

［専門枯礎科Il l詳」は， 専門晶科I.I群を予ふ且礎となる科tll廿てある 0 ［しり門科Il群」は，

「 l直祭 l仕界の文化とふ｛｝」［国際交流拮礎，誦J ― lkl際交流・協カコース」 r•国際コミュニケー

ションコースII演習J＇専門閃連科 llltf」U)6分野に分かれてしゾるく〉字生は 2年次に「lE]際

交流・協カコース」もしくは『lL]際コミュニケーションコース」(})いすれかを選択して分か

れる。卒業要件を満たす（こは， —＾ 9人ひとりが（ひたし＼ l！{l"l分野(})科llを， l'rい欠から系統た

てて）役修し、必咬巾位を修得することか州ましいし

(l) ＇！｛|"］は礎科 11lll CLE]際文化と現代）(})内容と教育Il椋

「Ik]際文化と現代」をテーマとする科ll群てある（，専門科ilを学ふうえて(})枯礎となる

知識・能）jを身につけてもらし＼たし、

(2) ＇、り1"l科1lln I (IE]際IH:界(})文化と 9;，］｛}） (}）内容と教育ll標

l!})＂l科）・1群 Iは，［l囁祭ltt界(})文化とふ，i}」を学ふ科Ill罪てある。 1i』}およひ地域(})文

化にかかわる科ll, 9ぶ教文化につし＼て学ふ科ll，およひ第＾＾外国，i｛}の科11を設けてし＼る。

また， i^11学生(})ためには『）よ礎英出 I・ II」をii忙し＼てし)る o lit界(})文化と，in{｝を学ひ， 11-l

腔コミュニケーシコン能力(})増強を図る,,

(3) ,hl"l科Illi(-II (lt]1；祭交流且礎，誦） U)内容と教育Il椋

専門科lll罪IIは，「国際交流枯礎蘊」をテーマとする科日群てある。現代における地球

規模 (})|•FlI祭文流・協力およひ国際コミュニケーション(})屯要性を多様な角度から字ふこと

かてきる。

(4） 専門科[l群III （国際交流・協｝）コース）の内容と教育Il椋

専門科Il群IIIは，［国際父流・協カコース」 u)科ll群てある。 [lL]際交流・協）j実践(}))j

法」をコース必修科llとし，次(})ような科11を設けてしヽ る

1) 「日本と北米」「日本と中南米J［日本とヨーロソハ」 IfI本と東南アシア」 □アシアと

アメリカ」「アシアとヨーロッハ」は，日本と国際地域，あるいは地域相 l［間の政治

・経済・文化なとにおける交流の間題を雌解するための科llてある。

2) 「旧際機構，誦」 1NG(），誦Ji―国際社会公ll-H嵐［間発と女性J「国際技術協力論」［仕l

際開発論」 [ll]際学公父流論」は， 1叶際的な行動を実践することに役立ち，なおかつ国

際的な間辿への理解を深めるため(})科llてある

3) 「lL]際関係論」「アシア国際関係面」「アメリカ l囁祭閃係論」は，国際関係を理解する

ための科llてある

(:i) 専門科tIlt[N （国際コミュニケーションコース） U)内容と教育Il標

専門科目群Nは「国際コミュニケーションコース」の科目群てある。「国際コミュニケ

ーション実践U))j法」をコース必修科Ilとし，次U)ような科ilを設けている。

1) 「ふ紅予概論」［社会ふ沿学」 [,i]｛fコミュニケーション，1皇「非，i,社コミュニケーシ

ョン論」「翻成の方法」［通訳り方法」は，ふれ及ひ口点コミュニケーションを学ふ科日

てある。
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2) 「畏文化間コミュニケーション論」「異文化適応論」「日本・日本人，誦」「国際人間閃

係蘊」「移民の文学」は，巽文化間コミュニケーションに関する科[lてある。

3) 「現代コミュニケーション概論」「国際摩擦とコミュニケーション」「国際コミュニケ

ーションとメディア」「組織コミュニケーション論」は，国際関係におけるコミュニケ

ーションに関して学ふ科目てある。

(6) 専門科［］群V （演習）の内容と教育日標

専門科［］群Vは，「国際交流・協力演習 I• II」「国際コミュニケーション演習 I• II」

「国際交流研修Jて構成されている。「国際交流・協力演習J「国際コミュニケーション演

習」は，所属するコースによっていすれかを必修とする。「国際交流研修」は，国内外で

実施し，大学で実践的知識として学んだことを，実地て体験し学習する。

l) 必修科目である「国際交流・協力演習 I• II」もしくは「国際コミュニケーション演

背 I• II 」は， 3 年次• 4年次に各 2単位， I汁4単位か必修となっている。「国際交流・

協力演習 I」「国際コミュニケーション演習 I」のそれそれの履修叶lrifiにあたっては，

2年次に仮登録を実施する。その方法・期ll等は掲ボする。仮登録を忍められた者は履

修 lll, ］{irりに必要—,-li項を心人し提出する。たたし「国際交流・協力演習 I • II」「国際コ

ミュニケーション演習 I• II」を履修するには，『III卒業に必要な修得単位の目安」に

ぷした単位を 1• 2年次に修得していることが望ましい。

また，それそれ演背IIを履修するには，演習 I(})単位を修得していなけれはならない。

(7) 専門科目群VI （専門関連科il肝）の内容と教育日椋

専門科［］群VIは，「l囁祭社会と文化」「国際政治経済」の関連科目群と「日本語教授法・

英語学・第二外国晶J(}）点学しii『']関連科目からなってし)る o

(8) その他の選択科日

指定された各科日群より修得した科目以外に，以上の科目群もしくは人文学部他学科こ. ^ -ヽ--- --------------- ---- ------------- -- -------------- - --、- - - - ---- - -、------- -----

経営伯報学部経営‘情報＇芥科より 10単位以上修得しなけれはならなし％
一・— -- -- - - -----------
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t..... •一・・・ ・—- -.....  .．.  

系 ： 年次およひ単位数
授業科 ll , --—-.. へ―.. -

1 列 1 1年 2年 3年 4年
I . ．． ．マ・＿＿＿．．．一•ー・・ ” ” ^ • - • ^ -----•-•--- ^....—• -•- • -.... -••-•一••-- .． - -•—---• •- •-• •9 

1 国際交流・協力実践の方法！ 2 
-• •ー．．．．．．． ー・ v● ● ●●ー・

日 本 と北米
~ 9...... .•-

専日本と中南米
-----------

, 1"] | l]本とヨーロッパ
---

科日本と束州 アシア

11 アジアとアメリカ

アシアとヨーロッハ

菰

乍tl
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,．
 

’III lt] 際機構
------ --- --

国際学芸交流論
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ヘ
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: •.,..... ..  

1 協国際開発韮
-） j,．＾  ＾ ～ 9-•t---• •一．．．．．．．．．

コ国際閃係韮
9 -• ●ー・・・ — -•・・・一ヘ~ ー 9-- - -..．→・・・
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単位数
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i (1) 囚際交流・協力
＇ コースを履修する

者は，「［吐際交流・
協力実践のJj法」
を含み， 「専門科
目群III」より， 34
単位以上選択必
修。， 

34単位
--- （国際交

流・協力
＿＇コース） I 

2) 国際コミュニケ，
ーションコースを
脱修する者は，「専
l"］科目群III」の中
より， 8単位以l:| 

選択必修c : 

8 単位
, （国際コ
ミュニケ
ーション
コース） I 

' 4  
. .. ・・・- 一^ ~ ー•ー・・ ,. .ー・●●ー・一●ー•→
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開 発 と女性 4 i , 

.^~ --- ---- ~ ~ - - •一--·•-•一、'^ -- -し～
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最低修得

1年 2年 i3年！ 4り^ I単位数
_...  -^ t..--•-•-••••--j_＿●ー• : ~ ＿ 

国際コミュニケーション 1 2 
実践の方法 ! | 

| 

専 i, 

---~-—--..~ 1 -• -• -•---••-•....‘ 

門 1現代コミュニ：一三/-3亨論 1 2 上．
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科
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N !-•-——---•-----•t•--- ----- -t- +—----------, -——, 

異文化適応論 : 4 
------ ---—— +--•---••- --―ーヒ ．＿＿＿＿ _•—---, ___________, 
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t選択必修。

34単位 (2) 国際交流・協｝J

（国際コ I

| 

コースを履修する
ミュニケ’ 者は， 9専門科目
ーション 群y」の中より，
コース） i 8 qi位以上選択必

1 修。

8単位
（国際交

流・協力
コース）

1) 「国際交流・協
カコース」を履修
する者は， 「国際
交流・協力演習 I
• II」の 4単位を
修得すること。

［ 
2
 

国際交 流研修

2) 「国際コミュニ
ケーションコース」
を履修する者は，

| 「国際コミュニケ
ーション演習 I.
II」の 4単位を修
得すること。

り

/

]

・人．,
t
 

人 業 入
冊

q•1tu 
文 8

 

12単位！

(3) 「卒業論文」を
修得しない者は，
4年次において
「⑭|"l科H群 I.

II·III·N·V•VIJ 
の内より， 8単位
を選択必修。

•一• -• ---̀  --....．一←？ 
．．． 
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ヘヽ王り

授 業 科 11 
叫

環太平祁圏U)社会と文化

ヨーロッハttt：界とアメリカ

ラテンアメリカとアメリカ

1年

年次およひ単位数

2W 3年

4

4

 

4り^・.

最低修得

単｛立放
-, 

価 ¥J 

「内l"J科目群VI (I、リ

門閃辿科11Jr()」の中

より， 12巾位以 l泣．選

i・）｛必修

I、11

中国と Il木 II

（近・現代）

多民 lj')、社会 U)又化

l"J 

f l 

ll 

t
 

,
r
l
 

＇ 
・
~

l

-

l

ー

l

l

―

-
‘
4
~

―
▲
‘
.
-
1

ヽ

9
-
9
-
‘
:

U
-
l
t
hに
い

廿

ー

VI 

ヘ ，
， 

専

l"J 
閃••----•

連

i f斗
: [].●● ●●●一

I群
＇ 

ヽ
， 

院

際

際

I繁

院

政

K
K
 

ポ々＇

丈

上

欠

ー

f

条
；
ー
，

治

済

J’" 
99’ 
L I 

源

．ヽ^)
-
`
i
 

詞

ゾ

9f
‘‘
 

詞

倫119 

本，l{｝浮概，誦

日本，l{｝教授法 I

(1,'「 I:,) 

11本語教長］、 II

(ilfi 圧1919 菜）

11本出教投旦、 III

（文法）

I l本，冶教授広 N
（教材・教具）

日本晶教授法 V

(，，平価）

日本語教長:i」、 VI

（教授法）

4
 

ー

1

-

4

-

1

 

12単位

――
 

I 

4
 

4
 

ー

日本泊教投法 VII

（油習）
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- ----- --- ．… 

i _§, 
~ ォヽ

授
叫

業

．．． ．． ．．．．．． ． ・・・ 一

加欠およひ単位数 最低修得
i -t ..．. ． --• 99 tv - ----、 •-…• 9 ヽ—- ---~---- ・・

! 1年 2年 3年 」りム単位数
—• ●● ●ー•-------•-• -----• ---~--------L------------—• •--•.... + • - - -.＾、• i... 

科
． ー

ー•--------,

l 

備 苦
J

9 9 ~ 

i 央；

, ___________________ — ← •ー・・•--• -

五
＂

ヽ^●^
1ー 学 慨 、11

／

ー

1
 
..• 

r
 

r
 

英晶人

（発

現法

音）

:「、1}：-—• ●●―•一••••---•一．．ー•-- ---- -:—• 

門

科

日

群

りと晶表

（文

ー

現法 II

法）

i ー

り
／
l

2
 

英晶表現法 III

（論文作成法）

2
 

ド

．

ド

イ

―

イ

ツ h
"
 

9▼

,
1
 

ー II ?] 

ッ
•LI 

f
I
 

.... 
I
 

ー III 9] 
VI し•• •---...．．．．．-•-----•ヽ•-•ー•--•--•

ー、・フ

専 i

i l"J I フラ

: |［lし------------------

1 連

f : t-------------------•—-------------―----------

目
群，

- i 叶l
！ 

＇ 

ラ ン スエ1111 I I ?
]
 

ン ス玉Ult 

スペイ 五
口

1
 ..
.
 "
 ン

スペイ {
1
1
 

i
r
 

；＂ ン

III 

II 

！ ヽ—•- •-•・ ↓ • ー・

ッl

2
 一

III ツl

国 五ロ

146~I 

，
 

II ぅ
l

：中 国 4
1
1
 

f
r
 

.̂1 r
 

III 2
 

i’l：上壮スホーツ概，1扁

l. 
ッ]
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3. 特設科目群

系

列

t

.

 

授 業 f斗

11 本 'li h'i 
（日本の政治）

H 

-----

り一次および単位放 贔低修得
9 ―---------------―-―--- ---- -―-----------→ 

l "「 2勺.. 3什:- 4り iii｛立姿父

七

H
2

ー

,h"' 
¥J 

2
 

．．
 

J
 

j
 ルー

'
,
 
．
．
 

,
 没

．
 

、、f↑
 

ー

乍

ー
＇ 

＇ 

11 本 1i 柏 II

（日本の経済）
＂．．．．．．．．．．．．  

日 本 'li 柏 III

（日本の経営）

日 本 文 化史人門

日本の近代文学

日本とアシア U)出版文化

ll本とアシアの経済協力

日本晶文収，誦 I

(，i倫｝用化］｝ミj見）

日本語文収論 II

（文学的表現）

コンピュータ実習

2
 

2
 

4
 

9l 

ウ
I

ツ
l

ツl

9] 

ツ】

外囚人留'iクft及び帰l}|

生のためのI復修科Il 
ー・ ---- -

(l) i I l本1}柏 I • 11 
• III J 「l1本文化史

人門J ［コンヒュー

ダ）国」 におしごて，

修得した巾位の内，

8単位を「学科共通

科[l群II[ （総合科ll 
開）」に枷り替えるこ

とかてきる。

! （2) 91 1本の近代文予：」

i I I本とアシアの出

版文化J 「ll本とア

シアの経済協力」「Il 
本泊文咽扁 I • II」
において，修得した

iii.位の内， 8単位を

「専門科日群VI ('、If.
門関連科 Ill詳）」に
賑り替えることかて

きる。

〔備苔〕

特設科目群は，外国人留学生・帰[l-]生か，それそれ日本議と日本の文化・歴史・経済・

政治等の基礎知識を修得する科目として囮かれている。
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4. 自由科目群
-------~-~~~-~-----~-----

i 

系 l 年次およひ単位数 『 l 
，列 i 授 業科目―-------―ゴ―•一t-- --―-l 備 考

1年『 2年 3年 4年
| —---—--• ―̀-^ ー •----I :'_—←—一—---- --• ----- - --• 
外国史概説

] -•一＿＿ ＿＿ ＿ ！ 

2' 
-~----

日 本 の歴史
----- ---．．-L_ ＿＿＿ 

! 4 t I 

地理学 I

学 II

地 "ニニi{心• ・

し→r~ _ . . _  _‘―― 

法 律学概論

自経 済 原 論
---・・-----、

倫理学概論
w.  

宗教学概倫

アメリカ文学概論
----- -

近代 イ ギ リス文学
由

比較文化概論
→一••:：—-- -.. 

教育原理 I 

教 育 原理 II ！ 2 
（教育課程の意義及び編成のJi法を含む）

t 「--.-. -- ---- ！ -- t ---t~ —• ---------

教 職 論 2' 
科

教育心理学

肖年心理学
--

教 ぷ日 制 度
^" -＂ 

視 聴 誌教育
--人t—し―--- ----··---＾ヽ—^、- --------

社会科教育法 I
[—-I'------ —-----

社会科教育法 II
' 

i社会科教育法 III
. -

公民科教育法 I I 

i l罪L_ __——-• --------• ----[―-

公民科教育法 II I 

し＿
英語科教育法 I I 

'-------------------------- - ----------- - ------- --

英語科教育法 II
1 

し―•一、—--- - - - -

英 語科教育法 III
―--------- ----- ---------- ------------ ----.-一―------ ：---
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系

列
9
9
 

授業科 Il 

育

動
fー

丈界
、
し

曲
3

月

,
t
,＇／ 

道

特

年次およひiii位数

1年． 2年 3什． 4年

2 

2 

自牛徒指導 2 
直路指導叫肌扉及び）れ人を含む）

I l l 

教 fi 相談 2 
科 （カウンセリンクを含む）

日総合演習 I

i甘舟怠 (1 ;貨やl I I 

教育丈習 I
(・H1ii1及ひ'li後指導を含む）

教育実晋 II

備 ¥J 

ツ
1

2

9
J
 

91 

［ 備 杓J
(l) I'I由科Ilとは卒業に必波なりi．位数にはJJllりされなしヽか，白由に選択囮修することのて

きる授業科llてある。

(2) 本学科にお tヽ ては，「1由科日として，教職諜程の科1lか準備されている。これらの日

由科Ilつしごては，後掲U) ［教職課程）復修Ju)況明を参照(})こと。

VI 授業科目の単位と認定

各年次において履修しようとずる授業科[1は， 1｝［学期の切めの指定された期llに，噌定の

方法（オリエンテーションて虚明する）て履修Iil,11,iをしなけれはならない。）復修Illrtf}は，年

間の受晶；十圃をたて，単位を取得する怠思表ポをする学期初めの重要な手続きてある。この

叫罰l,II¥T紐を間迎えたために，投業科IIU)）復修かてきなくなり，その結果進級はもとより，

卒業かてきなくなる場合もある I))て，以ドに掲ける注怠'ji珀を厳守して，誤りのないように

囮修直，1］をすること。

(1) ）復修叫h,I}提出後は，授業科llおよひ担‘り教員なとの変更，追加，取泊しなとないよう，

提出するりりに投業時間割表に則してもう ＾度確認するなと，細心の注謡を払うこと。なお，

履修照合日か設けられているので間違いなく登録されているかとうか必す確認すること。

たたし，履修lll,II¥，りの返還または照合には1心じないのて必す「学生控」をとっておくこと。

(2) ）復修巾出をしていない授業科[lは，受講しても単位は認められないのて‘，授業科l]の中

晶にあたっては進級や卒業に必要な単位の算定を慎屯に行ない，修得単位数が不足しない

ように｝j全を期すこと，う

(3) |ril一学期の I99] —時限に 2 つ以 l_-^ I))授業科日を履修することはできない。もしこのような

重複する授業科I!を叫人した場合は， lll,j科1]とも登録無効になる I))で注意すること。

(4) 一度単位を修得した授業科目は，再度）復修することはてきない。
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(5) 履修申請書には授業科目，コマ・コード番号など必要事項を正しく五且人すること。記載

上の誤りや不明瞭なものは申請自体が無効になるので十分注意すること。

(6) 英語必修科目および選択科目の履修申請手続は，他の科日と異なる場合があるので，オ

リエンテーションで十分説明を受けること。

(7) コマ・コード番号とは，時間割表に授業科目と共に記人されている番号で，その時限の

授業科目に固有の番号である。

(8) 履修巾請書は「履修申請書記入例」を参照して，黒色ボールペンで記入すること。

(9) 指定された期日までに履修中讀を怠った場合は，学業の意思なしとみなされて，退学処

分となるので提出期日を厳守すること。

VII 正規の履修からはずれる場合

1. 再履修

腹修中請をしてりt位が取得できなかった授業科目については，次年度または次学期にお

いて再び履修することができる。

2. 規定外履修

該当するクラスの授業時間以外のクラスで受講せざるを得ない場合は，必ず学部事務室

に相談すること。ただし 1年次生の規定外履修は原則として認めない。

VI11 試験について

1. 定期試験および臨時試験

(1) 試験は，定期試験と臨時試験があり，定期試験は原則として学期末あるいは学年末に

行い，臨時試験は担当教員の判断により適宜行われる。

(2) いずれの授業科目も授業時数の 1/3以上欠席した場合には，原則として当該授業科目

の受験資格を失う。ただし，病気または正当な理由により長期欠席の場合には，特別に

配慮されることがある。

(3) 試験の時間割は掲示により連絡する。

(4) 授業科目によっては論文（レポート）提出によって試験に代える場合がある。

2. 追試験

(1) 追試験は，やむを得ない事情によって定期試験を受験できなかった者に対し，原則と

しで学期末またば芹年末に実施する。

(2) 追試験を希望する者は，正打な1i由を証明する内面もって速やかに授業担門教員に届

け出ること。

(3) 追試験は，成禎表の‘11該科目にTの表示がなされた場合に限って受験することができ

る。

なお，追試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することができる。

(4) 追試験を受験しようとする者は，「追試験受験願Jを学部事務室に提出しなければな
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らなし％

なお、追試験0)受験料は， l科日につき200円てある

3. 再試験

(1) 再試験は， /J;(則として予翡l木またば‘芹年木に実施する。たたし，授業科llによっては

再ぶ験を行わない場合もある。

(2) 定期試験の糸占果，不合格（この場合成紐表U),1丘亥科llにFの表ボがなされる） となっ

た投業科llo)ある者は，ヽ1丘亥授業科ll0)担‘り教員か再試験を行なう場合，受験ずること

かできるし

なお，再試験は，履修（再履修を含む）した年度に限り受験することかてきる。

(3) -Il}試験U)受験を叶 11Jされた者は，「再試験受験1）}Jl」を学部1i務室に提出しなけれはな

らなし'o

なお，再試験の受験料は， 1科目につき 1,000円てある C

4. 試験に関する注意

1. 通則

(1) 試験場内ては、すへて監腎行の指ぷに従わなけれはならなし'oなお，監腎者の指ぷ

に従わない者には，退場を命することかある。

(2) ぶ験場内ては，筆叫用具・持込みを謹された資料以外のものは，すへて監督名の指

定する場所におかなけれはならなし'o

(3) 受験者ば‘芥’l:-nl［またば文験，，午叫I卜を，机の 1:0)見やすし退場所に提ぶしておかなけれ

はならなしヽ 。

(4) 試験間始から20分を経過した後は人室・受験を認めなし }0

(5) 試験開始から25分を経過するまては退場を認めない。なお，監督者か退場を命する

場合はこの限りてはないC

(6) 受験者は，試験中監片者の謹 11」を得なし lて試験場を出てはならない。

(7) 試験I])打われる＇‘戸期 U)授業料木納の者・授業時数の 1/3以上欠席した者は，試験を

受けることかてきなし lo

(8) 病気・ 1i故その他正‘りな '1i由によっで芝験てきなかった者は，診断11• 1i故il［明そ

の他正‘りな1illlを，l1し明する甚1f1iを添えて，遅滞なく授業担‘li教員に届出なけれはなら

なし＼

2. 試験におけるイ<ll:fi偽0)懲成につし lて

(1) 不正行為をした者については，学則第68条により澗せられ，更に年度における‘加亥

授業科ll0) iit位の認定を行わない。

(2) イ汀じ行偽のあった者の懲成処分については，教授会において審議のうえ決定する。

(3) 教授会の決定により処分か確定したときは，学長はその旨保u止人を召喚して通知す

ると共に学内にこれを公小する。
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IX 成績発表

(1) 成績発表は，アドヴァイザーまたは演習担‘'i教員より本人に成績表を交付するので，学

部9h務室の指ぷに従って必ず交付を受けること。その際，学生J1［を提ぷすること。

なお，指定された期ll以外には交付しない。

(2) 成績0)，，平価は次の，心号て表わし， 60，点以 tをもって平．位修得（合格）とする。

（合格）

A : 100~80、［ば

（不合格）

F: 59、1仄以ド

B : 79~70、[，I,i T：追試験受験可

C : 69~60、点 Z:追・再試験の受験責格なし

(3) 成績についての疑間，質間存は成紹表交付l]のみ受け付けるのて，学部'li務室に間合わ

せること。

(4) ・H故，病気等により指定日に成紐表の交付を受けられない場合は，代理人を定め，成績

表の交付を受けること。その場合は学生証およひ委任状を持参すること。

x 履修申請書記入例

掲ぷ0)n己入例を参号にして履修Il％凡りを記人すること。



教職課程

I ・教職課程 I 
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教職課 程

I.教職課程の履修について

教職課程は，中学・ Mi等学校教員の免許状（教育職員免許状） を取得する課程である。本学に

おいては，以ドて述べる免許状が取得できる。そのためには，

「教職に関する科目」など，相‘11械の自由科t1を履修しなければならない。

卒業のための授業科目に加えて

教職課程は，将来教員になる意欲のある者の履修を原則とする。学生諸君にとっては，何とい

っても大学を卒業することが一—4番大切てあり，そのtてさらに教職をめざす熱怠を持って，最後

までかんばるという怠ぶか求められる。最近の教員採用は数において少なく，質においてもきわ

これらの状況を充分踏まえたうえで履修すること。めて高度なものが要求されており，

II.教育職員免許状について

1. 免許状の種類および教科

本学て取得できる教育職員免許状は，第 1表のとおりてある。

（第 1表）

学 部
，9．さら
f 

--------

人文学 部

科

i 

．．一へ^ ●̂ ・^^” ~ 

国際文化学科

--------

福祉文化学科
--

国際交流学科

福祉環境情報学科

- ----

免許状の種類
,. --―------• -- ---_＿_--------------f――___ --- --------------―--

中学校教諭 1 高等学校教諭
一種免許状 ， 一種免許状

--------------- --------、--- ----、- ----

国語，国語

社 会 l 地理歴史

I 公民

英語
一―----------------- ----+ ---. --

社 ヘぢ．公民
.•—---------―-------• ↓ ---------—- ----

社 会：公民

英語 英語
----------------~-------------- ----------------

社会 I 公民

商業 I

-----------

公民
--------------

公 民

英 語

•—.....- - ----,----- - ---------- --~---- ------、+------

経営情報学部 1 経営情報学科 i 

-------------- -

社 会
------- ---------- -------------------
社会

ー

7
,
＇’

|「＇,'’

2. 基礎資格と最低修得単位数

教育職員免許状を取得するためには，学士の称号を打し， さらに免許法に定める最低修得単位

（第 2表） を修得しなければならない。 また，平成10年4月から施行された免許法の特例に定め

る 「介護等の体験」も必要である。
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（第 2表）一

I 中学校教論一種免許状 I 

教科に関する科目は，免許教科ごとに定められた科目である。第 5表から第14表に学科および

教科ごとにその内容が示されている。

教職に関する科目は， どの教科でも共通に設定された科目である。第 4表にその内容が示され

ている。

教科および教職に関する科目の単位には，上記の科目から最低修得単位を超えて履修したもの

が含まれる。

III. 単位の修得及び履修方法

1) 学士の称号を得る

教育職員免許状を取得するには，学士の称号を得ること（卒業）が前提となる。まず学科ごと

に指定された卒業に必要な科目を修得しなければならない。さらに，その中には免許法で第 3表

の科目を含むという制限がある。注意して履修すること。

（第 3表）

I ―--
L 区分 履修方法／

—+---1日本国憲法 (2単位） 必ず修得すること。
□ --̀- - I - - ---
i生涯スポーツ概論 (2単位） 3科目の内より，いずれか 1科目 (2単位）を修得すること。

スポーツ科学 I (2単位） なお，当該学科において開設されていない場合には他学科

スポーツ科学 II (2単位） iからの履修が必要になります。

Business English 

1 Writing (2単位） 5科目の内より，いずれか 1科目 (2単位）を修得するこ 1

Spoken Business English と。

(2単位） なお，当該学科において開設されていない場合には他学科 I

English for Internet (2単位） ，からの履修が必要になります。

Public Speaking (2単位）

Reading: 

Case Studies (2単位）

I‘情報メディア演習 I (2単位） ¥ 2科目の内より，いずれか 1科目 (2単位）を修得するこ

情報メディア演習II (2単位） と。
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2) 教職に関する科目

「教職に閃する科目」（第 4表）は，免許状を取得するうえで， 一部の科目を除き必修となる。

また， これらの科llは，学則上， 自由科目群に区分され卒業に必要な単位数には算人されないの

て注怠すること。

（第 4表）

科 l j 

論

※教育原理 I
※教育原理 II

（教育課程の意義及
び編成の方法を含
む）

職

※いすれか 1科ll
2単位選択必修

責教育心理学
肖年心理学

--

制度1食教育
------

食教科教育法 I
責教科教育法 II
教科教育法 III

履修年次
.． 

経 情人文
-~- ---------

2 1 
----- - ---• 

2 
2 

単 .L 

9
ー＿'ー

2 

'2  ， 

2 

2

2

 

-
3
3
 
2
-
3
3
4
 

斗i↑
 

ti ,
1―
 

＂月'

「

．．． 
，
 

---- - - -

食視聴覚教育
1 ―------------

＊生徒指導
（進路指導の理論及
び方法を含む）
．ー• -- -- ---

責 教育相談
（カウンセリングを
含む）

- ------------- ----,-------------+------- - - -

」※総合演習 I 2 1 ~ 4 
※総合演習 II 2 1 ~ 4 

―̂------- ※いずれか l科目

| 2単位選択必修
”――~ 

食教育実習 I
（事前及び事後指導
を含む）

教育実習 II

2
 
2
 

位

履修年次
―----, 

| 

経情 i人文
| 

; 2~ 3 

••- -•心~ ―― 

2 

2
 

-
2
 

2 
2 
2 

徳教育 ！ 2 | 2 
---------- -

別活動 '2,  2 ' 
----•------•------•• • -.. -• •• --• - ` —•• -•---------------------- -•一• ―・・̂-- . _ ]_ ___________．．、t ---•----- - -- ^ l 

玄印の付してある科目は，免許状の資格を得ようとする者は必修。また，※印の付してある

科Hは，いずれか 1科日 2単位を選択必修。ただし，高等学校の免許状のみ取得0)湯合は，

「道徳教育」を除く。

i
3
 

.
4
 

..., 

! 

2
 

4
 

①「教科教育法 I・ II」は，授与を受けようとする免許状の教科に関するものを，履修するこ

と。中学校の免許状を取得する場合には，「教科教育法III」を併せて履修すること。

国

社

英

語・・・・・・・・・..国語科教育法 I・II・III 

会・・・・・・・・・..•社会科教育法 I ・II・III 

語・・・・・・・・・・..英語科教育法 I・II・III 

地理歴史•………••地理歴史科教育法 I • II 

公

商

民・・・・・・・・・..公民科教育法 I • II 

業・•……•…商業科教育法 I • II 
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②「教育実習 I• II」の履修は，第 4表の貨印を付してある必修科目のうち，「教育実習 I.

II」を除く全ての単位，及び「教育原理 I又はII」のいずれか 1科目 2単位以上の修得を前

提とする。ただし，高等学校の免許状のみの場合は「道徳教育」を除く。

なお，中学校の免許状を取得する場合には・ 「教育実習II」は必修。

3) 教科に関する科目

「教科に関する科目」は，免許状の教科別に定められた科目で，各学科の各科目群の一部及び

自由科目群からなっている。本学では，中学・高校両免許状取得をめざす教科コース別に授業科

目を開設している。当該科目は第 5表～第14表のとおりである。同一教科でも学科が異なれば指

定されている授業科目は異なっているので，所属学部学科の表を確認すること。指定された科目

の中から，斉印の付してある必修科目を含み20単位以上修得すること。

なお，第 5表から第14表の単位数に〇印を付してある科目は，各学部・学科の必修科目，△印

を付してある科目は自由科目，無印は各学部・学科の選択科目を示す。
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経営情報学部 経営情報学科

社会コース （社会・公民）

以卜̂ の表より，

ければならない。

女印の付してある科l]を含み，中学， 闘校それそれ最低20単位以上修得しな

第 5表〔社会関係授業科H
------

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科目

科

中学〕

学

校

説

史
概

歴

目,'r-
和
―
史
の

設
一
国
本

ー

開

外

日

＿
責
責

.

.

f

 

•• 

,
 

•• 史国

-
］
 

-
r
t
 

.
J
r
 

―
i

L

りグ

ー
び及史本日

科
-
1
 

ヵ
―
れ

―
ず

3
3
3
-

4
 ••• 

-

.
2
2
2
-
3
 

••• 

-

1
l
l
-

3
 

ー

'
.
9
,
：

ー

＿

．．
 
！
 

2
2
2
2
4
4
4
4
4
4
2
2
2
-
4
4
④

4
4
4
4
4
4
4
2
2
2
-
2
 

△
 

△

△

△

△

 

I
I
I
誌

論

法

法

法

法

論

論

法

治

門

学

論

論

史

史

学

論

論

I

化

ム

情

学

論

総
較
発
論
）
文
〗
事
0
1
概

係

治

と

政

人

斉

学

学

根

活

治

i
原

用

学

科

比

ヒ

本

力

済

ー

営

営

開

｛

と

メ

又

土

統

一

学

生

政

済

管

営

文

条

学

際

済

働

関

政

と

経

理

理

律

際

際

会

家

際

際

営

営

麟

際

巾

川

域

馴

際

会

理

地

地

地

法

囚

廂

経

労

国

国

社

国

国

□国
経

経

経

経

経

国

国

都

地

経

国

社

倫

*

＊

＊

＊

女

責

＊

学教
―
宗学理倫

~,9i 

学哲

I l l 

地

法

理

拝ャクー

学（地誌を含む。）

、9．立，
f̂ 

-＂
f
 

9
-＇ 

一
会t

 

ネ

政

又ャ一係

治

済

学

----

た99ァ

f• 

本
99‘f, 
-F 開 設 斗千↑

I 
—•--~---- -

単位履修年次
~•一• ---0----

2 
2 • 3 

△ 2 
△ 4 

目

4
3
3
3
4
4
3
3
3
-
4
3
3
3
3
4
4
4
 

.

.

.

.

.

.
 2
2
2
 
.
.
 2
.
2
 .
.
.
.
 

2
 

.

.

.

 

＾

●

 

3

2

2

2

3

3

3

 

1

1

1

1

 

3
2
2
2
3
3
 

備 考

種

2
2
3
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〔公民関係授業科目 高校〕

1 教育職員免許法施行規則に 1 

免許， 定める教科に関する専門教 L 本学開設科目
状の 育科目
種類

i 備考
-·,-----~---~--------- 口―--1'  

開設科 H 単位}履修年次

二いパロ口△21-—: I ―- 1 

社会：経斉学国即経斉l-：〗:-1／ー／―／-L—-I 
地域と文
経済のメカニズ
国 際経済事
社会統計

高

等

学

校

種

i 

□-----
哲学・倫理学・宗教学・ 1 倫 理学概論△ 2

学 宗教学概論△ 2

I -W---- -- ----_ ___l-＿_ _-----------------—---- -------

4
2
2
2
 

3 • 4 
1・2・3 
1・2・3 
1・2・3 

3

3

 

いずれか 1科
目2単位以上
選択必修。
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商業コース （商業）

以ドの表より，

ければならない。

玄印の付してある科日を含み，中学， 高校それぞれ最低20単位以上修得しな

第 6表〔商業科関係授業科目 高校〕

校

種

-- ― --

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科目

- --

科
---- --、

商 業

目

の関係科目

'----- ----------

職業 ヒ
日才

本
，，_'4 

子^

---- ---- --,-―--マ- --- -1 

開設科目 単位 1 履修年次
------ ----------，ォ—- -—寸-----------i 

責会計学原理 4 I 2 • 3 
| 

責マーケティング論 i 4 2. 3 
経営学総論， ④ l 
経営 情 報 論 4 i 2 • 3 
プログラミング， i 

演習 I’ ② 
プログラミング

演習III 

簿記原理

管理会計論，
産業概論

人事労務管理論
ロジスティクス，

管理論 I

経営戦略論
経 営 組 織 論 | 
経営環境論 i

労 使 関 係 論
データ通信論

システム原論

原価計算論

会計監在論 I

経営分析論！
コンピュータ，

会計学 l

流通産業論
サービス産業論

開 設 科

,
 

•• 

,

'

v

.

 

2
-、

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

目

3 • 4 
1 

3 • 4 
1・2・3 
3 • 4 

4

3

3

4

3

4

4

3

 

.
3
 .
.
.
 3
 .
.
.
.
 

3

2

2

3

2

3

3

2

 

備 考

女職

2
 

業



教職諜程 207 

経営情報学部 国際経営学科

以下の表より，

ければならない。

食印の付してある科目を含み，中学， 高校それぞれ最低20単位以上修得しな

第 7表〔社会関係授業科目 中学〕

理地

中

学

校

種

•• ~:',

99,-

斗

•
1ー

f
 

l
以
゜

考

か
位
修
一

れ
巾
必

／
 

す

2
択

備

ぃ
目
選
―

目 [
[
2
2

〗-
2
2
3
9
-
2
1
3
1
1
3
3
1

〗
〗
ー
ー
〗
〗

2
l〗〗3〗2
2
2
4
3
1
3
3

和

一

立

＿

2
4
2
2
2
2
-
2
4
4
4
4
4
2
4
-
4
4
②
②

2
2
4
④

4
4
4
4
4
4
2
2
2
2
2
2

単

△

△

△

△

△

-

△

―

△

△

-

設
「
'
」
|
'
ー
ー
＇

I
I
I

論
法
ミ
ン

I
I
I
論

務

論

学

論

論

情

論

論

論

論

論

論

論

論

論

論

論

論

情

論

論

論

刈

＿

説

史

論

r
一

目

一

コ

ョ

論

論

発

法

治

一

済

業

事

政

理

応

営

バ

]

較

総

境

境

家

興

ハ

巾

策

一

概

概

学

一

概

歴

明

学

学

概

と

シ

係

係

業

原

企

済

適

ナ

四

訊

理

環

環

い

振

済

虞

学

学

ァ

一

又

土

管

又

土

j

和

史

の

文

学

際

擦

一

開

政

経

財

倫

ヒ

経

イ

．

関

関

企

済

籍

経

ー

糸

公

際

際

際

際

際

際

国

際

共

業

文

際

フ

ハ

間

営

営

市

民

域

外

較

理

教

本

理

理

―

摩

ケ

際
ニ

設

国

本

較

律

皿

外

日

地

地

法

国

国

ュ

国

国

国

国

国

国

経

面

比

篇

宋

女

責

食

食

ー

食

貨

女

玄

—,
1：
・
ロ
'
|
、

唸
J教

に

教

ー

史

／

学

学
国

一

治

済

則
門

尺

JJ

規

専

目

-
i
 

タ

ー

政

経

行
る

ぇJ

び

施
す

法
関

―
狸

許

（

及

免

科

一

学

学

倫

員

教

史

学

職

る

目

本

律

会

冒

日

一

法

社

哲

学（地誌を含む。）
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〔公民関係授業科日 高校〕
——•---------------- -- -、-----------------------------------

教育職員免許法施行規則に ！ 

免許 定める教科に関する専門教
状の 育科目
種類 9--―----- 一丁―----------------------------------- -—------―-

科 目 単位開設科日 単位履修年次
-------------------------------------------- ----------―------------- ---------- -

法律学（国際法を含む。）． I食法律学概論△ 2 2 
政治学（国際政治を含む。） 1食国際 法 4 1 • 2 

国際摩擦とコミ i 

ュニケーション 4, 3 • 4 
国際 関 係 論 I1 4 | l. 2 
国際 閃係論II 4 i l. 2 
国際開発論 4 3 • 4 
国際企業法務 2 3 • 4 
国 際政治論 I 4 I 1 • 2 

--~------—~-- ----t---------- - - - 寸 - -

女 国際経済学 4 l • 2 ・ 3 
食経済原論 i 4, 1 • 2 • 3 

多国籍企業論 ② I I 
国際経済事情 ② I 1 
公共財政論 2 : l • 2 • 3 
企業 倫 理 論 2 1・2・3
異文化適応論 I 4 | 2. 3 

校 国際経営論④ |1 
1 国際ファイナンス論 4 1 2 • 3 • 4 

サイバー・コマース論 4 2 • 3 • 4 
国際経営比較論 1 4 ! 3 • 4 
経営 管理総論 4'2 • 3 • 4 
経営環境論 4 2 • 3 
都市環境論 4 2 • 3 

1 1 市 民 起業家論 l 2 2. 3 
種 1 地域 振 興 論 1 2' 4 

海外 経済事情 i 2 i 3 • 4 
比較公共政策論 2 1 ・ 2 

ト—-- -—------ --- ------― --------t-----――--------

L 
i 折学・倫理学・家教学・ 倫理 学 概 論 1 △ 2 

1 心理学 宗教 学概論！ △2 i 

本

―--. 

高

罪

チ

f
、す

．ヽ•- • 

i 社会学・経済学（国際経済
を含む。）

}9今r・ 開 設 科 目
備 考

-•• : 

i 

いずれか 1科
1 日2単位以上

三必修。 ， 
I 
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経営情報学部 福祉環境情報学科

以下の表より，＊印の付してある科日を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

中

学

校

授業科目 中学〕

本学開設科目

開

外
日本の歴史

学（地誌を含む。） :;悶 ［悶 望夕 ;1 
食地

学 ・政 治学 1 女法
女国

社会生活と法 2 1 • 2 
国際摩擦とコミ

ュニケーション 4 I 3 • 4 

国際 政 治 論1-一ーしど］
学・経済学 1 女国 際経済学 4 ] 3 • 4 

食経済原論△ 4 I l • 2 • 3 
人間と集団 I 2 I 1 • 2 
現代 社 会 論 2 I 1 • 2 
企業倫理論 2 1 • 2 
国際貢献論 2 I 1 • 2 
都市環境論 1 4 I 2 • 3 
国際 資 源 論 1 4 I 3 • 4 
知識社会論' 4 i 2 • 3 
統計解析・

社会調査法 4 I 3 • 4 
生活経営論, 4 ¥ 3 • 4 
地域経営論 i 4 I 3 • 4 
流通 産 業 論 4 I 3 • 4 
市 民起業家論 2 3 • 4 

―̀----- | 

学 i 倫理学概論△ 2
宗教学概論△ 2

- - ~- - -----L----1 _＿＿＿ ＿＿ 
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〔公民閃係授業科11

許
の
類

免
状
種,'~ 

lii校〕
-- ------,―---

教育職員免謹法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科日

- -

科目

法律学
政治学

本 学 開 設 科
［ ー 備 考

（国際法を含む。）．
（国際政治を含む。）

J
 

9
ー,' 

~
 

4

4

 

．． 
3

3

 

存

社会学・経済学（国際経済
を含む。）

汐

r
‘’
 

校

3 • 4 
1・2・3 
1 • 2 
1 • 2 
1 • 2 
1 • 2 
2 • 3 
3 • 4 
2 • 3 

種

9

,

＇

,

 

．． 
,
＇
’
 

4
4
4
4
2
 

-．- -9'.. ．.....  t -- -^ 9... ．.．---- •- -- - -9--• •-- - - •-• -

| 
！ 丁 I

弔位 開設科
| 

日 1 単位履修年次
・ ••-- ．．． .......— ー・・・ ・ ． ．十ー•••一・・・ ― ― 7 • • ---•---- ...．． ＾ 9 

＊ 法律学概論’△ 2 2 
責国際法： 4 3 • 4 

社会生活と法 2 1 • 2 
国際摩擦とコミ i i | 

ュニケーション 4' 
国際政治論 4 I 

-I l 
際経済学 4 

＊経済原論 1 △ 4 i 

| 
！ 人間と集団！ 2 
1 現 代社会論 2 

企業倫理論 2 
国際貢献論 9 2 
都 rfi環境論 4 
国際資源論 4 i 

知識社会論 4 
統叶解析・

社会調応去 i

生活経営論
地域経営論
流通産業論
市民起業家論

,------•一•一•一••--•- - 1 

倫理 学 概 論 I△2 
宗教学概論△ 2 

4
4
4
4
4
 

•••.• 
3
3
3
3
3
 

-----

哲学・倫理学~・宗教学

・心理学

i ．●●●一ー1

いずれか 1科

目2単位以l:l 
選択必修。

I 
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人文学部 国際文化学科

国語コース（国語）

以下の表より，

ければならない。

唸印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

第 9表〔国語関係授業科目 中学〕
-T -

！ 教育職員免許法施行規則に
免許 1 定める教科に関する専門教
状の 育科目
種類ー―"-

I ［科 一目

国語学（音声言語及び文章
表現に関するものを含む。）

本 学 開 設 科 目

2
 

2
 

2
 

3
 

中
2
4
4
 

△
 

△ 4 

学

校

種

開設科目 単位履修年次，

羹日本語学:trf-1---/_ ＿ --•— 
2 

1斉日本語表現法 I ! 2 I 2 
（表記・文法・
LLを含む）

日本語表現法
（文章）

日本語表現法
（論文作成法

日 本 語 と 文
言語学概
日本語教授法

（音声）
日本語教授法

（語彙）
日本語教授法III △ 4 

（文法）
日本語教授法
（教材・教具）
日本語教授法

（評価）
日本語教授法

（教授法）
日本語教授法VII △ 4 

（演習）
日本語基礎表現

△ 4 

△ 4 

△ 4 

2
 

2

3

 

2
 .
.
 

1

2

 2・3・4 

2・3・4 

2•3•4 

2•3•4 

2•3·4 

2・3・4 

1 • 2 

,
|
|
二
|
|
1
-

3

4

4

-

.

.

.

 

-

2

3

3

 

2

3

3

-

,
 

•• 

，9

人

言口＊
L
/
P
L

砂

一

学

―

砂

＿

む

＿

一

る

一

＿

＿

 

含

ー

一

す

一

i

、こ

を

-
、
い
]

J
 

史学
中
—

を

文

文

一

＿
写ヽ

国

一

韮

日

一

（
 

-
（
 

学

置

―

文国

一

漢

：

韮

戸

|

-

et~v~

— 

3
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〔囚［l｛載l係授業科11 闘校J

許
の
類

免
状
種

ヽ

備考
1 ● ● → -．- -••• --.．．．_ _ ＿1 

| 

開 設科 ll 単位囮修年次
'----- 寸••- --•丁• •• --- ------••. -+ 

責日本語学概論 4 2 
責日本語表現法 I 2, 2 

（表記。文法・

LLを含む）
11本語表現法IIi 

（文咽） 2 2 
11本語表現法III! 

（論文作成法） 2 3 
日本語と文化 2, 2 
五 語学概論 4 1 • 2 
日本語教授法 I △ 4, 2 • 3 

(i予声）
I 

日本晶教授法II △ 4 2 • 3 • 4 
（語嬢）

日本語教授法III △ 4 2 • 3 • 4 
（文法）

日本，i打教授法N △ 4 2 • 3 • 4 
（教材・教具）

日本語教授法v △ 4 2 • 3 • 4 
（評価）

日本語教授法VI △ 4 -2 • 3 • 4 
（教授法）

日本語教授法VII △ 4 I 2 • 3 • 4 
（演習）

日本語韮礎表現法 2 1 • 2 

囚文学（国文学史を含む。） ，玄日本文学概論
日本の文学 I

• （古典）
日本の文学 II

| （近代）
------- - ・・・・•—↓—•• -- ．ー・・

学 1 責漢文，溝訛 I △ 2 9 2 l 

！ （韻文） i 

食漢文，溝訛 II △ 2 3 

！ （散文）
I― -―- --- -. __ __•-, I 

科[.•I 
.，9 ~ .  ，．．．．一

国語学 (ff声げ語及ひ文咽

表現に関するものを含む。）

4

]

 
＇ ，
 

9
-
9
 

ー

存

学

校

-

教育職員免謹法施行規則に ＇ 

定める教科に関する専門教
育科ll

本学間 設科目

種

,
_
 

3

4

4

 

．
．
．
 

2

3

3

 

．
、

4

4

4

 

一
莫、1 文
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社会コース （社会・地理歴史・公民）

以下の表より，

ければならない。

責印の付してある科日を含み，中学， 高校それぞれ最低20単位以上修得しな

第10表［社会関係授業科目〕

-----------------------~-~----------- ---

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教

状の 育科目
種類 i------------------

科
'---+-------―----------

日本史及び外国史

日

本 学

開設科

開

ー.
-

一
~
一

設 科

単位

3
2
3
 

2
 .
.
.
 

2
1
2
 

4
 

2 • 3 

4
4
4
4
4
 

3
4
3
4
4
 

．．．．． 

2
3
2
3
3
 

中
4
 

次年父
多

＇， 履

目

3 • 4 

備 考

地 理

学

校

種

政-. 学律
一
法

9

9

,

」
|
|
_

- - ----

社会学・経

| 玄外国史概説！ △ 2 
食日本の歴史 i 4 
歴史文化研究の）j法！ 4 
文化交流史 I 4 
（日本：アジア）
文化交流史 II
（日本：欧米）
先史文化論
近代化論
日本文化史 i
近代日本とアジア
中国と日本 I

（古代）
中 国と日本 II

」 （近・現代） ， 

---------------~--

学（地誌を含む。） 食地理学 I ~ | 2 
食地理学 II！△ 2 l 2 

1 女地 誌△ 2) 3 
腐太平洋l忍l0)社会と文化 i 4 ! 3 • 4 
文化人類学 II 2, 1 • 2 
文 化人類学 III 2• 1・2 
カナダの社会と文化 4) 2 • 3 
ラテンアメリカ

の社会と文化 4 I 2 • 3 
-~------- ---,_ ----- -----------------,----------- -------

食 法律学概論△ 2 2 
食国際法 4 3 • 4 
国際関係論 4, 3 • 4 
国 際政治論， 4 i 3 • 4 
アジア国際関係論： 4 : 3 • 4 
社 会生活と法！ 2 1 • 2 
国家と政治 2 I 1 • 2 
国際政治人門 2 I 1 • 2 

L_ --------------』 tw - -- - - - -- - - 4-------

食国際経済学 i 4 
女経済原論 i△ 4 

都市文化論 I 4 
（日本）

社会心理学特論
地域と文化
国際経営比較論
国際開発論
経済のメカニズム
国際経済巾'|青
社会統，it学

倫理学概論△2 
宋教学概論△ 2 

治

済

学

唸
J＇ 4

3
3
 

．．． 
3
2
2
 

~ ～̂ ~ ～ -．．．..  

哲学・倫理学・宗教学

4
4
4
4
2
2
2
 

4
4
4
4
2
2
2
 

••••••• 
3
3
3
3
1
1
1
 
3
3
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［地理歴史関係授業科Il

---------- --------------•--•• ---- -... ^I 

開 設科 ll ' 
. 7 

甲位履修年次
ヤー•- -• -• 一•- - •- --• I 
責日本の歴史 i

歴史文化研究の

方法！

文化交流史 II 

（日本：アジア）
文化交流史 II
（日本：欧米） ！ 

先史文化論！ 4 2. 3 
近代化論 4 I 3 • 4 
H 本文化史 4 ~ 2 • 3 

-----------------------~-,—•• -．．---—一＾一--r--------

国 史 I責外国史概説△ 2 2 
！ 近代日本とアシア 4 ; 3 • 4 
I 中国と日本 I ! 4 3 • 4 

（古代）
中国と日本 II 4 
（近・現代） ： ！ 

~ -• -•. ． ---． ^ —•• --• -..．--•• -.. ． ^”^ ---- •- •---•—ャー―..． ．--―----• . . ----- --, - 、 」．． 

人文地理芹及び白然地理学: I食地理学 I l △ 2, 2 
食地理学 II △ 2 I 2 
環太平洋圏の 心

社会と文化 4 
文化人類学 I! 2 
文 化人類学 II, 2 

カナダの社会と I

文化 4 
＇ ラテンアメリカ

1 の社会と文化’ 4 2. 3 
• ---•一•-•-----• ̂ •·-------- ------・-------:-----、--- -----^ t ----,―-^^ ---- -- .．．^ --• : 

地 誌 食地 誌△2 3 □ l_―~ ----• -- L- 1 -__J 

•-• -----[ --

高校］
~----~-------------

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科tl

-

科

本ー
ー

rト

^
J
 

J
-
9
 

“
 
.. E
 

，
 

等

--

外
学

校

種

Il 

史

本 学 開 設 科
.
.
 
5

、

——

[
 

4
 
4
 

2 • 3 

2 • 3 

3 • 4 

4
2
2
 

．．． 

3
1
1
 
2 • 3 

備 考

―l 

I 
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〔公民関係授業科目 高校〕

教育職員免許法施行規則に 1 

定める教科に関する専門教 ！ 
育科目
・-・--―------～9 -- - - - -―-----; ―C 

目 弔位 1 開設科目 I単位履修年次
——•---—---- ―-------—ーし＿＿＿――----- ----------

責法律学概論！ △ 2 I 2 
女国際法 4I 3 • 4 

1 国 際関係論 I 4 3. 4 
国際 政 治 論 4. 3 • 4 

1 アジア国際関係論 4 j 3 • 4 
1 社会生活と法 2 1. 2 

国家と政治 2 I 1 • 2 
国際政治人門| 2 1 • 2 

| 

社会学・経済学（国際経済 女国 際経済学 I 4 
を含む。） 食経済原論△ 4

1 都市文化論 I. 4 
' （日本）

社会心理学特
地域と文
国際経営比較
国際開発
経済のメカニズ

i 国際経済事
社会統計

| ＿_ r-------------------

哲学・倫理学・宗教学・ 倫理学概論△ 2 
心理学 宗教学概論△ 2

------―-―___________j___ --・..... -- --

本
備 考

高

等

学

校

種

法律学（国際法を含む。）．
政治学（国際政治を含む。）

学 開 設 科 日

215 

4
3
3
 

．．． 

3
2
2
 

4
4
4
4
2
2
2
 

．
．
．
．
．
．
．
 

3
3
3
3
1
1
1
 
3

3

 

i-------•—- -

いずれか 1科 I
日2単位以上'
選択必修。
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英語コース（英語）

以ドの表より，責印0)付してある科日を含み，中学~，闊校それそれ最低20単位以1：修得しな

ければならない。

第11表［英語閃係授業科日〕

許
の
類

免
状
種

:
 

種

．え＾

に3

「口J

等

学

校

種

’^~ ー・
•ー ● ● ●一● ＾^ ー•• ー・

教育職員免許法施行規則に
定める教科に関する専門教
育科ll

科
+ ----、-- -------------

英

英

--------

目
--------------- ----

舌五 星
n口 1ナ^

-- ～ 

米 文学

．●  ＾ ～-------------

英語コミュニケーション

．．．一 ---------

比較文化（外国事情を含む。）

本学開設科目

一一

科 Il 単位履修年次

責英語学概論
アメリカ社会

の文化と英語
英語表現法 I! 

（音声） 1 

英 語表現法 II
（文法）

英語表現法 III 2 
（論文作成法） 1 

--
______, 

食アメリカ文学概論

近代アメリカ文学

移民の文学 l

＊近代イギリス文学＇
------―----＋ 

女 英会話 I
英 会話 II: 
英会話 III
Reading & 

Writjng I : 
Reading & 

Writingll i 
Reading & 

WritingIII ! 

Speaking & i 
Listening I 

Speaking & 
Listening II 

Speaking & 
Listening III 

翻訳の方法
通訳の方法

-- --

食比較 文 化 概 論
異文化間コミュ
ニケーション論
日米比較文化 I
アメリカ文化概論 i

アメリカの歴史

アメリカの思想 i

ヨーロッパ枇界
とアメリカ 4 I 3 • 4 

ラテンアメリカ
I 

とアメリカ

アジアとアメリカ

アメリカ

現代文化論！

,- - -------

i 

I 

備 考

＇ 

2

2

2

 

/
 

4
4
4
4
 

2

2

 
2
 
3
 

+
|
 

-
3
3
3
 

3
3
4
4
-
-
．．． 

.

.

.

.
 -
2
2
2
 

．．． 
1
1
ー

2
2
3
3
 

＜
 

2

2

2

2

 

1・2・3 

3
 ．
 

2
 ．
 

ー

＇ 

2

2

2

 

1・2・3 

1・2・3 

3
 ．
 

2
 ．
 

ー2

2

4

4

 
4

4

 
4
4
4
4
 

1・2・3 
3 • 4 
3 • 4 

3

3

3

 

•1 

.

.
 

2

2

2

 

4

4

4

 

．
．
．
 

3

3

3

 

,
'
,
'
 

4

4

4
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人文学部・福祉文化学科

以下の表より，女印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第12表

t
 

↓
 

工
↑1

以
。
―

か
位
修
一

れ
単
必

―
ず

2
択
一

い
目
選
＿

3

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

4

4

2

4

3

3

3

4

3

3

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

-

3

3

 

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

3

3

1

3

2

2

2

3

2

2

-

9

9

,

 

4(2)（

2

)

2

2

4

2

4

4

4

4

2

4

2

4

2

2

4

4

2

4

.

2

2

-

△

[

△

△

 

論
論
法
門
ケ
論
論
論
論
I
I
I
I
I
I

論
論
団
論
I
I
I

論

発

論

論

論

論

概
詞
入
加
」
環
瓢
化
化
論
論
論
ミ
網
集
会
会
卯
会
間
市
環
習
原
一
概
概

原
化
究
究
構
ミ
ョ
化
文
文
鱈
ぃ
鱈
〔
鱈
和
コ

□と
社
~
●
直
惰
耀

□
学
鱈
学',
f

の
涯
会
一
理
教

也

版
像
市
山
市
げ
市
儘
ス
市
間
齢
性
族
性
域
i

済
文
麟
研
．
コ
シ
文

生

家

地

｛

総

一

祉
紋
域
活
代
一
市

t

地

地

地

法

国

社

国

経

福

罰

地

（

現

都

出

映

都

都

都

マ

都

人

高

女

（

女

（

現

房

生

社

倫

宗

ー

女

｀

畜

玄

玄

_

□責
｀
し

1

口
学

学

学

理

＿

律

会

±
 

ネ

也

五

7
 

ー

'’̀rl
中：： 

学

校

種

--

哲学・倫理学・宗教学

l~ 
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（公民関係授業科日 翡校〕
~．．．ー．．．．

教育職員免許法施行規則に
免許！ 定める教科に関する専門教
状の 育科目
種類!--------------- ------―------

＇科

＾ ••一••. - ----••- - -•- • --9← _＿__.---―l ---—マーーー•• - ＾ ” ．．．ー→

間 没科 目 単位履修年次
．．．．．．  ー•- -•-.. - - - - - - - - -•-----

責法律学概論△ 2 2 
責国際法△ 4 3 • 4 

ネl̂；: It活と法 1 2 l l. 2 

＇責国際経済学△ 4 
責経済原論 l△ 4 

！ 福祉文化概論 ② i 

I 福祉文化研究
i }j 

地域 研究人

（牛活．構造）

現代コミュニ

ーション概
都市文化環境

出版文化

映 像文化

都市文化論

（日本）
都 r廿文化論

（アジア）
都市文化論

（欧米）
マスコミ

都市 情報網
人 間と集

高齢社会
女性と 社 会
（家族・仕$)
女性 と社会 II 1 2, 
（地域・余暇）

現代地方都市論 4 1 2 • 3 
房総の産業と開発 4 3 • 4 

i 生涯学習論 2 2 • 3 
社会福祉／原論！ 4 : 2 • 3 

| 
•- . ． ．． - ^ -------•--•_ _ 」, t ---―-••---- -• ----• ------. ． ＾ ． 4 . ．．． 9 -• -• - --- ヤー一•-•- -• • -• •- - --• -•- -

哲学・倫理学・宋教学・ 倫理学概論△ 2 3 いすれか 1科

心理学 I 宗教学概論！ △ 2 I 3 I「l2単位以上

： ＇ ！選択必修。
t --_＿ーー ' • : 

.
J
 

コ
'↓
 

．．
 9

9
 

等

学

校

種

法律学（国際法を含む。）．

政治学（国際政治を含む。）

社会学・経済学（国際経済
を含む。）

-

Lj 

本 学 開 設 科

②

2
 

2

4

2

4

4

4

 
4
 
2
4
2
4
2
 

目

4
3
2
 

．．． 

3
2
1
 

2

2

 

．． 
ー

ー

2
3
3
3
3
 

．．．．． 

1
2
2
2
2
 
2 • 3 

2 • 3 

4
4
2
4
3
 

．．．．． 

3
3
1
3
2
 2. 3 

備 杓
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人文学部 国際交流学科

社会コース（社会・公民）

以下の表より，食印の付してある科目を含み，中学，高校それぞれ最低20単位以上修得しな

ければならない。

第13表〔社会関係授業科目 中学〕

に
教 本学開□―- -

1 開 設 科 目 一

史 i ＊外国史概説
＊日本の歴史

日本の歴史と文化

世界の歴史と文化

（東洋）

世界の歴史と文化
, （西洋）

文化交流史 I
（日本：アジア）

文化交流史 II
（日本：欧米）

中国と日本 II
（近・現代）

- I -
'。） ＊ 地理学 I

| ＊ 地理学 II
＇＊地誌

—a - ←"  /—-—— 
学 唸法律学概論

1食国際法

I I 
法の精神と役割 2 I 1 • 2 
国際政治入門 2 i 1 • 2 

l 国家と政治 1 2 1. 2 
国際交流・協力

概説A（世界） i 2 1. 2 
国際交流・協力

概説B（日本） l 2 
国際交流・協力 1

概説C（アジア）， 2 
国際交流・

協力と法 I
国際交流・協力

実践の方法

国際開発論

国際関係論

アジア国際関係論，

国際摩擦とコミ I

ュニケーション

国際政治論！ 4 

1 • 2 
種

1 • 2 

4
 
2
4
4
4
4
 

3
4
2
 

．．． 

2
3
1
 

4

4

4

 

．．． 

3
3
3
 
3 • 4 
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--- ------一9- ．．＾ ＾ ● 

教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教

状の， 育科目
種類 ・・ーー・ ”̂ ‘‘'・-----------

科

t t 会 9さ江，

f̂  

．•-ー•--- i 

l l 

経 済

本
竺ヽ4
f• 開 設 系斗 ー

-．
 

備 考

--

、とし1+

1’ム

l t I 

学

校

------- --- ---- --- --~---- --

開設 科 目 単位履修年次
---•--- -•-----―寸―•一←•-• •- --------) 

| ＊国際経済学 i 4 : 3 • 4 
| ＊経済原論△ 4, 2 • 3 
I 経済のメカニズム 2' 1 • 2 

国際 経 済 1叶青 I 2 1 1 • 2 
人間と集団 2 1 ・ 2 
地球社会の人間観 2 I 1 • 2 
比較社会論概説 2 

| 

2 • 3 
11本とヨーロッパ 4 2 • 3 
日本と東南アシア 4 2 • 3 
アジアと

ヨーロッパ
N G 0 論

国際技術協力論

現代コミュニケ
ーション概論

異文化適応論 i

国際コミュニケー
ションとメティア
組織コミュニケ

—ミ
、 ニム、 ' 

／ヨ／禰 '4
国際経営論 4 
国際資源論 4 i 
----.....•-...-.• - -•—+ 

倫罪学概論△ 2 
宋教学概論 I△ 2 

I 

'
,
 

4
4
4
 
2

4

 

3
4
4
 

．．． 

2
3
3
 

2

3

 

．． 
1

2

 
4
 

2 ． 3 

f ぷ

-- -

哲 学・倫理学・家教学

3 • 4 
3 • 4 
3 • 4 

I -•-—-----•• -•. + • •- -•---. -•-.... -4 

3 いすれか l科

3 !日 2単位以lこ
選択必修。
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〔公民関係授業科目 高校〕

高

学

校

種

社会学・経済学（国際経済
を含む。）

4
3
2
2
2
2
3
3
3
3
4
4
 

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

3
2
1
1
1
1
2
2
2
2
3
3
 

-------------- - -

教育職員免許法施行規則に
! 

免許 定める教科に関する専門教 1 本 学開設科目
状の＇ 育科目 備考

-----~----

科目
―--―----------L_＿_ 

開設科目~ i 

「 一 i
法律学（国際法を含む。）・ 女
政治学（国際政治を含む。） 責

法の精神と役割 l 2 1. 2 
国際政治入門 2 I 1 • 2 
国家と政治 2 I 1 • 2 
国際交流・協力，

概説A（世界） ！ 2 1 • 2 
！ 国際交流・協力 I

概説B（日本） 2 1. 2 
際交流・協力
説C（アジア） 2 l 1. 2 
際交流・

協力と法： 4 I 

際交流・協力！

実践の方法 2 ! 

際 開発論' 4 
際 関 係 論 ！ 4 ＇ 

ジア国際関係論 4 
際摩擦とコミ
ニケーション 4 
際政

| -
女国 際経済論 I 4 
玄経済原論△ 4

済のメカニズム！ 2 
際経済事情！ 2 ! 

間と集団 2 
地球社会の人間観 i 2 

較社会論概説 2 
本とヨーロッパ 4 I 

本と東南アジア i 4 
ジアとヨーロッパ 1 4 

G O 論 1 4 
際技術協力論 4 
代コミュニ

ーション概

文化適応
際コミュニケ

ョンとメディ

織コミュニ

ーション

際経営
際資源

等

2 • 3 

2
4
4
4
 

•••• 
1
3
3
3
 

4

4

 

．． 3

3

 

哲学・倫理学・宗教学・

心理学

いずれか 1科

目2単位以上

選択必修。
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英語コース （英語）

以下の表より，

ければならない。

玄印の付してある科日を含み，中学， 高校それそれ最低20単位以上修得しな

中学・高校〕
~ - --- ------------- ---------

i 教育職員免許法施行規則に
免許 定める教科に関する専門教 本学開設科目
状の 育科目
種類,_____r-1t:1t1 _ ----------- -—•--- l ・----- -

科 目 ，開設科 [1 単位履修年次
------—+ • --- ---------- -----------^- -----~----- ~---------,---

英 語 学＊英語学概論 4
I 英語表現法 I! 2 

（発音）
英語表現法 II

（文法）
英語表現法 III
（論文作成法）

．――------------ -- --- -••-..-——- --- -- --- -----→ 

＇責アメリカ文学概論 △ 4 2,:3 I 

責近代イギリス文学 △ 4 3 • 4 
移民の 文 学 4 3 • 4 

- - -------- -----•寸・ ・'--------------

合英会話 r' 2 1・2・3 
英会話 II 2 1 •2•3 
英会話 IIIi 2, 1・2・3 
Reading & 

Writing I 
Reading & 

Writingll 1 

Reading & i 

Writing III 
Speaking & 

Listening I 
Speaking & i 

Listening II 
Speaking & 1 

Listening III 
翻訳の方法
通訳の 方 法

第14表［英語関係授業科目

2

2

 

＇ 
2
2
 

2

3

 l i l 

英
一
文

一
米

学

校

邑
1二

～．．．一＾

"●．互五
央，m コヽ

ミュニケーション

i 

学
1 比較文化（外国事情を含む。） 責比較文化概
| ' 国際コミュニ

校 一ション概

| 
日本と北

＇ ， アジアとアメリ
| 

ー I 国際学芸交流

！ アメリカ

1 1 国際閃係
種 I 1 国際コミュニケ

i ション実践の方
異文化間コミ
ニケーション

I_ --

種

高

→^r 寺

2 | 

2

2

 

2
 

1・2・3 

1・2・3 

1•2·3 

1・2・3 

2 

2. l • 2 • 3 
4 3 • 4 
4 i 3 • 4 

| --

△ 4 I 1 • 2 
！ 

1・2・3 

備 考

2

4

4

4

4

2

 

2

3

3

4

4

2

 

．
．
．
．
．
．
 

1

2

2

3

3

1
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4) 教科又は教職に関する科目

「教科に関する科目」および「教職に関する科目」の中から，最低修得単位数を超えて，中学

校一種免許状では 8単位，高等学校一種免許状では16単位以上を選択して修得すること。

w．教職課程履修についての注意

1. 教職課程を履修しようとする者は，次の各項目に留意すること。

1) 各年次のオリエンテーションに必ず出席すること。その際必ず学生便覧を持参すること。

2) 教職課程を履修しようとする者は，教職課程の規定にしたがい 1年次から履修計画を立

てること。ただし，履修にあたっては，卒業に必要な科目を優先し，その上で，教職課程

の科目の履修を考えること。したがって，時間割上で履修したい教職関係の科目と学部専

門科目が同時限に重複した場合は，前述の原則に従って履修計画を立てること。

3) 教職課程を履修しようとする者は， 1年次 4月に「教職課程履修登録カード」を教務課

へ提出すること。

4) 授業科目は，上級年次の科目を履修することはできない。上級年次の者が，下級年次に

配門された科目を履修することは差し支えないが，時間割編成上，学部専門科目と重複す

る場合があるので，配当年次に履修することが望ましい。

5) 編入学生は，学部の授業科目として認定された単位が必ずしも免許上の単位とは限らな

いので、オリエンテーションの際に個別指導を受けること。

6) 教職課程に関する連絡は，すべて掲示により行う。

2. 教育実習について

教育実習は， 4年次〔実習校から指定された 2週間（中学校一種の場合には 4週間）〕に行う。

教育実習 I及びII （中学校一種の場合には必修）の履修に際しては，単に必要な単位を修得す

ればよいなどという安易な考え方はしないで，教壇に立って正規の授業や生徒指導を担背する責

任を考えて，教職の職務についてしっかりと準備をしなければならない。そのためには，以下に

示す各項をふまえて，真剣に取り組むこと。

1) 教育実習 I • II履修資格

教育実習 I • IIを履修するためには，次の履修資格を満たし教育実習担当教員の指導を受

け， 3年次の議T：紬きを済ませることか必嬰てある。

① 教育実習履修年度に 4年次（卒業見込）の者て，各学科の示した標準的な修得単位数の

目安をおおむね満たしていること。

② 第 3年次までに教職に関する科目（第 4表）の「教職論」「教育原理 IまたはII」「教育

心理学」「教育制度」「教科教育法 I及びII」「道徳教育」「特別活動」「視聴覚教育」「生徒

指導」「教育相談」を全て修得している者。

ただし，絲等学校の免許状のみの場合は，「道徳教育」を除く。

2) 教育実習内諾手続きについて

教育実習希惰者は，実習実施の前年度のうちに各自の出身中学校又は翡等学校に教育実習



224 

を依頼しておかなけれはならない。（詳細は， 3年次 4月の説明会で行う。）

3) 教育実習の履修は， 4年次 4月に発表する「教育実習生名簿」の登載をもって許可するか，

登載後も指導を受けていない場合には，教育実習の許可を取り消すことがある。

4) 教育実習費納人について

教育実習生名簿に登載された者は，教育実習費30,000円を納人しなければならない。また，

一度納めた実習費は，理由の如何にかかわらす返還しない。実習費納入方法については，

4年次オリエンテーションで説明を行う。

5) 教育実習事前・事後指導

① 教育実習事前指導

教育実習に向けて，教育実習担当教員により指導を行う。

期間： 4年次の 4~5月（実施叶画については，オリエンテーション時に説明）

② 教育実習事後指導

教育実習終『後，教育実習担当教員により，各教科ごとに指導を行う。

（日時および教室等については，掲ホにより指ぷする。）

3. 教育職員免許状申請について

1) 教育職員免謹状の中請は，大学から千菓県教育委員会に.一十括して行う。申請手続きについ

ては， 4年次の10月に説明会を行う。なお，教育職員免許状は卒業式当日に交付する。

2) 平成10年 4月より，中学校教諭一種免許状の申請には，［介護等の体験」の証明が必要で

ある。詳細については，オリエンテーション時に説明する。

※教職課程に関する問い合わせ先→教務 課
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学芸員資格

本学ては，人文学部国際文化学科の学牛を対象として，学芸員責格取得0)ための科llを開溝し

て＼9)ます。字芸員は，博物介‘[iにおかれる専門的職員てあり，科字・歴史・民族・美術・動柏物等

各種の博物館に展小する責料を叩＂］的な知識に韮つし口て収集・保竹・展ぷし，利用者に対して況

明・助け・指科を行い， また，J附杞研究し，その他これらに関連した 1i業に従市します。

人文＇げ部の学牛は，必修 0)7科1115単伶を収得すれは，学 1:(}）学位を得るとともに，学芸員責

格に必要な単位を得ることかてきます。たたし， こ0)7科目は1・1由科目であり，卒業要件に必要

な単位数には算人されません。

なお博物館実習 I・博物館‘火習II(}））復修にば丈習費30,0001 I]か必要てす。

さらに実習生(})受け人れをお願いする博物館の都合により，特に博物館実習IIてば之溝生の数

を制限する場合もあります。その際には，学芸員の職に対する確固としたぷ州を確認、した 1̂̂，第

2 • 3学9年て牛翡‘J;：習論・博物館概蘊・博物館学各，誦・視聴揺教育・教育原理 I・博物館実習 I

の全単位を収得し終えた学牛か，優先して博物館‘尤晋IIを科目登録てきます。

また， 上記の学芸員の職務を遂行するために相応(})専門知識か要求されます。本学ては，文化

史・民俗学・号古学の分野からの責格取得かlIJ能てすか，各分野ことにつきに挙ける科日の単位

を2科目 8単位以上取得することを要望します。



、J'，゚芸li責格 227 

博物館学芸員課程講座科目

I •---- --］ーー，、士
i 科 目 本f開講科目
――- i ――---•^-~-;_ __________ _ 

生涯学習概論 I ＊ 生涯学習論 2 
--------------•---------------~ 

博物館概論 博物館概論！ 2 
必く

-- -- -j_ ---------------. --. --------•一•• • • ---

［博物館経営論

修！博物館資料論 1 博物 館学各論 4 

i 2 • 3 
， 

---

1 • 2 

2 • 3 

-----! 

I寺 1'l'J胆 1再諏禰

科 1 ―----―-—-
！ 博物館実習 I

実習 II i 1 
目 ― ------------L- ------―--------ヽー ~一ヽ— t -—--- --— 

視聴覚教育メディア論 視 聴 覚 教 育! 2 
---- ------？―-----------―- - -------

I I 教育学概論 教育原理 I 2 2 —-+~ -—-/— --—- -—~ [--- -―一二＿＿――-- -
比 較 文化研究の方法 4 l 1 • 2 

I 

歴史文化研究の方法| 4 - 1 • 2 

日本文化概論 4 

日本文化史 4 

環太平洋圏の社会と文化 i 4 

韮

2 • 3 

選

民

択

考

科

文

4
 

．

．

 ~一

．
 

化

俗

占

史

唸
J

・ヽ

学

-------

術史
----

自然科学史
--------------- ---一~←―---

理 ・

学
---

物 学
' ．一

i 1地＂志
-••ー一＾一 ---•一•....．．｀ • -• •- ・ ・・ -…• --• -•• ・・ • "．・・・・・・ ・ ・曹・・ •• 

＊は他学科履修科日

文化人類学 I

，文化人類学 II

北米先住民社会と文化
~-- ---~--

先史 文

中国と日本 I
- -----------

2
 

ー

2 • 3 

3 • 4 

3
 

2

2

3

 

．
．
．
 

ー

1

2

4
 

--------------- : 
！ 

j_ __ _ 

， 

-------••---•------•一•--•ー・]•-•--- •-•-•一

---―――-1 
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学芸員課程行事予定表

1 i,一次 ，ヽ！） 
、i

I
I
 

9] 
’
¥
 

ー！．ヽ(
．．
 I

I
 3

 

」り一次

el) l l: 1 IJ 

9‘j：：凶員北程オリエンテーション

l l l i IJ 

紗 ‘ 上ァ^ 芸li,；県f'1'
卜旬 存緑カート芝

｛寸

3) ］ |．博物館丈習費納人

・博物館実習汎明会

・博物館実習1暉j指消

6) J 

7 } j ・希州丈習飴調行奴 ．hり物館実習先，i｝j間
捉出 ・1＼り物館丈習 (1週間）

8 Jj 

9 J j 

10) j ・博物館丈習レホート

提出

l l) ］ • 4年生t叩勿節実習恨内会

'12} J 

--一•.... I • •--

1) j 

2 J J 

:i J l ・博物館へ丈習依粕 ・博物館学芸員諜程

,1}送付 単位取得証明内

(~ 5月t[l) 交付（卒業式）
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社会福祉士受験資格

（経営情報学部福祉環境情報学科・人文学部福祉文化学科）

I.社会福祉士とは？

「社会福祉t．介護福祉1：法（1987)」によると，社会福祉l：とは「専門的知識及ひ技術を持

って，身体 tもしくは精神 I:0)障‘，りがあること，または環境卜の理由により ll常生活を営むのに

支悼かある者の福祉に関する相談に応じ，助言，指導その他の援助を行うことを業とする者」を

いう。すなわち，麻齢社会を迎えてますます多様化する人々の福祉ニースに1心えるため，人々か

らの相談に応し，利用者の生活援助を行う専門性の閻いソーシャルワーカーのことである。

1997年度の国家試験合格者は2,832人てあり，資格取得者数は1997年現在10,097人となってい

る。現時、点ては，こ 0)賓格をもたないと相談援助業務を行えないというのてはないか，今後社会

福祉t0)職域は拡かる一方てあり，わか国の現状に照らすと社会福祉i:0)数はまたまだ不足して

いる。現在，多くの社会福祉tか， 1障専行施設，老人施設，児権施設，社会福祉協ふ会，福祉1i

務所なとて働いている。また，介護・医療保険を扱う会社や福祉・介護機淵を扱ういわゆるシル

バー産業ても広く活川されている。

II.社会福祉士国家試験受験資格を取るには？

この資格を取るには，国家試験に合格しなくてはならない。そのためには，ます本大学で1厚生

省の指定する科日の単位をすべて取得して，受験資格を得なくてはならない。

ここては，福祉環境情報学科•福祉文化学科の学生か，在学中に受験資格を取得するまての要

件と内容について述べておく。

1. 社会福祉l：国家試験受験資格（以凡受験資格）の取得にあたっては，在学中に表 lo)①

～⑰まての指定科目をすべて股修し，単位を取得しなけれはならない。（たたし，①～③と

⑩～⑫についてはそれそれその中の 1科目以上の履修・単位取得てIiI)

なお，福祉環境情報学科•福祉文化学科では，①～③の科日については，それそれ本学開

設の 2科目か法令指定科UO)一科tlに対応している。例えは①の「社会学」ならは「人間と

集団」，「現代社会論」の両方を履修し，単位を取得しなけれは，「社会学」を履修し，単位

取得したことにはならないので，注意が必要てある。

2. 受験資格の取得にあたっては，大学て行われる講義や演習科H （①～⑯)を履修し，単位

を取得するだけてなく， 3• 4年次に，社会福祉の現場で行われる現場実習（⑰に含まれる）

にも参加し，単位を取得しなければならない。

3. 現場実習の参加（「社会福祉援助技術現場実習」の履修）には，すべての指定科目の履修・

単位取得の見込みてあることが前提となる。したがって，国家試験の受験申し込み等の日程

を衿慮すると，原則として 3年次終［時までに①～⑮まての指定科目の履修・単位取得（見
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込みを含む）が必要である。

4. 現場実習の参加（「社会福祉援助技術現場実習 I• II」の履修）にあたっては，その前に

「社会福祉援助技術演習 I• II」をそれぞれ履修し，単位を取得しなけれはならない。

なお，実習日程や，実習費等の詳細については，各年次の現場実習1Hiij嘉明会において知

らせる。したがって，実習希惰者は，必ず説明会に出席すること。

III. 必要取得単位数

.̂  ｀ .—~ •一.
法令指定科目 本学 開設科目

— ,----·----·--— ー．．．．．．．．．．．，． 上●ー•..．．．．．．．•- -．. ••. ...．．．．．．．．．．．ー・・ ．^ ．．・• 一へ • 

領域 科目名 科目名 単位，／復修年次備
..． 9 -.  •• --••ー・•-- ． .  

' ！①社会学＊ ｛ 
人間と集団 2. 1 • 2 

関， 現代社会論 2 I 1 • 2 

'②心理学＊ ｛ 
人間 心理 I 2 I 1 • 2 

連 I心理的援助 I i 2 2 • 3 

1 社会生活と法 ！ 2 I 1 • 2 

知
こ 1- 学*｛

日本国憲法 2 I 1 • 2 

学一般{
病と医療 I 2 1. 2 

病と医療 II 2!1・2 

護概論 ，介護概論 2 2 • 3 
．．．  ．● ● ●ー• ---•--- -• • ● • ••—• --•--..•.....- -----• ●ー．．，．．．．．．．．．．．．．^ •••一—•--1

⑥社会福祉原論 社会福祉原論 4 ; 2 • 3 *＊受験資格として I 
⑦老人福祉論 閥齢者福祉論 4 2 • 3 は，⑩～⑫の内！知 ・
⑧障 害者福祉論 I障害者福祉論 4 2. 3 

識
1科目以上選択

⑨児童福祉論 児童福祉論 4 2. 3 必修
領

域"
⑩社会保障論＊＊ ！社会保障論 I 2 2 • 3 ただし，国

⑪公的扶助論＊＊ 公的扶助論 2 2. 3 ・ 家試験では

⑫地域福祉扁＊＊ ！地域福祉論 4 •. 2 • 3 3科目出題
．．．，～^ ●～．．．~..."―.．̂ -・ • -----• -．．．. ^..L----• •••--•.....-· •..- ••---•-- • --• -... -.... ： •• -.......—•• •-.......... c... ·-----·...--•一•••一

⑬社会福祉援助技箭総論 社会福祉援助技術総論 i 4 2. 3 

I ⑭社会福祉援助技術 I社会福祉援助技術

各論I 各論 I 4 
⑮社会福祉援助技術 ！社会福祉援助技術

技 各論II 各論II

識

-- - - -- -- ---

＊受験資格とし

ては，法令指

定科ll①～③

の内 1科日以
| 

上選択必修

ただし，国

家試験ては

3科目出姐

術 ，⑯社会福祉援助技樹演習

領 I

域

------

社．会福祉援助技術

演習 I

！社会福祉援助技術 ！ 
演習II

2
 

2 • 3 

3
 

考

！ 

——| 

⑰社会福祉援助技術 社会福祉援助技術

現場実習 現場実習 I 3' 3 

＇社会福祉援助技術

現場に習II 3 4 | 

※児童福祉Iij, 身体1靡害者福祉叱精神薄喝行福祉消守は，社会福祉ドliと,,,J様に任）ll責格と号

えておくとよい。したがって，任命されてはじめてその職に就くことか叶能となる。福祉環境

情報学科•福祉文化学科牛は，卒業と同時にこれらの任用胄格が得られるのて，社会福祉上国

家試験の受験責格のみを[1標にしたい。

-------------← • 

i i 
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福祉環境情報学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル

l {|：△ ；）く 2 {l -—げ〈 3 { lこ汐< 4 { l:^ 次
●●●●ー・● ●●ー•ー ・、一• • + -- ..- -----

学科共通科 il群 I この科目群U)中から必修Nilを含
（英出・ ll本晶） み8単位以卜選択必修

予：科共通科 tl群 II この科tll詳U)中から 4iit位以上選
（総合科目群） 択必修

／り 1]'J枯礎科 ll群 1病と医療 I② ：病と医療I②

［り 11']科 Il ii fe I 
（糾祉雌，誦）

lヽり l "J f斗 [. l l i~ りf I I 

(fili祉丈践）

人閻と集団② 介護概論② I←関連知識領域
現代社会論②

~…～ --- -――← -----＾ -9 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

卒業のためには，こ U)他に必修科
11を含み 8単位以卜選択必修

醤→ 
社会福祉原論④：
高齢者福祉論④
公的扶助論②：

Iヽ り門科 Il lif ll1 こU)科IJ群U)中から12単位以卜選択必修
（似祉環J:j;'()

--- - --- --- -- - ― - -- ---- ---------- - - ----

専門科目群 w
囁i祉情報）

この科目群の中から必修科日を含み12単位以［選択
必修

’、,l:lJL1 科目群
（福祉経虐t)

------ - - ----- ---

V こU)科日群の中から12単位以l_：選択必修

一^ ● ●ー. ・ ・ー・・ ・• -• 

専門科 ll lli: VI 
（プロシェクト）

福祉環境プロシ 福祉環境フロシ
ェクト研究 I④，ェクト研究II④

------------．---~ ------------~ ------------←―-

必修を含み 8単位必修
- --→.．- -

しり門閃連科日群 こU)科ll群の中から， 6単位以卜選択必修
（シェンター）

任怠科目群 指定された科日群より修得した科目以外に，以上の
科[1群もしくは，経営情報学部他学科，及ひ人文学
部の科目より 14iii位以上選択必修

-- - --- -• - - C ĉ ----亡一． ．．こ＿＿こニ―＿こ二ここ―― _--------- -------.．------―-----: ＿ ＿↓ ―-- ＿ ＿ ＿ --•^... .. ．. -----•ここ―●---

年次単位数 36 」4 ・ 31 
- ---

累 積 単 位数 36 80 111 
---- - ----- - - - - .——- --

注） 網掛け科目は，社会福祉上国家試験受験資格取得I})ための指定科目である。

それそれ，関連知識領域，知識領識，冒詈言璽〗てある。

13 

124 
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福祉文化学科社会福祉士受験資格取得予定者履修モデル
---「―-------------- --、----------—•—-- --------------------------

1 年次 次-̂ ー
9
↓
 2

 
＜
 

I
J
 

ヽ
（

．．
 ／

ー3
 

4 i「次

掌科共通科日群 I 」科ll8単位必修
（英語・日本晶） 英語 IA・IB・IIA・IIB

学科共通科目群 II この科ll群の中から 3科ll
（情報関連科目群） （6単位）以1：選択必修

~ ． ．．へ． ．．． ． ．^ ●● ●ー・ ・・

学 科共通科 ll群 III この科目群の中から 3科目
(12単位以上）選択必修

専門基礎科目群 ←福祉文化研究の方法」［福祉文化

()j法と人I"]) 概論」（必修」単位）を含む 8単位 i

以上選択必修
l 

[、り．門科 lllif I I人間心理 I② 介護概論② I ←関連知識領域
（人間） 病と医療 I② ：病と医療II②

12単位以上選択必修—--.....---------．．．．．------------------.....--．．

＊卒業のためには，他にこの科目群の中から 2科日

」単位以上選択必修のこと。
·------·-·---··---·-····~-~ 

専門科日群 II この科日群の中から 10単位以上選択必修

（現代文化）

且i|＇’l f̀ ：t l..l群 III
（社会・地域）

16単位以上選択必修',

専門科目群／
（福祉 1)

16単位以上選択必修
------- -

専 門 科 日群 V 雹ば澪国一一→

（福祉 2)

14単位以上選択必修，

塁→ 社会保障輪②
＊卒業のためには，他にこの科目群の中から 4科ll 
14単位以上選択必修のこと。
----------------------------------------

社会福祉原論④；児童福祉論④
高齢者福祉論④：障害者福祉論④

！ 
―-- i 

！、1[.門科目群 VI

（演習・実習）

12単位以 l：選択必修

＊卒業のためには，他にこの科目

群(})中から 2単位以卜選択必修

(}）こと。

任 怠 科 f l 群以上の科Ili詳，人文学部他学科およひ経営伯報学部

より 12単位以．卜選択必修

数LW] 

•9 

i1 
、ヽー・、ヽI

J
 

ヽ
（

ん．f
l
 

36 l4 -a 
3
 

11 

＇累積 i札位数 36 80 115 126 

注） 網掛け科llは，社会福祉士試験受験責格取得のための指定科llてある。

それそれ，関連知識領域，知識領域，言置璽こ〗てある。
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H本語教員養成のための科目

日本語教育とは，日本人か裔校まて受けてきた国語教育とは異なり，外国人に外国語として(j)

日本語を教えるも())てす。日本人たから Il JIゞ，店を教える())は簡単たと思いかちてすか、実際はそ

の反対て，翡度な専門知識か必要とされます。クローハルな視、点から II本語を分析・説明するこ

と，日本())文化・社会を晶解())ないように紹介すること，様々な背景をもつ外国人のクループを

適切に指祁することなとか求められます。

現時、点ては，日本語教師には明確な国家賓格（免状）か定められていませんか， 1988年に文部

省か公布した［日本語教育施設の連営に関する基準」の中には，いくつかの資格か）作けられてい

ます。その中て4ゞ戸の日本語教育関連科目に関わる項目としては，「大学において ll本滸教行に

関する科目を26単位以［修得し，卒業した者」という胄格かあります。文部省か日本語教員義成

())ためにぷした標準的な教育内容は次ヘーシの通りてす。また，英晶検定試験に類するものとし

て，文部大臣認定())［日本語教育能力試験」（財団法人日本語国際教育協会文施）か全国規模て

行われています。

日本点を学ふ外国人の数はこの20年ほと増えているのてすか，日本甜教師を生業とする())は逆

に非常に困難になっています。国内ては，様々な廿I青から就学生の数か減り，財団法人日本語教

育振典協会に加盟している日本語学校の数は減ってきています。しかしなから，日本語教員をふ

す人の数はとんとん増えていて，競争か激化しているのてす。

国外でH本語を教える wJ能性・場は多様てすか，各人か自分の道を開拓しなけれはならないこ

とが多く，日本語教師になれたとしても，期限つきてあることか普通てす。フルタイムところか

非常勤としても [1本語教師になることは極めて難しいといえます。

現状はこのようにきひしいものてすか，それても日本語教師を目指すことは認義かあります。

日本語を外からなかめることて国際感此かみかかれるからてす。

日本忠教授法 I~II［は，i語学の分野を， N~VIIは9ぷJll叶語学の分野を扱っていますのて，前者

を履修した後て後者を履修することを勧めます。

次ページの表について

1. たとえは，「日本語の教授に関する知識・能｝）」の 9単位に対しては日本語教授法N~VIIの

4 科目（各 4 単位）の中から選ふことかてきる。（たたし，国語の教職免謹取得—一国際文化学

科——には日本泊教授法 II 〈 LIli低）か必修）

2. 国際文化学科ては日本語教授法 I~VIIはすべて「自由科ll」であり，卒業に必要な単位数に

は含まれない。しかし，国際交流学科ては専門科目群VI （専門関連科目群）として扱われてい

る。

3. 国際交流学科の欄の＊「［］は，国際交流学科の学'̂tが，卒業に必要な126単位のうち他学科よ

り履修てきる10単位として，国際文化学科の科目を腹修し得ることをぷしている。
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日本語教員養成のための標準的な教育内容と本学での学部別科目名

日本語教育施設の推進に関する調牡研究会の報告「日本語教員の蓑成等について」 (1985年

5月13日）による。

I ● ̂ -- --••- - - - - ----• ---― ——-- -----••～ー・｀―W― — --- - ----• 

1 -(1)日本語の構造に関する

体系的・具体的な知識

【10】

国際文化学科

（基礎教育科H)

日本語表現法 I

日本語表現法II

I l4ゞ，沿表現法III

日本，翡学概論

(I’l由f1 l l) 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

（専門科目群VI)

日本語学概論

日本語教授法 I (t子声）

日本語教授法II （語彙）

日本語教授法III （文法）

国際交流学科

1 -(2)日本人の言語生活等に

関する知識・能力

【2】

（専門科目・基礎，—i語）

日本語と文化

し-----——----- ---——----- ----------------------------------——-- -------------

＊
 

2 日本巾情

【1】

（専門科H群・地域文化科[l)

日本・日本人論

日本文化概論

（専門科l1群N)

H本・日本人論

3

-

•• 

―
 

ば語学的知識

【4】

！ 

-----~----------------』. ---- ---•----• •- ----1 
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城西国際大学学則（抄）

第 1章 目 的

第 1条 城西国際大学（以ド［本学」という。）は，教育枯本法並ひに学校教育法の定めるとこ

ろに従い，広い分野の知識と深い専門の学術を教授研究し，知的，道徳的能力の涵養をはかり，

もって国家社会に貞献し得る人材を蓑成するとともに，人類文化の発展に寄与することを目的

とする。

第 2章学部及び学科

第 2条 本学に経常情報学部・人文学部をi悦く。

2 前項0)学部に次の学~科を i悦く。

経営情報学部 経営情報学科

国際経営学科

幅祉環境情報学科

人文学部国際文化学科

福祉文化学科

国際交流学科

第 3章修業年限及び収容定員

第 3条 本学の修業年限は 4年とし，在学年数は 8年を超えることかできない。

第 4条 本学各学部の収容定員は次のとおりとする。

学 部 I 学 科 i人学定員 I
編入学定員
（第3年次）

収容定員［
--------- ----- ---------—-- -- t- --- ---—- ^--—•一—--^＾”__J．-- -̂---ゴ

経営情報学部経営情報学科 I 1so名 l , 720名

i国際経営学科 180名 10名 I 740名 ！ 

福祉環境情報学科; 180名 I 10名 740名
--------------、--. --̂ _ _＿＿ ＿_ ＿ ^^ー I - 、 ＾ ^ 

国際文化学科 1 180名 i | 720名

人文 学 部 I福祉文化学科 180名 1 10名 ！ 740名 I 

国際交流学科 I 180名 i 10名 I 740名 I 
-―-- ^ ‘ ” -9 

_＿ _L I _＿ ____J 

第 4章 職員組織

第5条本学に次の職員を置く。

子}^ 長

副 学長

教 授

助教授



講師

助手

事務局長

事務 職員

技術 職員

2 前項の外に必要に応じて他の職員を置くことができる。

3 職員に関する規定は別に定める。

第 5章教授会

第 6条 〔省略〕

第 7条〔省略〕

第 6章学年・学期及び休業日

第8条 学年は， 4月 1日に始まり翌年 3月31日に終わる。

第9条学年は，次の 2学期とする。

前学期 4月1日から 9月30日まで

後学期 10月1日から翌年 3月31日まで
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2 前項の規定により年間の授業日数は，原則として定期試験等の日数を含む35週とする。

第10条休業日は，次のとおりとする。

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第 178号）に規定する休日

(3) 創立記念日 4月28日

(4) 春期休業 3月21日から 4月10日まで

(5) 夏期休業 7月11日から 9月10日まで

(6) 冬期休業 12月21日から翌年 1月10日まで

2 学長は必要により前項第 4号から第 6号までの休業日を変更し，あるいは臨時に休業し，又
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は休業l」に実験・実習・演習等を課することかできる。

第 7章授業科目及び単位

第ll条 授業科目は，学科共通科目群・専門基礎科日群・専門科 ll群•特設科目群・自由科目及

び教職に閃する専門教育科目とする。

第12条 加条の科目は，必修・選択及ひ自由科l!0) 3種とし，講義・演習・講読・実験及び実習

により行う。

第13条 各授業科日の単位数は， l単位の授業科IIを45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に応じ，‘り該授業による教育効果，授業時間外に必要な学

修等を考慮して，次の基準により単位数を叶算するものとする。

(1) 講義及ひ演習については， 15時間から30時間まての範囲て大学か定める時間の授業をもっ

て 1単位とする。

(2) 実験，実習及びだ技については， 30時間から45時間まての範間て大学が定める時間の授業

をもって 1単位とする。

2 前項0)規定にかかわらす，卒業論文，卒業研究，卒業製作等の授業科目については，これら

の学修の成果をII平価して単位を授仔することか適切と認められる場合には，これらに必要な学

修等を苔慮して，単位数を定めることがてきる。

第14条 各学部において開設する授業科目及び単位数は，別表(2)0)とおりとする。

第 8章履 修規定

第15条削除

第16条削除

第17条削除

第18条削除

第19条削除

第20条 学科共通科目群・専門基礎科目群・専門科目群及び特設科目群の中より，各学部・学科

所定の授業科ll及び所定の単位以上を履修しなけれはならない。

2 他の学部又は他の学科の授業科目は，許nJを得て履修することがてきる。

第21条 履修する授業科目は，毎学期所定の期間に登録しなけれはならない。

第22条 単位の認定は，試験によって行う。

ただし，授業科目の種類によっては，他の方法によることができる。

第23条 試験は，定期試験及び臨時試験とし，定期試験は学期末又は学年木に行う。

第24条 いずれの授業科目も，授業時数の 3分の 1以上欠席した場合には，当該授業科目の受験

資格を失う。

たたし，病気又は正当な理由による長期欠席の場合には，特に考慮されることがある。

なお，この場合には別に定める追試験を受けることができる。

第25条 各授業科目の成績評価は， A・B・C・Fで表わし， A・B・Cを合格とし， Fは不合

格とする。
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第 9章卒業及び学位

第26条 卒業資格を得るためには，本学に 4年以上在学し，学部・学科の定める授業科目のなか

から，経営情報学部は 124単位以に人文学部は 126単位以l：修得しなけれはならなし'o

たたし，自由科目の単位は，卒業に必要な単位数には算人されない。

第27条削除

第28条 卒業資格を得た者には，卒業証内を授仔する。

経 営情報学部経営情報学科学l:（経営情報）

国際経常学科学士 （経営情報）

福祉環境情報学科 学i:（経営情報）

人文学部国際文化学科学士（国際文化）

福祉文化学科学l:（福祉文化）

国際交流学科学」 ： （国際交流）

2 学位の授りについては，本学学位規程に定めるところによる。

第10章 入学・編入学・転入学・留学・休学及び退学

第29条 人学の時期は，学期の始めとする。

第30条 学部に人学することのてきる者は，次の各号の 1に該‘りし，かつ本学が行う選抜試験に

合格した者とする。

1 闊等学校を卒業した者

2 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

3 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第69条の規定により，翡等学校を卒業し

た者と同等以Lの学力があると認められる者

すなわち

(1) 外国において，学校教育における12年の課程を修了した者，又はこれに準ずる者で文

部大臣の指定した者

(2) 文部大臣が高等学校の課程と同‘りの課程を行するものとして認定した在外教育施設の

、片該課程を修（した者

(3) 文部大臣の指定した者

(4) 大学人学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部大臣の行う大学入学資

格検定に合格した者

(5) その他大学において， fll9月の年令に達し，蒻守学校を卒業した者と 1h]等以上の学力か

あると認めた者

第31条 人学を必願する者は，本学所定の手続によって願い出るものとする。

第32条 人学を，，午n［された者は，腎約，りを添え， 1折定の期日まてに人学手続を完rしなけれはな

らない。

第33条 他の大学から本学に編・転人学，又ば芹内において転部もしくは転科を希望する者は，

その学部に欠員のある場合選苔によって謹I1Jすることがある。
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たたし，そ U)時期は，＇‘戸い）始めを 1泉且I」とする

2 他U)大学へ転芹を希叩する者は，所属学部」こにIIte、J‘;：lhil]を提出し，‘、化にU)，介II]を得なけれはな

らなし＼ 9‘ 

第；｝・1条 糾人了又はIl,J_、人了を謹IIIされた行の本‘ヽ ；：人学U)ための訊 r・紐は，第32条の規定に準して

訂t)' かつIlり）＼了におし｝て）復修したり印1U)修円，］1［明，りを捉出しなけれはならなし＼，

第33条 糾。転）ぐ応又は肛部した打は，その学部に 2年以 l●→ {I:‘‘j：：しなけれは卒業することはて

さなしい

2 編• IllJ_、人学， 又は中』ヽ l'｛いこ閃して，本虚各条に規応しなし、 il}項につし:ては別に虻める細則によ

る（

第36条U)1 教fi1fi益と認められるときは、本字か協定，又は，忍定した外lf位）大学U)長業科Il 

を履修することを，1ft•II［することかてきるヘ

2 前叩）規定により修得した］1位は， 3（）巾位を超えなし噸間て本芹にお t)て修得したも U)とみ

なすことかてさる,.

3 11り2Jm)規い）丈り他に1見lし必佐な1i瑣は別に定める口

第36条())2 教fi[｛j益と認められるときは，字牛か本学＾＇に人＇芹する Iiりに，他())人．、．j{くは短期人・

学およひ仇！間大学・似膚 lり『＇l予校U)！!｛攻科におし)て）復修した長業科llにつし:て修得した単位を，

本学に人予した後における投業科llU)履修により修得したも())とみなずことかてきる。

2 教fil1i益と認められるときは｀ 1lii珀U)規定以外に文部大臣の定める学修をおこなった場合，

そU)成県を本＇、和こおける投業科 Il u)履修とみなすことかてきる

3 11り2珀lIの規定により）復修した授業科日につし口：修得した単位は， 30単位を超えない範ljtlて

本‘げにおし亡ご修得したも())とみなすことかてきる

第37粂 躯i父しそ())他やむをえなしいji柏により，りlきつつき：｝か）］以［出11;,Jすることのてきない者

は，その1i由を［l［明する，り姐を添え，保［I正人連署())うえ学長に願い出て，その謹I1]を得て休学

することかてきる C

たたし，休学期間は 1年以内とし，吏に休学を要する者は， riij項により叶II]を得て 1年以内

に限り（木了することかてきる C」

2 休学期間())通算年限は 2年とする。

第38条 休‘f者は書似則として学期又ぱ芹りの始めてなけれは，役学することかてきなし ¥o

第39条 休学期間は，在学年数に算人しなし＼

第40条 病気その他やむをえない1叶`r'iにより，退字しようとする者は，その1i由を lll［明する内類

を添え， 1呆LIll：人連署U)うえ学」こに退学頻を提出して,,i'F1,Jを受けなけれはならなし＼，

第41条 ll:‘りな ’lHIlて退乍した者か判；亥学部に再人学を、ぷ叩したときは，選考U)うえ謹11Jするこ

とがある

こU)場合は，既修授業科tI u)令部又は・ム部について， ll}履修を命することかある。

第11章入学検定料・入学金及び授業料等

第42条 人＇芹を心咀する行は，第 31条に定める f紬とともに別表(1)の人学検定料を納めなけれは
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ならない。

第43条 入学を許可された者は， 第32条に定める手続とともに別｝く(l)の人学金及び授業料ならび

に施没設備費を納めなけれはならなし'o

第44条 授業料は，別表(1)により l月及ひ10月の二期に分けて納めなけれはならない。

2
 

施設設備費は，別表(1)により指定された期Hまてに納めなけれはならなしヽ。

第45条

第46条

-/姐納めた学費は， 1i由の如何にかかわらす返還しない。

倅＇‘芹を命じられた者は，倅学期間中の授業料及ひ施設設備費は納めなければならない。

2
 

休‘ヽ化をCl午II［された者は，休学期間中の授業料及ひ施設設備費(})平額を免除する。

第47条 授業料及ひ施設設備費の納人を怠り

第12章

腎促を受けてもなお納めない者は除籍する。

委託生・外国人留学生・帰国生徒及び社会人学生

第48条 国又は公共団体から， ＾定の在学期間と履修科日とを定めて人学を委託された者は， 選

号のうえ委，it生として人学を謹11Jすることかある。

第49条

第50条

委丘＿生の人学資格は，第30条の規定を準用する。

委it牛として 4年以い化学して，学部学科の教育課程に従って授業科目を履修し， 1斤定

の単位を修得した者には卒業，，ll:r＿りを授りする。

第51条

第52条

委北生の授業料その他納付金は別表(1)による。

外国人学生の人学及ひ転人学については， 日本人学生に1[]ずる規定を準用する。

ただし，，溝義を理解し得る程度の日本，轟の能））を必要とする。

第53条 委Htfl：．・外国人留学生・帰ll『l:．徒及ひ社会人‘‘f'：生に関して，本収各条に規定しない'.li項

については，学部学＇ tに関する規定を準/flするほか，別に定める細則による。

第13章 科目等履修生

第54条 学部の授業科[lI})うちの 1科t], 丈は数科日の履修を希惰する者に対しては，科Ilんが1復

修生として人学を謹 II［することかある。

第55条

第56条

科日等）刷修生として人学てきる者は，履修ずるに足る能JJかあると認められた者とずる。

科Il̂、卒履修生として人字を心願する行は，所定の出願，t｝類に履修しようとする授業科[l

を叫載して，学期又は学年(})始めに願し叶Iiるものとする。

第57条 科11存l復修生は，履修した授業科llについて試験を受けることかてきる。

2

3

 

前項(})試験に合格した者には， その授業科ilIリ［定(})iit位をりえる。

科i」存履修'tとして在籍した期間は， lf．→0.規の課程0)在学年数に換紅しなしヽ。

第58条

第59条

科目存履修生の投業料そ U)他納付金は，別表(1)による。

科[1方履修生に関して本収各条に規定しない'li項については，学部学生に閃ずる規定を

準用するほか，別に定める細則による。

第14章

第6(）条

研 究 生

各学部におしヽて，特殊な研究に従'liしようとする者に対しては，研究'.tとして入学を，［I:

11Jずることがある。

第61条 研究＇l:．として人学することのてきる行は｀ その学部において｀選号のうえ適‘りと，忍めら
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れる者とする。

第62条 研究牛として人学を志願する名は，所定の出願内類に，研究題目・研究叶画を叫載して

願い出るものとする。

第63条 研 究 牛I})在学年限は 1年とする。

たたし，＇ li柏によっては，期間の延長を願い出ることかてきる Q

第64条 研究生は，指祁教員の指導に従って，研究に従＇［「するものとする 0

2 研究生は，指科教員及ひ担任教員の承晶を得て，学部の講義。実験及ひ演習に出席すること

かてきる。

3 研究牛として相‘りの成糾をぷしたと認められる者には，研究，il［明，りを仔える。

第65条研究／I9)授業料そ U)他納付金は，別表(1)による()

第66条 研究生に閃して本惟各条に規定しない 'l}瑣については，学部＇芹生に閃する規定を準川す

るほか，別に出める細則による。

第15章賞 罰

第67条 次U)各けの 1に，ー，亥‘りする学＇tは，教授会のふを経て‘’;;：長か表彰することかあるし

（l) 品行・学）jともに優秀な行

(2) 篤行U)あった者

第68条 学則その他，本学の定める語規則を守らす，学生の本分に反する fi]§U)あった者は，教

投会のふを経で芹長か懲成する 3

2 懲成は，i/1|苫． i小学及ひ退学とする。

第69条 次の各号の 1に該‘りする者は，退学を命することかある。

(1) 性行不良て，改袴の見込みかないと，忍められた者

(2) 学業を怠り，成業の見込みかないと認められた者

(3) 11叫な罪由かなく，出席常てな t)者

(4) 本学の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者

第16章教育職員免許状取得のための課程

第70条 本学に教育職員免謹状取得のための課程（以ド「教職諜程Jという。）を憤く。

2 本学において責格の取得てきる教育職員免謹状の種如及ひ免謹教科は，別表(3U) 1)のとお

りとする。

3 教員の責格を得ようとする者は，第14条別表(2)に定める，教科に閃する専門教育科日のほか

に教職に閃するリfl"］教育科lIを履修しなけれはならない。

4 教職に関するリi門教育科I!及ひ単位数は，別表(3U) 2)のとおりとする。

5 訓項0)専門教育科tlは自由科llとし，卒業に必要なりi位数に加えない。

6 教職課程／復修細則及ひ教職課程の連営に関する細則は，別に定める。

第17章学芸員の資格取得に関する課程

第71条 本学に学芸員の責格取得に関する諜程（以ド「学芸員，，果程Jという。）を岡く。

2 学芸員課程履修細則及び学芸員課程の連営に関する細則は，別に定める。



第18章留学生別科

第72条 本学に留学生別科を置く。

2 前項に次の課程を設け，学生定員は次のとおりとする。

日本文化専修課程 20名

日本語専修課程 30名

3 留学生別科に関する細則は，別に定める。

第19章 図書館

第73条 本学に図甚館を岡く。

2 図書館の特理連営，その他必要な'fi項は別に定める。

第20章公開講座

第74条 本学に公開講座を開設することがある。

2 公開講座に関する規程は別に定める。

第21章雑 則
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第75条 この学則に特別の定めがあるものを除くほか，この学則の実施の手続その他，その執行

について必要な細則は別に定める。

第22章改 正

第76条 この学則の改正は，罪'li会の議を経て理＇］｛長が行う。

付 則 本学則は，平成 4年4月 1Uから施行する。

付則 この改正は，平成 5年 4月 1I lから施行する。

｛寸且LJ この改正は，平成 6年 4月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成 7年 4月 111から施行する。

付 ! !lj この改正は，平成 8年」月 1日から施行する。

付則 この改正は，平成 9年 4月 1l lから施行する。

付 ! ！ Il この改正は，平成10年 4月1I lから施行する。

付則 この改正は，平成11年 4月 1I lから施行する。
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別表(1) 入学検定料・入学金及び授業料等

------

学牛：種別

！ 学部学生
（委託生を含む）

~ ̂ -

人

人

授

学検定

学

業

初年度 360,000

次年度以降 260,000

（注） 1. 委託生の入学金及ひ授業料は， f定在学期間及ひ履修授業科日数等により減額す

ることがある。

2. 研究生のうち本学卒業生については，

ある。

研究生には，研究内容等により必要経費を別途負担させることかある。

施設設備費は，下記のとおり納人するものとする。

初年度人学手続時及び後期 (10月）に分納

次年 度以降前期 (4月）

設

籍

設備

料

金

料

料

費

---- -

科目等履修生

本学卒業生本学卒業生以外
------------,—'- ----------------~---- ---------------
円 百「円

15, ooo : 5, ooo 1 25. ooo 1 

100, ooo I I 
I ! ,  

270,000 I, 1単位に付 1単位に付 I 
16, 000, 16,000 

（各学部共） （各学部共）

120,000 1 

30,000 

l 

人学金を免除し，授業料も減額することが

．． 

3

4
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城西国際大学大学院学則

第 1章総 則

第 1条 城西国際大学大学院（以ド「本大学院」という。」は，学術の理論及ひ応用を教授研究

し，その深奥を深めて文化の進展に寄与することを目的とする。

第 2条 本大学院に修士課程及び博士後期課程を置く。

2 修 i：課程は，広い視野に立って精深な学識を授け，翡度の専門性を要する職業等に必要な絲

度の能力及び専攻分野における研究能力を養うものとする。

3 博士後期課程は，専攻分野において研究者として自立し，研究活動を行うに必要な高度の研

究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うものとする。

第 3条 本大学院の修l：課程の修業年限は 2年，博七後期課程の修業年限は 3年とする。

2 本大学院における最長在学年は，修士課程にあっては 4年，博士後期課程にあっては 6年と

する。

第 4条 本大学院は，次の表に掲げる研究科，専攻を置く。

研究科名 専 攻 名 課程の別

際文化専

修士課程

人文科学研究科 性学専攻

1 比
--- -- -----一ヽ— ---̂ - 1----~------

経営情報学研究科 1 起業マネジメント専攻

第 5条 本大学院の人学定員及び収容定員は，次の表のとおりとする。
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第 2章教員組織及び運営機構

第6条 本大学院の教員には，本学の教授，助教授又は講師をあてる。

第7条 本大学院に研究科委員会を置き，所属教授をもって組織する。ただし，必要があるとき

は助教授及び講師を加えることができる。

2 研究科委員会の委員長は，研究科長がこれにあたり，委員会を招集し，その議長となる。

3 研究科委員会は，次の事項を審議する。

(1) 研究科の教育課程に関する事項

(2) 学生の入学，休学，退学，転学，留学等に関する事項

(3) 学生の研究指導，試験及び学位の授与に関する事項

(4) 教育職員の資格審査に関する事項

(5) 学生の賞罰に関する事項

(6) その他研究科に関する事項

第8条 本大学院に大学院委員会を置き，学長，副学長，各研究科長及び各研究科委員会から選

ばれた 2名ずつの委員をもって組織する。

2 大学院委員会の委員の任期は 2年とする。ただし，再任を妨げない。

3 大学院委員会の委員長は，学長がこれにあたり，委員会を招集しその議長となる。

4 大学院委員会は，課程修了の認定，学位授与，その他各研究科に共通する菫要な事項を審議

する。

第9条 本大学院に関する事務は，本大学の事務組織がこれに当たる。

第 3章学年，学期及び休業日

第10条 学年，学期及び休業日は，城西国際大学学則（以下「本学学則」という。）を準用する。

第 4章 入学，休学，退学，転学，留学及び除籍等

第11条 本大学院修t課程の入学資格は，学校教育法第57条第 2項又は第67条本文の規定により，

大学の専攻科又は大学院への入学に関し大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められ

る者は，次の各号の一に該当する者とする。

ただし，第 4項については，大学院への人学に係るものに限る。

l 学校教育法第68条の 2第3項の規定より学士の学位を授与された者

2 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者

3 文部大臣の指定した者

4 大学に 3年以上在学し，又は外国において学校教育における15年の課程を修了し，大学院

において，所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者

5 その他大学の専攻科又は大学院において，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者
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第12条 本大学院博じ後期課程0)人学資格は，学校教育法第67条たたし書の規定により，大学院

への人学に関し修tの学位をh寸する者と詞等以上の学力かあると認められる者は，次の各号の

ーに該当する者とする。

l 修七の学位を有する者

2 外国において修l:0)学位に相当する学位を授りされた者

3 文部大臣の指定した者

4 その他大学院において，修l:0)学位を1iする者と lnl等以上の学）jかあると認めた者

第13条 人学(})時期は，紺学期の始めとする。

第14条 人学志願者は，定められた期日内に所定の内類に人学検定料を添えて願い出なけれはな

らなし'o

第15条 人学心願者に対しては，別に定めるところにより，選若を行う。

第16条 前条による選衿に合格したものは，所定の期Hまてに所定の手続きを完［しなければな

らなし'o

第17条 他の大学院に在学する者て，本大学院に転人学を志願する者に対しては，欠員(})ある場

合に限り，研究科委員会の議を経て選考(})f・.,i午ll［することがある。

2 Hij項(})規定により転人学を志願するときは，在籍する大学院(})学長又は研究科長の謹nJ内を

願書に添付しなけれはならない。

3 本学大学院の学牛か他大学の大学院に転学を志顧する場合は，あらかしめ学長の紆llIを得な

けれはならなt)。

第18条 休学，退学，転学，留学及ひ除籍等については，本学学則を準用する。

第 5章授業科目，単位数及び履修方法

第19条 本大学院の教育は，授業科目の授業及ひ学位論文の作成等に対する指導（以ド［指導」

という。）によって行うも(/)とする。

第20条 本大学院研究科(/)授業科目及び単位数は，別表(2)のとおりとする。

第21条 研究科委員会は，学生の履修を指専するために各学年ごとに指導教員を定めるものとす

る。

第22条 学生は，指導教員の指ホにより，腹修しようとする授業科目を毎学期の始めに研究科長

に届出なけれはならない。

第23条 研究科において，指導教員が教育研究rfi益と認めるときは，他大学の大学院（外国の

大学の大学院，杓しくはそれに準する高等教育研究機関を含む）の授業科Hを履修させること

ができる。

2 前項の規定により履修した授業科目の単位は10単位を越えない範囲で，本大学院において修

得したものとみなすことができる。
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第 6章課程修了及び学位

第24条 履修科目の単位修得の認定は，試験により担当教員が行うものとする。

2 前項の試験の結果による成績の評価は，優・良・ hJ・不可とし，優・良・可を合格，不可を

不合格とし，合格した授業科目については，単位を与える。

第25条 修士課程の修「要件は，同課程に 2年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な研

究指導を受けた上，本学学位規定の定める修士論文の審査及び最終試験に合格することとする。

第26条 博t後期課程の修［要件は，同課程に3年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ必要な

研究指導を受けた上，本学学位規定の定める博士論文の審在及び最終試験に合格することする。

第27条 本大学院の課程を修了した者には，次の学位を授与する。

研究科 攻名 程 学 位

化専攻

人文科学研究科 女性学専攻

修士（国際文化）

修士課程

I 口文化専一竺＿
経営情報学研究科

起業マネジメント

1 専攻 I 

- - -

2 学位の授与については，本学学位規定の定めるところによる。

博士後期課程

修士課程

I 

修士（女性学） I 
I 

博士（比較文化）1
I 

修七（経営学） l 

第 7章入学検定料，入学金及び授業料等

第28条 入学検定料は別表(1)とする。

第29条 人学を許可された者は，所定の期日までに在学誓約書とともに，入学金として別表(1)に

より納めなければならない。ただし，本大学卒業生が入学する場合は免除する。

第30条 授業料は，別表(1)により 4月及び10月の二期に分けて指定の期日までに納めなければな

らない。

2 施設設備費は，別表(1)により毎年前期授業料と同時に納めなければならない。

第 8章外国人学生，外国人特別留学生

第31条 第11条に定める資格をもち，かつ外国公館の証明のある外国人学生に対しては，第15条

の規定にかかわらず，特別の選考を経て人学を許n]することがある。

2 本大学院と協定のある外国の大学から派逍され，本大学院の授業科目を履修しようとする者

は，審議のし外国人特別留学生として人学を許口jすることがある。

3 本学則は，前 2項の外国人学生，外国人特別留学生にも準用する。
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第 9章研究生及び委託研究生

第32条 本大学院を修［した者で，更に研究を継続しようとする者及ひ特殊な研究に従事しよう

とする者があるときは，研究科委員会て選考の上，これを許可することがある。

第33条 大学院研究生は，指導教員の個人指導を受けるものとする。

第34条 大学院研究牛の在学期間は， 1年を限度とする。たたし，事情により期間延長を願い出

ることができる。

第35条 大学院研究生の人学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第36条 国立，公立又は私立学校等の教職員等の所属機関の長から，その所属教職員等の研究指

導の委託の依頼かあった場合は審議の上，委託研究生として受け入れを許口Jすることがある。

第37条 委北研究生の人＇、や資格は，第 11条の規定を準用する。

第38条 委託研究生の授業料その他の納付金は，別表(1)による。

第39条 本章各条に規定しない事項については，大学院学則を，研究生・委託生にも準用する。

第10章科目等履修生及び特別聴講生

第40条 本大学院の授業科目うち， 1科目又は数科目の履修を希望する者かある場合は，審査の

上，科目等履修生として人学を許IIJすることがある。

第41条 本大学院と協定のある他大学大学院の学生で，本大学院の授業科目を腹修しようとする

者は，特別聴講生として聴講を許可することがある。

第42条 科目等履修生の人学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第43条 特別聴講生の入学検定料，授業料その他納付金は，別表(1)による。

第11章教育職員免許状取得のための課程

第44条 本大学院の研究科において取得できる，中学校教諭専修免許状及び高等学校教諭専修免

許状の免許教科の種類は，次の表のとおりとする。
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第12章賞 罰

第45条 学生の賞罰については，本学の学則を準用する。

第13章雑 則

第46条 この学則に定めるもののほか，本大学院生に関し必要な事項は，本学学則の規定を準用

する。

2 本学学則をこの学則に準用する場合は，「学部」を「研究科」と，又「教授会」を「研究科

委員会」と読み替えるものとする。

第14章改 正

第47条 この学則の改正は，理事会の議を経て理事長が行う。

付則 本大学院学則は，平成 8年 4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成 9年 4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成10年 4月1日から施行する。

付則 この改正は，平成11年4月 1llから施行する。
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別表(1)

人学検定料・人学金及び授業料等

種 別 大学院生
ク九

科目等履修生

学納金 （委託研究生含む） 研 一牛ー→ （特別聴講生含む）
- -

円 円 円
人 学 検 定 35,000 35,000 35,000 

人 が子ら 金 300,000 300,000 

授 業 料 550,000 70,000 l単位に付

16,000 

在 籍 料＇ 30,000 

施 設 設 備 費

(1) 人文科学研究科 100,000 

(2) 経営情報学研究科 150,000 

（注） 1. 研究生のうち本学卒業生については，人学金・授業料を減額することがある。

2. 研究生（委託研究生含む）には，研究内容等により必要経費を別途負担さ

せることがある。
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学友会規約

第 1章総則

第 1条 本会は，城西国際大学学友会と称し，本部を千葉県東金市求名 1番地，城西国際大

学内に置く。

第 2条 本会は，次の 2種の会員より構成する。

(1) 正会員

(2) 賛助会員

第 3条 正会員は，城西国際大学の全学生とする。

第 4条 賛助会員は，城西国際大学の理事長，専務理事，教員，職員並びに父母後援会役員

とする。

第 5条 賛助会員の本会における地位は，本会の健全円滑な運営のための助言者又は協力者

である。

第 6条 本会は，会員相互の自主的活動により，学術および文化・体育の向上を図り，併せ

て会員相互の人格の高揚を指向すると共に，本学の発展に資することを目的とす

る。

第 7条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

(1)学友会連絡協議会

(2)学友委員会

(3)学術団体委員会

(4)課外活動委員会

(5)学術団体顧問会

(6)課外活動顧問会

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

第 2章役員

第 8条 1項会長は，学長とし，会務を総括する。

2項 副会長は，経営情報学部長，人文学部長，事務局長の 3名で構成し，会長の援助を

する。また，会長が職務を遂行できない場合は，その職務を代行する。

3項 名誉会長は理事長，名誉副会長は専務理事とし，本会を統括する。

第 3章会計

第 9条 1項 本会の支出は，正会員の納入する会費，援助金，父母後援会助成金，寄附金，その

他の収入をもってあてる。

2項 諸団体への配付については，学友会連絡協議会の合意により決定する。

3項 正会員の納入する会費は，年間5,000円とする。
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第10条 本会の会壮年度は， ii]:年 4月 1I]に始まり翌年 3月3lllに終わる。

第 4章規約改正

第11条 1項 本会規約の改止については，学友会連絡協議会において審議する。

2項 本会の規約改正の決議は，委員 3分の 2以l'.^ の出席を必要とし，過平数をもって決

する。

3項 nJ否lri]数の場合は，議長の決するところとする。

4項 本会の規約改l［か成立したときは，改1l:^賓料を 1カ月間学生掲ぷ板に発表するもの

とする。

学友会連絡協議会規約

第 1章総則

第 1条 城西lk]際大学学友会規約第 7条2項に悲づき，城西国際大学学友会連絡協議会規約

を定める。

第 2条 本協ふ会は，城西国際大学学友会連絡協議会と称し，本部を城西国際大学内にi付く。

第 3条 本協議会は号城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とし，城西国

際大学学友会の発展に寄与する事項を審議，承認する機関とする。

第 2章会員

第 4条 本協議会は，学友会会長，副会長 (3名），学術団体顧間会会長，副会長，課外活

動顧間会会長，副会長，父母後援会代~ (1名），学生部長，副部長，学生課長お

よひ学友委員会代表 (5名），学術団体委員会代表 (2名），課外活動委員会代表（

2名）の21名で構成する。

第 3章協議

第 5条 本協議会は，次の事項の審議，承認を行う。

(1)学友委員会の役員の選出

(2)学友会f算の調整

(3)学友会規約および学友会に属する機関の規約の改正

(4)学友会所属団体の承認

(5)学友会運営に必要な事項

第 6条 本協議会の議長は，学生部長が行い，不在の時は副部長および学生課長が行う。

学友委員会規約

第 1章総則

第 1条 城西国際大学学友会規約第 7条 2項に基づき，城西国際大学学友委員会規約を定め
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る。

第 2条 本会は，城西国際大学学友委員会と称し，本部を城西国際大学内に間く。

第 3条 本会は，城西国際大学学友会正会員の代表で構成する。

第 4条 本会は，城西国際大学学友会の運営が円滑に行われることを目的とするとともに，

城西国際大学学友会の発展に寄与するものとする。

第 5条 1項 本会は，前条の目的を達成するために以下の機関を設置する。

(1)学術団体委員会

(2)課外活動委員会

(3)編集委員会

(4)生活委員会

(5)大学祭実行委員会

(6)卒業アルバム編集委員会

(7)吹奏楽団

(8)チアリーダース

2項 上記運営機関の規約は，別にこれを定める。

3項 本会の運営上必要と認めた場合は，新たに運営機関を設置する。

第 2章 役員

第 6条 役員は，以下の役員を置く。

(1)会長 1名

(2)副会長 2名

(3)総務 l名

(4)会叶 2名

(5)監査 2名

(6)渉外 2名

第 7条 1項 会長は，本会を総括し全ての事項に対し全責任を負うものとする。

2項 副会長は，会長を補佐し，会長不在の時はその職務を代行する。



城西国際大学学会会則

1 城西国際大学学会会l



264 

城西国際大学学会会則

第 1条

第 2条

第 3条

本会は、城［Iり[Kl際大‘芹学会と称する。

＇れ務／心を城 l}り国際大‘戸内（学務諜）にi悦く。本会は、

本会は城西l_k]際大学における教育研究活動を推進し， 人文科学及ひ経営1青報＇芹研究の進

展と会員相II]）交流を図ることを IJ(1りとする。

第 4条

第 5条

第 6条

第 7条

本会は、 IJり条U)日的を達成するため，

•••••• 1

2

3

4

5

J

6

 

機I[lLI，も・会報等U)発行

研究会・講演会及ひシンホシウム存の開催

研究活動による地域社会への各f'J

本公か必波と，忍めた他団体と U)共詞研究

そU)他本会か必要と，忍めた研究活動

本公は，次の会員をもって構成する。

1. ＿l［会員

(l) 

~J'

, 

2

3

 

'~9,_’ 

ワークショップ存，

次U)1i業を行う。

会員によるグループ研究活動

、
＇4
 

9

し

本学人文学・部・経貨伯報字部・大学院人文科‘‘j:'.hjf究科及ひ経営伯報学研究科の内

任教員

本芹LLl|；祭文化教育センター及び伯報科学研究センターの研究員

本 ‘r’：人文学部・経虐t伯報学部・大学院人文科学冊究科及ひ経営情報学研究科の学

’1 -如▲

本学非常勤，溝帥及ひ本‘ヽ杓、り任職員U)希叩行

2
 

特別会員

ヽ

~
9
~

…
~
,

1

2

 

、

こ

9

，
ー
，

3
 

(1) 

本因）卒業生fi、と；及ひ大学院人文科学研究科修［行1i心

本学公U)lj~J忍を得た行

竹助会員

本学会U)趣旨に賛Inlし，‘、ド会の 1i業，活動に対して助は及ひ援助を行う者

本会に次の役員をiit［く。

•••• 1

2

3

4

 

会
1

ゥ‘j
 

副会長

監

委

i
t
 

ー_― 

,
j
r
 

,
Lノ

1名

杓「名

2名

杓「名

会長は学長とする。

2

3

4

 

会長は会務を統括し，本会を代表する。

副会長，監'li，委員は正会員より会長か委嘱する。

本会の連営(})ため，会長，副会長，委員によって連‘it委員会を構成する。
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5 会長は運営委員会を招集し，議長となる。

6 機関誌編集，研究会・講演会等の企画，渉外・広報，会，；十，庶務等は，会長から委嘱された

委員がこれに甘たり，必要に応じて委員会を設けるものとする。

7 その他，特に必要かある場合には特別委員会を骰くことがてきる。

第 8条 本会に，以下の各分科会を置く。

1. 人文学会

2. 女性学会

3. 経営情報学会

第 9条 各分科学会は，第 3条の目的を達成するため，第 4条に定めた事業を行うことができる。

第10条 本会は，年 1[nl総会を聞催し，事業，会叶等についての報告を行う。

第11条 本会の経費は，会費及び寄付金その他の収入をもってこれに充てる。

第12条 会員は，次の会費を納人するものとする。

1. 正会員年額 3,000円

2. 特別会員年額 2,000円

3. 賛助会員年額個人 (-l」) 6,000円

法人 (-ll) 30,000円

第13条 本会の会Jt年度は，籍年 4月 1日から翌年 3月31日までとする。

付 且lJ 本会会則は，平成 8年 4月1|lから施行する。



城西国際大学同窓会

1 城西国際大学同窓会 I 
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城西国際大学詞窓会規約

第 1章 総則

第 1条 本会は城両国際大学同窓会（以卜:i本会」という。）と称する。

第 2条 本会は会員相l[O)視睦をはかるとともに，城西国際大学の発展に百りすることを目的と

する。

第 3条 本会は次の事業を行う。

(I) 学校法人城西大学，城西国際大学と同窓会（本部・支部）”およひ会員との連絡

(2) 会員名簿およひ会報の発行

(3) その他本会の目的を達成するのに必要な1i業

第 4条 本会の本部は城西国際大学内におく。

第 5条 本会の会員は正会員・準会員•特別会員およひ賛助会員とする。

(1) 正会員は城西国際大学の卒業＿生とする

(2) 準会員は城西国際大学に在学中のものとする

(3) 特別会員は法人役員・城内国際大学の教職員とする

(4) 賛助会員は城西国際大学に一定期間在籍したのち退学したものて総会において認められた

ものとする

(5) 他大学より城両国際大学大学院に人学し，修士または博上の課程を修fしたもので，入学

金およひ会費を納人したものは正会員とする

第 6条 本会に次の機関をおく。

(1) 総会

(2) 役員会

(3) 支部長会

第 2章 総会

第 7条 総会は本会の最闘決議機関とする。

2 総会は正会員をもって構成し，定例総会は会壮年度か終［後 3か月以内に開催するものとし，

1か月以前に公示するものとする。

第 8条 次の場合は臨時総会を開催することかできる。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員200名以上の署名をもって要求があったとき

第 9条総会は会長が召集する。

第10条 会長は総会の議長となる。副議長は会長の指名するもので総会で認められたものとする。



第11条 総会は次の事項を議事として審議する。

(1) 事業計画およびそれに基づく f算案に関すること

(2) 事業報告およびそれに基づく決算案に関すること

(3) 役員選出および改選に関すること

(4) 規約の改正に関すること

(5) その他重要事項に関すること

第 3章役員・役員会および支部長会

第12条本会に次の役員をおく。

(1) 会長 1名

(2) 副会長 若「名

(3) 幹 事 若干名

(4) 監事 2名
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第13条 本会に名誉会長（理事長），名誉副会長（常務理事及び学長）をおき，本会を統括する。

顧問（学生部長・副部長）および相談役を若干名おく。

2 名誉会長及び名瞥副会長は，総会及ひ役員会に出席することができる。

第14条 会長・幹事および監事は総会において正会員のうちより選出する。但し，支部長は支部

長に就任と同時に幹事となる。

2 副会長は会長の指名するもので総会において認められたものとする。

3 相談役は会長・副会長の経験者および総会において推煎されたものとする。

第15条 役員の任期は 2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠による後任者の任期は，前任者

の残任期間とする。また，支部長である幹事の任期は支部長在任期間とする。

第16条 会長は役員会にはかり運営委員若干名をおくことができる。

第17条 会長は本会を代表し会務を総理する。

2 副会長は会長を補佐し，会長ことあるときは会長代行となる。

3 幹事は役員会を組織し会務を遂行する。

第18条 役員会は正副会長および幹事をもって構成し，会長が議長となり総会に提案する議事を

審議決定する。

2 役員会の運営規定については別にこれを定める。

第19条 相談役は会長の要請により役員会に出席し意見を述べることができる。

第20条 支部長会は各支部長をもって組織し会務を遂行する。

2 支部長会の連営規定については別にこれを定める。

第 4章会計監査

第21条 監1iは本会の会計を監在し，総会において監杏報告をしなければならない。
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第 5章会 計

第22条 本会の運営は入会金・会費•寄付金およびその他の収人による。

第23条 会員は入学時に準会員費として10,000円，卒業時に終身会費として40,000円をそれぞれ

納人しなけれはならない。

第24条 本会の会計年度は 4月1日より翌年 3月31日までとする。

第 6章規約改正

第25条 本会の規約改正は次の場合に役員会の議を経て総会で決定する。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 正会員の 1割の署名により要求のあったとき

第 1章事務 局

第26条 本会の事務を遂行するために本部に事務局をおく。

2 事務局に関する必要な規則は役員会の議を経て会長が定める。

付則本規約は ，平成 8年 4月1日から施行する。



城西国際大学父母後援会

父母後援会共済事業規約

城讐:□翌」□9|
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父母後援会共済事業規約

1. 趣旨及び事業

城西国際大学父母後援会ては，城西国際大学学生．（大学院生及ひ別科学生を含む。）の父母

又は学費負担者として登録された者（様式 1) を会員とし，相li扶助の精神に則り，次のよう

な共済事業を行う。

(1) 在学生全員を［学生教育研究災宵傷害保険」（以ド，［学生．保険」という）及ひ「災古総合

保障特約付総合福祉団体定期保険」（以下，「生命保険」という）に加人されることにより，

正課授業中や課外活動又学内外を問わすに24時間学牛牛活を保障し，次のような1i故発生の

際には保険金の支払か受けられるようにする。

① 正課中及ひそれに準ずる研究活動中に発生した傷害及び死亡，後遺症

② 学生の日常生活（課外活動等も含む）で蒙るイ遠慮の事故による死亡・絲度障害及び所定

の身体障寅

③ 病気による死亡・高度障害

(2) 会員か不慮の災害に遭遇されたときは，見舞金を支給する。

(3) 学生の正課中及ひ課外活動，生活中の傷害事故に対して見舞金を支給する。

2. 共済費

(1) 学生 1人年額9,000円を会員負担とする。

(2) 共済費納人は入学時9,000円とし， 2年次以降毎年 4月末日まてに9,000円を納人する。

(3) 共済事業運営上やむを得ざる場合には増額することができる。

3. 共済費の支出内訳

(1) 学生保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。たたし，役員会に報告するものとする。

経営情報学部 入学時 (4年間） 3,200円

人文学部 人学時 (4年間） 3,200円

大 学 院 入学時（修了まで） 1,700円

別 科 人 学 時 (1年間） 950円

保険有効期間は卒業年度の 3月31日までとする。

(2) 生命保険に関する保険料

保険料については，保険約款に基づく料額とする。ただし，役員会に報告するものとする。

学生 1人当たり年額 4,775円

保険有効期間は 1年間 (4月 1日から 3月31日）
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(3) 共済基金

異常事態に対応するため，基金を設ける。

4. 会員の死亡による授業料の奨学金

学費支弁者たる会員が死亡した時は，その意思をつぎ無事子弟が，通常の卒業課程の範囲内

まての授業料を奨学生として，本人の申し出により無利息で貸与を行うものとする。

なお， この細則については別に定める。

5. 事故の際支払われる保険金

(1) 学生保険の保険金

区 分 I 保険金 l
①正課中の死亡 I 2, OOOn円

II 傷害 (4日以上）

後遺障害金
6-:::0：11 
90万円～3,000万円

入院給付金 (180日を限度） 1日につき 4,000円

②課外活動中及び学校施設内にいる間の死亡 I 1, ooo万円

傷害 (14日以上） 3万円～30万円

l 後遺障害金 45万円～1,500万円

1 人院給付金 (180日を限度） 1日につき 4,000円 i
~ i _ J 

※後遺障害金は，保険に保険約款による所定の身体障害の程度に応じて保険金が支払

われます。

(2) 生命保険の保険金

i 保険金！

病気による死亡・高度障害 l ―~-150万日

不慮の事故による死亡・高度障害 150万円 l
］ 

｝障害給付金 15万円～105万円

1 人院給付金（入院 5日以上120日を限度） 1日 2,250円

※障害給付金は，災害総合保障特約条項による所定の身体障害の程度に応じて給付金

が支払われます。

区 分

(3) その他

通学途中，正課中の事故発生による死亡又は傷害の際には， 上記学生保険と生命保険の保

険金が支払われます。

例えは，死亡の場合は2,OOOJj円十150Jj円，合計2,150万円が支払いを受ける保険金です。

6. 各種見舞金

(1) 弔慰金（様式 2)

① 会員が死亡した場合は10万円の弔慰金を支給する。
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② 学牛が死亡した場合はlOJj円0)弔慰金を支給する。

(2) 傷専見舞金（様式 2)

① 学生か正課中傷害iド故を起こした場合は，完治するまでの治療費の実費10万円を限度と

して給付する。

ただし， 4 I-］以 t0)治療についてば学生保険から治療費か給付されるので，その給付額

を差しり1いた金額の限度をlOJj円とする。

② 学生か正課中以外の課外活動等て1M古'li故を起こした場合は，完治するまての治療費0)

実費10)j|「］を限度として給付する。

たたし， 14日以上の通院又は 5日以卜の人院治療については，学生保険から人院給付金

か給付されるのて，その給付額を差し引いた金額の限度を10}j「lとする。

付則

1. 本共済事業規約は平成 4年4月1日より実施する。

たたし，学生保険の適用は，平成 4年 6月 1日からとする。

2. 本共済'-li業規約は平成 6年4月1H一部改Jl：ふ〇

たたし，学牛保険の適用は，平成 6年度入学生からとする。

3. 本共済＊業規約は平成 8年4月1日心部改lじ

たたし，学生保険の適用は，平成 8年度人学生からとする。

4. 本共済事業規約は平成10年4月1日一部改正。

たたし，学生保険の適用は，平成10年度人学生からとする。
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様式 1

諸 様 式 見 本

1 受験番号 口
＿
号

一
番籍学

※
9

9

 

： 

- -----~—-- --

登 録

平成 年

城西国際大学

父母後援会会長 殿

月 日

フリガナ

母 □―-----•ヘ--～”~---~-• --tw --•-• •- --

，氏名

------ ［ 

--―-～ ---------―---------―-- ［ 

--一一本人との続柄

⑲ i 

----------―----------」

科＇
1 

二下記学生の学費負担者であることを登録いたします。

---------------＾ー•-----~---- -------------~-- ---------------
1学部□―三大学院

別科 i

--------•-L----—•^-•一—- •--•一•-------•
フリガナ

上-----•----- --•—--- •-.__ ----••ー●一、一

学生氏名

学 部

研究科

Aム

子`

専 攻

i 

------- ~----------—へ•-
生 年

専

年
一
月

月

修

日

日

考

1. 

．

．

．

 

2

3

4

 

んので，必ず，

［ 

この登録内が未提出ですと，共済費が納入されていても，保険が成立しませ

合格書類といっしょに返送してください。

必ず捺印してください。

※欄は記入しないでください。

父母欄の続柄は，学生からみた関係を記入してください。
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様式 2

・• -..— l —•...... 

学生課長総務課長 i事務局長 後援会長
-~------<------------

―-- ---- - -~-——------•-—--- ------- --

平成年月日

城西国際大学
父母後援会会長 殿

学部 学科

研究科 専攻

別科 専修

学籍番号

学生氏名

請求人住所

氏 名 ⑲
 

父母後援会共済事業規約による（弔慰金・見舞金） 0）給付を誼求いたします。

記

種別

添付甚類

その他

1.銀行名

2.支店名

3.種 別

4. 口座番号

5. 口座名義人

銀行

普通 甘座

一

！
 

.. I・・・-------・ 

城国父発⑮ 号
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